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いつもの朝　三月一日（火）







　三月を迎むかえてもまだまだ朝は寒い。孝こう太た郎ろうは無意識のうちに掛かけ布ぶ団とんを引き上げ、顔まで隠かくすようにして眠ねむっていた。そしてそんな孝太郎の顔と掛け布団の隙すき間まに、握にぎり拳こぶしが覗のぞいている。それは小さく柔やわらかそうな拳で、明らかに孝太郎のそれではない。その拳は何度か握ったり開いたり回転したりを繰くり返かえした後、花がしおれるかのように動かなくなった。そんな何者かの手に向かって、台所から顔を出だしたルースが声を掛けた。

「殿でん下か、そろそろお助けしましょうか？」

『………』

　くぐもった判別できない声と掃はき掃そう除じのように左右に動く手。それを見たルースは笑え顔がおで台所に引っ込んでいく。ちなみに台所にはキリハの姿もある。ルースはキリハと共に朝食の準備をしている最中だった。

「ティア殿どのは？」

「まだ一人で頑がん張ばるようです」

　二人は朝食の用意をしながらとりとめのないお喋しやべりをする。これが一〇六号室のいつも通りの風景だ。そしてこの時の話題はティアの事だった。

「晴海はるみや真ま希きは比ひ較かく的てき簡単に起こせるのが悔くやしいのだろう」

「あの違ちがいは何故なぜなのでしょうか？」

「あの二人は孝太郎が起きねばずっとそうしているからだろう」

「ああ、分かるような気が致いたします。そんな事をされては、優やさしいおやかたさまは起きるしかありませんよね。ふふふふ」

　この日のティアは孝太郎を優しく起こす事に挑ちよう戦せんし、逆に寝ね相ぞうの悪い孝太郎に捕つかまってしまった。今は孝太郎に抱だき枕まくらのように捕まったまま布ふ団とんの中に居る。格かく闘とう技ぎにも高い技量を持つティアなので、本気を出せば脱だつ出しゆつは出来るだろうし孝太郎を起こす事も可能なのだろうが、それをプライドが邪じや魔ましていた。何とか言葉と軽く揺ゆさぶる程度で孝太郎を起こしたい。晴海や真希がそうやって孝太郎を起こすからだった。

「だからティア殿の場合は最難関となる」

「おやかたさまからすれば殿下に甘あまえているのですね………全すべて任せていいと」

「しかしティア殿はそう考えていない。それでああいう事になる」

「して欲ほしい事―――というか、殿下が欲しい愛が、ちょっとだけ違うんですね。うふふふふふっ」

　結局のところ、ティアが孝太郎にじゃれついているだけ。原因は分かっているし、結果も予想がついている。だからキリハもルースもすぐにティアと孝太郎への興味を失い、次の話題へと移っていった。










　孝太郎の左目の周りにはうっすらとあざがあり、ティアの頭にはこぶが出来ている。普ふ通つうそんな状態の二人が並んで朝食を食べていれば不思議に思うのが当然だろうが、この一〇六号室では不思議に思う人間はいない。またやったのか程度の感想しかなく、話題にするのはむしろそれを羨うらやましく思う面々だった。

「あのう、ティアミリスさん、どうやったらそんな風に里さと見み君に本気で殴なぐって貰もらえるんでしょうか？」

「そうです、是ぜ非ひ教えて下さい。興味があります」

「ハルミ、マキ、そなたら喧嘩を売っておるのか？」

『滅めつ相そうもない』

　晴海と真希の言葉が綺き麗れいに重なる。それだけでなく、二人は全く同じタイミングと動きで首を横に振ふった。どうも自分は過か剰じように大事にされているのではないか―――日ひ頃ごろからそう感じている二人なので、本気で殴って貰う方法には興味があった。

「コイツ、人が気持ちよく寝ねていたらいきなり関かん節せつ技わざをかけて来たんです」

　孝太郎が漬つけ物ものに醤しよう油ゆをかけながらぼやく。すると晴海と真希の尊敬の眼まな差ざしがティアに向けられた。

「すごい！」

　晴海は根本的に他人を傷付ける事に抵てい抗こうがあるので、関係を壊こわさずに孝太郎に技をかけられるティアには尊敬の思いしかなかった。

「本当ですか!?」

　真希の場合は幼年期の経験から、一番大切な人とはあらゆる形での接点が欲しいと考えがちだ。それが暴力的なものであったり、支配的なものであったとしても。そういう多くの繋つながりで自分の存在を確かく認にんしたいのだ。額に紋もん章しようが刻まれたのだから、もはや必要のない行こう為いではあるのだが、急に生き方を変えるのは難しい。真希は自然とそういう考え方が出て来てしまうのだった。

「わらわはちゃんと起こした！　晴海や真希と同じように起こそうとした！」

「ウソつけ。そうなら起きてるだろ」

「ウソではない！　じゃがそなたときたら全く起きる気配がない！　そこで実力行使に移ったのじゃっ!!　わらわを非難するのは不当じゃ!!」

　ティアは屈くつ辱じよくと不満でぷっくりと頬ほおを膨ふくらませる。晴海と真希には出来て、自分には出来ない。そしてその違いを当の孝太郎が理解しない。ティアの苛いら立だちは頂点に達しようとしていた。

「本当なんですか、ルースさん」

「はい。殿下は自分らしくないと思いつつも、おやかたさまを丁てい寧ねいに起こそうとなさいました。しかしおやかたさまは起きる気配がなく、仕方なく殿下は強きよう硬こう手段に」

「本当だったのか」

「ホレみろ。わらわのせいではなかったじゃろう？　ほれほれ、何か言うてみい」

　ルースの証言で優位に立ったティアは勝かち誇ほこる。そして孝太郎の肩かたに軽く頭ず突つきするような形で謝罪を促うながした。

　―――あのごく自然なスキンシップ、ティアミリスさんは本当に凄すごい………。

　―――ああいう風にやるんだ………でも、まず怒おこられないと………それはどうやればいいんだろう？

　そんなティアの行動に晴海と真希は再び尊敬の眼差しを送る。当のティアはまるでその視線に気付いていないが、気付いたら不ふ機き嫌げんになるのは明らかなので、それはそれでよかったのだろう。

「そうだとしても、もっと普通に起こせよ。なんで揺する次が関節技なんだよ」

「あー、そういう素す直なおでない事を言うかぁっ!?」

　二人の言い合いが過熱しかけた、その時。

「ねえねえ、ティア」

　隣となりに座すわっていた早さ苗なえがティアの服の袖そでを引っ張った。孝太郎はそれを見た途と端たん嫌いやな予感がした。早苗は悪戯いたずらをする時の悪い顔で笑っていたのだ。

「良い事教えたげよっか」

「ん？」

「孝太郎を起こす一番簡単な方法」

「そんなものがあるのか？　是非教えてくれ！」

　早苗の期待通り、ティアは喰くい付いて来た。そして早苗は笑いを噛かみ殺ころしながら、自じ慢まんげに話し始めた。

「あのね、まず全力で気持ちを高めます」

「ふんふん。まず気持ち」

「で、おもむろに孝太郎にちゅーしようとします」

「次にちゅー。ちゅーとな!?」

　ちゅー―――つまりキスをすると言われ、ティアの頬が軽く紅潮する。これは流石さすがに予想外だった。しかしとても興味があったので、目を丸くしたまま早苗の顔を見つめ、言葉の先を待った。

「うん。するとその気配を察して孝太郎は起きて逃にげます。キリハ直伝の作戦なので成功率はひゃくぱーせんとです」

「ほー、ひゃくぱーか」

「よせ、それだけはよせ！　ゆっくり寝てられなくなる！」

　話は孝太郎の予想を超こえて妙みような方向に転がり始めていた。これまで何度かキリハのそういう悪戯に遭あった事があるが、そこにティアが加わるとなると危険は倍増する。孝太郎は他人の感情―――霊れい波はが感じ取れるが、至し近きん距きよ離りで好意を感じ取るのは難しい。これは孝太郎の身体全体が、相手の霊波に包つつみ込まれてしまう為ためだ。だから万が一の事故が起こらないとは言い切れないのだった。

「成功したら起きるし、失敗したらちゅーできるとゆー、芸術的な作戦なのです」

「しかし皇女が寝ているものに勝手にちゅーとは、はしたなくなかろうか？」

「そうそう、そうだぞティア」

　こうなると孝太郎は逃げの一手。ティアの皇女らしさに賭かけるしかなかった。

「愛がないとはしたないよ。でもあるでしょ？」

「………それもそうじゃの」

「説得されるんじゃないっ、皇女殿下ッ!!　綱こう紀き粛しゆく正せい、皇家の格式を守れっ!!」

　そうやってティアが説得されかけていた、その時。

　寝ている時に全力でちゅー。

　その凄すさまじい力を持った言葉は、晴海と真希を打ちのめしていた。

「………」

「………」

　二人は唖あ然ぜんとして顔を見合わせた後、自分がそれをする時を想像して顔を真っ赤に染める。口へのちゅーは、頬や手へのちゅーとは根本的に違っていた。

　―――起きて、そこからげんこつの方に行ってくれたりするかな………。きっかけには、なってくれるかも………。

　―――里見君、怒るだろうな………でも、それはそれでいいかも………。ティアさんやゆりかみたいに、怒ってくれれば………。

　寝ているとはいえ、真正面からキスをするのは明確過ぎる愛情表現だ。控ひかえ目めな二人にはハードルが高い。しかし捨て去ってしまうには余りに勿もつ体たいない選せん択たく肢しだった。










　二〇六号室に住んでいる静しず香かは、朝食の時か登校する段階で孝太郎達たちと合流する。この日は日課の空手の練習が長引いたせいで、登校時の合流となった。だから孝太郎がティアのスマートフォンを奪うばい取とって何かをしているのを見て首を傾かしげた。

「何を見てるの、里見君？」

「いや、そのー………強力な目覚まし時計を買おうかと思いまして、時計メーカーのサイトを」

「どうして？」

　静香は首を傾げる。一〇六号室には沢たく山さんの人間が出入りしているので、孝太郎が早起きをしなければならない理由はない筈はずなのだ。

「自覚が芽生えたというか、ちゃんと起きないとえらい事になりそうなので」

「えらい事??」

　静香は更さらに混乱する。するとすぐ近くにいたゆりかが静香に耳打ちした。

「実はぁ………」

「………あー、ゆりかちゃんに好き勝手やってた罰が当たったんだ」

「そうですそうですぅ」

　ゆりかから事情を教えて貰うと、静香は軽く手を打ち合わせて笑顔を作った。確かに真ま面じ目めな孝太郎なら目覚まし時計を買うしかない状じよう況きようだった。

　―――今ならまだ間に合うって思っちゃうあたりが里見君の可愛かわいいところよね。私だってもうほっぺにちゅーはしちゃってるんだし………ふふふふっ。

　色々と思うところはあったのだが、静香はあえてそれを口にしない。静香は男性の都合を思おもい遣やれるのも素す敵てきな女性の条件だと理解しているのだった。

「ゆりか、お前も強力なの要いるか？」

「要らないですぅ」

「なんでだ？」

「操作を間ま違ちがって夜中に鳴らす気がするんですぅ」

「それは俺おれも困る。じゃあお前は無しな」

「はいぃ。里見さんが起こしてくださぁい。出来れば優しくぅ」

「無理だな」

「じゃあせめて熱湯じゃないやつでお願いしますぅ」

「善処しよう」

　キリハとルースの辺りも同じ意見のようで、静香と視線が合うと二人は意味ありげに微笑ほほえむ。呑のん気きにゆりかと喋っている本人をよそに、少女達の包ほう囲い網もうは着々と完成に向かいつつあった。

「孝太郎もゆりかをちゅーで起こせばいいじゃない」

「えええぇえぇぇぇぇぇっ!?」

「嫌いやなの？」

「べっ、別に嫌って訳じゃぁ………ただ、出来れば起きてる時がぁ………寝てる時は勿体ないっていうかぁ………」

「だってさ」

「駄だ目めに決まってるだろ。そんな事より、ゆりか、早苗、そろそろ勉強を始めるぞ」

　孝太郎はここで話題を変える。風向きが悪いので今の話題を続けたくなかったのは確かなのだが、実は丁度目の前にいる二人には差さし迫せまった問題があった。

「ええぇえぇぇっ!?　こないだテスト勉強やったばっかりじゃないですかぁっ!?」

「そうだそうだ！　あの時沢山おべんきょーしたじゃない！」

　フォルサリアが課した学力試験を無事に潜くぐり抜ぬけたばかりなので、ゆりかも早苗もこれ以上の勉強はしたくなかった。これ以上詰め込むと、自分の脳みそがパンクすると感じていたのだ。

「もうすぐ期末テストだ。本当に落第するかどうかはこれで決まる。この間の試験は予選でしかないんだぞ？」

　三月の中ちゆう旬じゆんには期末テストが待っている。このテストで落第すれば先日のテストでの頑張りも水の泡あわ、留年が確定する。利害を共有していたフォルサリアが課すテストではないので、議論の余地は殆ほとんどなく、厳しさで言えばこちらの方が上になるだろう。早苗とゆりかの危機はここからが本番だった。

「でもでもぉ、どうして私達だけ勉強させられるんですかぁっ!?　みんなはぁ、やらないでいいんですかぁっ!?」

「お前達だけ点が死ぬほど低いからだ」

「あたしは合格点だったもん！」

「ギリギリな」

　先日のテストの結果は一応全員合格だったものの、早苗はギリギリの合格、ゆりかに至っては出題ミスの影えい響きようとティアの嘆たん願がんを考こう慮りよした上でのオマケ合格だった。このまま放置しておくと二人が期末テストで大変な事になるのは目に見えている。ここで油断せずに勉強をさせて、無事に進級させようというのが孝太郎の考えだった。

「お前ら本当に進級できなかったらどうするんだ？」

「大だい丈じよう夫ぶですぅ、そんな事にはぁ―――」

「そうそう、そんな事よりコウ、この写真を見てくれ」

　だが結論が出る前に、お馴な染じみの声が話に割り込んで来て勉強の話は一いつ旦たん打ち切りになってしまった。聞き間違う筈もないその声の持ち主は賢けん治じだ。かつての賢治はころな荘まで孝太郎を迎えに来ていたのだが、時間の経過と共に孝太郎の通学のペースが分かって来て、路上で合流するのが常となった。双そう方ほうの待ち時間が最小限になるので、孝太郎も賢治もこのやり方を気に入っていた。

「早いなマッケンジー」

「挨あい拶さつなんてどうでも良いからこれを見てくれって！」

　賢治は何故か興奮気味で、やってくるなり孝太郎の眼前に自分のスマホを差し出す。そこにはある人物の写真が大きく表示されていた。

「キンちゃんか。おっ、ウチの制服！　そうか、今年入学だったもんな」

「そうなんだよ、スゲー可愛いだろう!?　思わず写真撮とっちまったよ」

　写真は賢治の妹、マッキンリーこと松まつ平だいら琴こと理りのものだった。琴理は内気な性格で、いつも兄さん兄さんと賢治の後をついて回っていた。賢治の方もそんな妹を大切にしており、彼かの女じよの事になると今のように性格が変わる。いつものクールな雰ふん囲い気きがなくなり、兄馬ば鹿かと言って良いような状態になってしまう。おかげで彼女にかかわる話題の時は、孝太郎との立ち位置が入いれ替かわる、奇き妙みような構図になるのだった。

「でもどうしたんだこの制服。合格したばっかりなんだから制服なんてないだろ」

　吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうの学力入試は二月中に行われる。その合格発表は二月末日なので、琴理はつい先日合格が分かったばかり。当然制服などまだ無い筈で、にもかかわらず琴理が制服を着ているので、孝太郎はそこが不思議だった。

「ああ、これは昨日試着させた時のだ。演劇部の先せん輩ぱいに制服を借りてサイズの具合を見たんだ。可愛い妹の船出だ、ジャストサイズを選びたいだろうっ!?」

「………お前、馬鹿だろう？」
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「失礼な事を言うな！　妹を大切にして何が悪い！」

　どうやら不思議なのは賢治の頭の中身らしい―――それを理解した孝太郎は思わず苦く笑しようする。確かに孝太郎も琴理はいい子だと思うのだが、賢治の様子はいささか行き過ぎに思えた。

「悪いなんて言ってないだろ。やり過ぎだと思ってるだけだ」

「可愛いんだから仕方ないだろう？」

「ああ。この感じなら男共が放っておかないだろうな」

「そこが心配なんだよ～、コウ～～～。あいつちゃんと嫌ですって断れるかなぁ」

　賢治は心底心配そうな様子で頭を抱かかえる。賢治はいつも冷静な視点の持ち主だが、やはり妹の琴理の事に関しては冷静ではいられなかった。女性との付き合いが豊富であるからこそ、自分の妹が内気過ぎて正直過ぎて心配になってしまうのだった。

「大丈夫だろ。キンちゃんはもう高校生だぞ？」

「だってさぁ～～～こぉんなに可愛いんだぞ～～～押おしが弱いしさ～～～」

「考え過ぎだって」

「でも高校入学した途と端たんに悪い男に引ひっ掛かって、琴理の雰囲気が変わったりしたら立ち直れんぞ！」

「………いい感じに気持ち悪いな、マッケンジー」

「今日は冷たいな、コウ」

「今日はお前が変なんだよ」

　孝太郎はしがみ付かんばかりの勢いの賢治を押し返す。するとその隙間に陽光を浴びて美しく輝かがやく金きん髪ぱつが割り込んだ。

「どれどれ………おほっ、確か前に見た顔じゃな」

「殿下、昨年の初はつ詣もうでの時に」

「そうじゃったそうじゃった！　あの時の細っこい娘むすめじゃ！　息災で何より！」

　最初はティア、続いてルース。他の少女達も賢治の妹の制服姿には興味があるようで、孝太郎を囲むようにして集まって来た。

「見て見て藍あい華かさん、前に会った時はまだ子供っぽさがあったけど、急激に女の子っぽくなってるわよ」

「………里見君はこういう雰囲気の子が好きなんでしょうか？」

「そんな事はない。孝太郎は外見や雰囲気だけで決められるほど単純ではない」

「ふふふ………キリハさんの言う通りですよ。だいたい、私達はそれで苦労しているんじゃありませんか」

　彼かの女じよ達たちは孝太郎の手からスマートフォンを奪い取ると、琴理の姿を見ながらああでもないこうでもないとしきりに意見を交かわす。そうやって琴理を評価しながら、良い部分は取り入れようという向上心が垣かい間ま見みえる。やはり少女達も年とし頃ごろの女の子だった。

「コウ、琴理もああいう友達同士の輪の中に入っていけるかなぁ～～～」

「大丈夫だろ。キンちゃんも伊達だてに十数年間女の子やってないぞ」

「でも俺やコウ以外にちゃんと話してるの見た事ないんだよ」

「これまでがそうだからってこれからもそうだって事にはならんだろう。信じて様子を見てみたらどうだ？」

「駄目だったら責任取れよコウ、絶対だぞ!?」

「分かった分かった、まったくもう………」

　孝太郎は苦笑気味に肩を竦すくめる。妹の事になるとちょっと困った事になる賢治だが、孝太郎にはあまり強く言えない事情がある。こういう情が深い部分が隠れているからこそ、賢治は孝太郎が荒あれていた時でも見捨てずに友達でいてくれたのだ。だから孝太郎は賢治のそういう部分を絶対に否定しない。相変わらず困った奴やつだ、その程度だった。

「これマッケンジーや、妹御の写真はもっとないのか？」

「見たいですかティアミリスさん!?」

「うむ、見せよ！」

「見ろコウ！　あれが正しい反応だ！」

　賢治は嬉々としてティア達の方へ走っていく。しばらく前までの孝太郎なら、そのまま賢治やティア達を見守っていただろう。だがこの日の―――より正確には最近の―――孝太郎は少し違った。その場で十秒ほど考え込んだ後、賢治達たちに近付いていった。

「………」

　それに気付いた晴海と孝太郎の目が合う。だが晴海は目を細めて微笑むだけで何も言わなかった。そして彼女は孝太郎の為に数歩下がり、場所を空ける。孝太郎は自然とそこへ向かいかけたのだが、途と中ちゆうで足を止めた。そして再び何事かを考え込む。

「………」

「………！」

　結論に達した孝太郎は晴海の手を取った。そして目を丸くして驚おどろいている晴海の手を引いて、賢治達の大おお騒さわぎへ加わった。晴海はやはり何事かを考えてから、心底嬉うれしそうに微笑む。今の彼女には何も言う必要はなかった。

「………何やら楽しそうですわね、わたくし抜きで………」

　だからこの言葉を呟つぶやいたのは晴海ではなく、無人機を介かいして一行の様子を眺ながめていたクランだった。クランはたまたま孝太郎と晴海の無言のやりとりを見ていた。そして見ていたから思った。

「………やはり、わたくしも来月から吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうに通う事に致しましょう。それが良いですわ、政治的な意味で。ティアミリスさんとわたくしが揃そろっていた方が、色々と都合が良い筈ですもの。政治的に………」

　理由は明らかであるが、それを素直に認められないのがクランという人間でもある。損をしているようにも見えるが、実のところそういうクランも求められている。誰だれも損をしていないので、それで何も問題はなかった。
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　真ま希きの料理の技術は平均点を幾いくらか上回る程度のものだ。彼女は元々軍事組織に所属していたので、サバイバル技術の一部として料理の基本を習得している。また師し匠しようである真ま耶やの世話や任務で民間人のふりをする事もあり、自然とそれなりの技術が身に着いていた。しかし自発的に料理をしてみたいと思ったのは吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうへやって来てからの事だ。それはつまり友達と呼べる人間が現れてからの事だった。

「みなさん、今日はマキさんがお弁当を作られましたので、学食などには行かないようにして下さい」

「ほほう、マキが弁当とな。興味がある」

「ゆりかゆりか、タダでご飯が食べられるってさ」

「本当ですかぁ!?　真希ちゃんありがとうございますぅ!!」

　この日の真希は弁当作りに挑戦した。十人分となると大変だが、昨夜のうちに下ごしらえを済ませ、今朝は早起きして臨のぞんだ。技術的にはまだまだではあるが、真面目な真希はレシピ本に忠実に作る。多少独自色もあるが理に適かなった範はん囲いに収まっており、妙な創そう意い工く夫ふうを発揮する早さ苗なえやゆりかとは違って、味の心配はなかった。

『なるほど、今朝届いた包みはこれでしたのね』

　弁当はクランにも届けられている。その辺りも真面目な真希の性格がよく表れていた。ちなみに昼休みになるとクランはしばしば通信機を介して声だけでお喋りに参加する。昼休みはクラスの出入りが激しく知らない人間の声がする事も多いので、少女達の声が一つ増えている事に気付く者はいなかった。

「お口に合えば良いんですけれど………」

「それより逃げようとしている里さと見み孝こう太た郎ろうを捕まえた方が良いと思うのだが」

　少女達の視線が一いつ斉せいに教室の出口へ向く。そこには忍しのび足あしで教室からの脱出を図はかる孝太郎の姿があった。もちろん見み逃のがしては貰えなかった。

「もー里見君っ、いい加減に諦あきらめたらどうなのっ!?」

「そうは言ってもですね、大家さんっ！　食後か放課後に俺はボコボコにされます！」

　孝太郎が逃げようとしたのは男子生徒達からの制裁を避さける為だった。バラエティに富んだ少女達が集まっていればよく目立つ。そこに孝太郎が混じって弁当を食べていれば更に目立つだろう。ただでさえ非モテ系同盟に裏切者として追われる身なのに、教室でそんな状態を見せ付ければ学校中の男達の反感を買う。孝太郎はそれを避けたかったのだ。

「されなきゃ良いじゃない。簡単でしょう？」

　静しず香かの指し摘てきは辛しん辣らつだ。実のところ、孝太郎は本気を出せば一方的に勝利する。戦せん闘とう訓練を受けていない高校生が何人で襲おそい掛かろうと、多くの力で守られた孝太郎を倒たおす事は出来ないのだった。

「そんな事をしたら、ここでの生活がおかしな事になります！」

　静香の言葉はもっともなのだが、孝太郎にはそうしたくない事情があった。孝太郎は高校の敷しき地ちにいる間は特別な力を使わない事にしている。強ごう盗とうでも入ったなら話は別だが、特別な力を使って生活すると高校に通う意味がなくなる。高校ではあくまで自分の力だけで物事を解決して、自分を成長させたいという考えなのだ。また友達と同等の存在でいたいという思いもある。だからこの場合も力を使って解決したくはなかったのだ。

「じゃあそれを堂々と藍あい華かさんに言って」

「………ごめんなさい里見君。里見君の都合も考えないで………」

　孝太郎の言葉を待たず、真希は詫わびの言葉を口にした。心を操あやつる力に長たけた真希だから孝太郎の気持ちはきちんと理解出来ている。そして自分が余計な事をしたのだと感じた真希はいち早く詫びの言葉を口にして頭を下げ、申し訳なさそうに孝太郎を見上げた。

「ホラ、里見君何か言わないと」

　静香は肘ひじで突つつきながら孝太郎を急せかす。こういう時の静香は本当に厳しい。

「ウッ」

　だが正しい筈の理り屈くつは孝太郎の口からは出て来てくれない。心細げに、申し訳なさそうに見上げてくる真希に、その理屈をぶつける勇気は孝太郎にはなかった。

「………藍華さん、こんなとこに突っ立たってないで、弁当食おう」

「あっ………」

　孝太郎の答えに、真希の顔が綻ほころぶ。それを見た孝太郎はホッと胸を撫なで下おろした。孝太郎は殴られるのは嫌だったが、真希にあんな顔をさせておくのはもっと嫌だった。それぐらいならダッシュで逃げ切きる可能性に賭けた方がよっぽどマシだろう。

「俺は沢山食べるけど、量は大だい丈じよう夫ぶかい？」

「はいっ、里見君の分は沢山入れてあります！」

「そうそう、それで良いのよ里見君。心配しないで、私がちゃんと守ってあげるから」

「………カッコ悪いからいいです」

「よく言った孝太郎！　それでこそ侍さむらいっ、日本男児！」

　こうして孝太郎は少女達と昼食を共にする事になった。今は周囲の反感を買うかもしれないが、繰り返せばいずれ日常の風景となる。結果的に見て、これもまた埋うめられた外そと堀ぼりの一つと言えるのかもしれない。










　真希が作った弁当は、それほど凝こったものではない。内容を弁当に絞しぼった料理本に載のっているメニューの中から、作る手順が想像し易やすいものを選んだ。ごはんと唐から揚あげ、ポテトサラダ。バターで炒いためたコーンと、ケチャップで味を付けたスパゲティを少々。おまけで小こ袋ぶくろに入ったふりかけが付属している。また食べる人間が九人なので、好みが分かれにくいメニューにしたかったという事情もある。真希の都合と、食べる側の気持ちに配はい慮りよした弁当なのだった。

「おっ、孝太郎の分だけ肉々しい。ズルイ！」

「愛じゃの、愛」

「おやかたさまのリサーチは完かん璧ぺきですね、マキさん」

「………あの、ありがとう、ございます」

　だがやはり例外はある。孝太郎の弁当箱は他の少女達のものよりも一回り大きく、その分だけ追加のメニューが入っていた。単純に唐揚げとごはんを増量し、先日の夕食で出た餃子ぎようざの残りを揚あげた物と、少量余っていた豚ぶた肉にくを生しよう姜が焼きにして追加。より男の子が喜びそうな方向に上手うまく調整されていた。

「あたしにもちょーだい」

「どれを？」

「増えたの全部」

「全部持ってく気か!?」

「全部をちょっとずつだよ。唐揚げあげるからさ」

「ならいいか」

「私もお願いしますぅ！」

　しばらくおかずが行ったり来たりした後、一同はお行ぎよう儀ぎよく食事を開始した。

『いただきまーす！』

　やはり一いつ緒しよに暮らす時間が長いせいか、当初は行儀が悪かったメンバーもいつの間にかそれなりの行儀を身に着けていた。早苗の箸はしの持ち方が矯きよう正せいされたのが一番顕けん著ちよな変化と言えるだろう。幽ゆう霊れいだった事もあり、かつての早苗の持ち方は酷ひどかったのだ。

「真希さん、唐揚げ美味おいしく出来ていますよ」

「桜さくら庭ば先輩の御ご指し導どうのおかげです。ありがとうございます」

「ポテトサラダはこう、あとをひく味じゃのう。実に美味うまい」

「マキさん、隠かくし味あじに鶏とりがらスープを使いましたね？」

「はい、その通りです。冷たくなると味が薄うすくなるだろうと思って、少しだけ鶏がらスープを足してみました」

　幸いな事に、真希の弁当の評価は高かった。手て堅がたいメニューを選んでいながらも、随ずい所しよに食べる側の都合を考えた工く夫ふうがある。高校生の女の子の手作り弁当としては十分な出で来き栄ばえだった。

「ホラ里見君、無む駄だな抵抗をしていないで、何か言ってあげないと」

「無駄な抵抗というか、この場所でなければ既すでに言っているんですが」

「大変ね、男の子って」

「勘かん弁べんして下さいよ大家さん」

　やはり女の子八人と一緒に弁当を食べていると、孝太郎の姿はやたらと目立つ。おかげで先さき程ほどから孝太郎には好こう奇きと殺意の視線が繰くり返かえし突き刺ささっている。これで楽しそうに弁当を食べて笑え顔がおで真希に美味しいなどと言えば、その時点で戦争が始まる事は想像に難かたくなかった。

　―――とはいえ、何も言わない訳にも………そうか！　頼たのむ、サグラティン！

　孝太郎は胸の中で自分の剣けんに呼びかけた。ナルファラウレーンは先日の戦いが終わった時点で分ぶん離りして元の二本の剣に戻もどった。持ち歩く訳にもいかないので、二本の剣はクランのところにある。剣までそれなりに距きよ離りはあるが守護の力は働いており、ごく弱い力ならこの状態でも行使できる。そこで孝太郎はサグラティンに呼よび掛かけ、その力を少しばかり活性化させた。すると真希の額に薄うっすらと藍あい色いろの剣の紋章が浮うかび上あがった。

『里見君？　どうしたんですか？』

『藍華さん、弁当美味いよ。ありがとう』

　孝太郎はサグラティンを経由して真希に弁当の感想を伝えた。サグラティンは孝太郎との霊れい的てきな結び付きが強い。だから味の感想のようなアナログ的な感覚はシグナルティン経由よりも正確に伝わる。おかげで言葉だけでなく、感覚的にも味の感想が真希の方まで伝わっていた。そしてその明確な繋がりが、真希の気持ちを上向かせる。いつもならこの辺りで満足してしまう彼女だが、この時はその先を求めた。

『あの、どれが美味しいですか？』

『一番は唐揚げかな？　肉が柔やわらかいし、匂においが―――油が違ちがうのか？』

『いえ、油は一緒なんですが、下味をつける段階でごま油を使っています』

『これはその匂いか………あとは生姜焼きも良いな。俺の好みの濃こい目の味付けになってた』

『ふふふ、そう言ってくれるといいなって、期待してました』

『成功だな』

『はいっ！』

　明確な繋がりと、それが伝えてくれる肯こう定てい的てきな意思。それらが真希に自信をくれる。そのおかげか、今の元気で明るい真希の様子は出会ったばかりの頃ころの彼女の事を孝太郎に思い起こさせた。そしていずれ、こういう真希になってくれればと思った。

「ふぅ～～ん」

「へぇ～～～」

「ほぉ～～～」

　問題はただ一つ。内容までは分からないものの、孝太郎が剣と紋章を経由して真希とお喋しやべりをしている事、そして真希がとても嬉しそうである事が、周囲の少女達に筒つつ抜ぬけであるという点だろう。少女達はそれを我わが事のように喜び、そっと見守っている。見守っているのだが、多分終わった後には大騒ぎになるのは間違いなさそうだった。










　弁当を食べ終わると、一同はそのままお茶会へ移行した。お茶とお菓か子しはルースが何処どこからともなく取り出だした。宇宙船から取り寄せたのだろう。今は問題ないが、近いうちにその手の行こう為いは止めさせないとまずいかもしれない―――孝太郎は頭のこぶをさすりながらそんな事を考えていた。

「里見さんっ、明日は私が作りますよぅ！」

　目をキラキラと輝かせているゆりかの言葉で、孝太郎の考え事は中断された。真希の弁当が思った以上に高評価だった事で、少女達の話題はローテーションを組んで弁当を作る方向に進んでいた。

「やめとけって、お前、料理は出来ないじゃないか」

「静香さんに教えて貰もらったからぁ、とんかつだけは作れますぅ！」

「とんかつは成功率そこそこだったろ。失敗作処理で、また太るぞ」

「食い意地張ってるしぃ、燃費も悪いからぁ、多分大丈夫ですぅ！」
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　そんなやる気を出しているゆりかに対して、孝太郎は更に否定的な言葉を投げかけようとしていた。そして実際、頭の中には既に『自慢する事か、ソレ』という言葉が思い浮かんでいた。

　―――しかし………んー………。

　だが結局孝太郎はその言葉を飲み込んだ。そして何度か頭を掻かいてから、代わりに別の言葉を口にした。

「そこまで言うならやってみろ。失敗作処理もちょっとなら手伝ってやる。多少焦こげてもカツ丼どんとかにすれば幾らか食いやすくなるだろうしな」

「さと、み、さん？」

　孝太郎の意外な言葉に、ゆりかは目を丸くして驚いていた。ゆりかは孝太郎の気持ちを動かすにはもう少しごねる必要があると思っていたのだ。

「どうした、妙な顔して」

「い、いえっ、なんでもないですぅ！　期待してて下さいねぇっ！」

　だが孝太郎がやってみろと言ってくれたのは、意外ではあっても嬉しい事だった。ゆりかはすぐに笑顔に戻ると、静香やルースに弁当向けのとんかつの技術や、その付け合わせについての助言を求め始めた。ゆりかは孝太郎と話す前よりも、明らかにやる気が出ている様子だった。

「………良い所があるではないか。どういう風の吹ふき回まわしだ、里見孝太郎？」

　孝太郎とゆりかのやりとりを間近で見ていたキリハが笑う。キリハもゆりかと同じで少なからず驚いていた。しかしやはり良い事なので、優やさしげに目を細めて微笑んでいた。

「なんと言えばいいのか………あー、良く分からん。分からんが、あいつが頑がん張ばるならやらせた方が良いかなって思ったんだ」

「なあ孝太郎、何故なぜゆりかが不器用なのか、考えた事はあるか？」

「さあ………そういう性格なんだろうぐらいにしか」

「我はずっと不思議だった。不器用なのだとしたら、本当なら重要な局面でも沢山失敗が起こる筈だ。だが我はこれまで、ゆりかが重要な局面で失敗したのを見た事がない」

「それは………俺もない」

　敵と戦いになったり、孝太郎達が危ない局面に陥おちいったり。不思議な事に、そうした状況ではゆりかは全くと言って良い程ほど失敗しなかった。改めて考えてみれば、確かにおかしな話だ。だからキリハはこう結論した。

「つまり、ゆりかは不器用なのではない。ただ気持ちを一点に集中させるのが苦手なだけなのだ。そして思い出して欲ほしい。ゆりかは今やる気になっている。汝なんじが肯こう定ていしてやったから、これまでにないくらいにな」

「何が言いたい？」

「何も。ただ、楽しみに待ってやって欲しいというだけだ」

「………ああ」

　今のやる気になったゆりかなら、きっとちゃんとした弁当を作るだろう。もちろん経験が不足している事実は動かないから、キリハやルースには及およばない。それでも人並みには作って来るに違いない。キリハはそう考えていた。そして今は孝太郎もそうだった。

「キリハさんはさ」

「うん？」

「もっと自分の幸せを追求しても、罰は当たらないんじゃないか？」

　キリハのゆりかに関する指摘は正しいと思えた。そしてだからこそ孝太郎は、キリハ自身が他人の心配に終始している事が心配になっていた。

「している」

「えっ？」

「我の幸せは他人を押し退のけては得られない。記き憶おく力りよくが良いというのは、これで何かと面めん倒どうでな」

　恐おそらくキリハなら、自分が有利になるように生きていくのは簡単だろう。しかし彼女の場合、その優すぐれた頭脳が足あし枷かせとなる。他人の悲しみ、痛み、後こう悔かいといったものを正確に感じ取り、しかもいつまでも記憶する。それが彼女の心の重荷となってしまうのだった。

　―――そういや、フォルトーゼで戦ってた時もそうだったっけ………。

　孝太郎はこの時、少し前の出来事を思い出していた。それはキリハが戦いの作戦を立てていた時の事。自分が立てた作戦でどれだけの命が失われるのかが正確に分かる彼女だから、その度に心に大きなダメージを負っていたのだ。

「心優しい天才か………それじゃあキリハさんは損をしてばかりだな」

「いや、損はしていない」

「えっ？」

「我が愛してやまない人は、それを知って放っておけるほど器の大きい人物ではない」

「小物なのか、そいつは」

「うむ。だから支え合える」

「………大変だな、そいつは」

「ふふふふ………」

　孝太郎にはキリハが言わんとしている事が重々分かっている。分かっているが、面と向かって認めるのは照てれ臭くさかったので、知らない振ふりをした。だがキリハも分かっている。分かっているから、ただ幸せそうに微笑むのだった。

「あの人が添そい寝ねのひとつもしてくれれば良いのだが………」

「高校生だぞっ!?　まだそういう付き合いは早いんじゃないかっ!?」

「おや？　汝とは関係ない話の筈だが」

「ぐふっ」

「ふふふっ」

　そして、そうやって孝太郎がキリハにやり込められていた時の事だった。

「孝太郎もそろそろ降参すれば―――って、あれ？」

　二人を眺めていた早苗が、教室全体を覆おおう奇妙な空気に気付いた。少し前まで孝太郎に向けられていた敵意とは違う。それは方向性が定まらない、混乱した感情だった。驚き、困こん惑わく、好こう奇き心しん、興奮、疑問、他にも様々。プラスとマイナス、双方の感情が入り乱れて教室全体を包つつみ込んでいた。

「孝太郎孝太郎、なんだろう、これ？」

「ん？　こいつは―――」

　孝太郎も早苗に言われて教室の空気のおかしさに気付いた。孝太郎は視線を巡めぐらせてその理由を知ろうとしたのだが、それよりもずっと早くそれは起こった。

「テレビ点つけろ、テレビ！　大変な事になってるぞ！」

　学食へ行っていた賢けん治じが、大おお慌あわてで教室へ飛び込んで来た。そして賢治は血相を変えてテレビを点けるように叫さけぶ。すると教室中の人間の意識がテレビへと向かった。その勢いに押されるようにして、テレビの近くにいた生徒がスイッチを入れた。

『………臨時ニュースをお伝えします。先程政府が緊きん急きゆう会見を行い、別の銀河に存在している国家、神聖フォルトーゼ銀河皇国の外交使節団が、我が国くにとの国交を求めて訪日した事が発表されました。繰り返します―――』

　異星人・フォルトーゼ星人の来訪。その一報は大き過ぎる衝しよう撃げきと話題性で瞬またたく間まに世界を駆かけ巡り、地球全体を大混乱に陥おとしいれた。

「フォルトーゼっておいぃっ!?」

「てへっ♪」

「てへっ、じゃなぁぁぁあぁぁぁぁぁいっ!!」

　そしてもちろん、孝太郎達たちも別の意味で大騒ぎだった。










　日本政府の公式発表によると、神聖フォルトーゼ銀河皇国は一千万光年の彼方かなたにある帝てい政せいを敷しく銀河規模の巨きよ大だい国家であり、新たに発見した地球に平和的で文化的な交流を求めて来訪したという。

　フォルトーゼは国交を持つ相手を日本のみに限定し、また交流も文化的・人的なものに限定。それらの状じよう況きようを見ながら徐じよ々じよに範囲を広げていくという方針だという。これは異なる文明が接せつ触しよくする時に起こる悲劇を避ける為ためだった。地球とフォルトーゼ双方の歴史においてそうした悲劇が散見されるので、細心の注意を払はらって交流を持つという事で双方の意見が一致していた。

　最初の交こう渉しよう相手に日本を選んだ理由は単純で、経済規模が比ひ較かく的てき大きい国家の中では、最も治安が良いからという理由だった。人が行き来するのだから、自国民が安全に暮らせる国を選ぶのはフォルトーゼの国家としての義務だろう。この事は交流を持ちたいというフォルトーゼ側の言葉に強い説得力を与あたえていた。

　これは逆に言うと、危ない国とは話をしませんという意味でもある。フォルトーゼと日本の交流が上手く進んだ場合、国交を持つ国を増やしていく可能性は残されている。だからその時に備えて、各国は積極的に自国の治安維い持じや戦争の回かい避ひに力を入れる事になるだろう。結果的に地球は極きわめて打算的な理由から、少し平和になるのではないか、という予測が出始めていた。










　第一報となった緊急会見は、おおよそこのような内容になっていた。だがもちろんこれは表向きの発表だ。その裏にはフォルトーゼ側の思おも惑わくが隠されている。その詳くわしい中身を聞く為に、孝太郎はティアとルースから事情を聞いていた。

「………基本的に前に言うた通りじゃ。単にその時がやって来たのじゃ」

「事前に組んだこちらのタイムスケジュール通りに進行しております」

　フォルトーゼの目的は大きく二つある。一つ目は国家としての義務で、元々自国民であったフォルサリア魔ま法ほう王国と大地の民を、合法的にフォルトーゼへ移住できるように道筋を整える事だった。二つ目は重大なのだがあくまで努力目標で、青騎き士し―――孝太郎を説得してフォルトーゼへ連れ帰る事だった。

　そして一つ目の目的を達する為の手段として、フォルトーゼは日本と国交を持つ事にした。大地の民とフォルサリア魔法王国は双方共に、日本の経済や社会の構造に依い存そんする形で存在している。どちらへ行くにしても日本を経由する必要があり、国交を結ばないままそこから大量に人間を連れ出すとなると、それが日本の戸こ籍せきを持っていない人間であっても日本の法律を破りまくる事になる。それは成熟した国家のやる事ではない。国交を結ぶ事は、あくまで正式に胸を張って連れ帰る為に必要な手続きなのだった。

　それに比べると二つ目の目標、青騎士を連れ帰る事はかなりふんわりとした曖あい昧まいな目標と言える。青騎士は元々皇家の介かい入にゆうを受けない特権を持っているので、ティア達であってもお願いが限度。準備を整えつつ、孝太郎の気持ちが変わるのを気長に待つしかないのが現状だった。だがもちろんティア達はただ無策に待つつもりはない。孝太郎に嫌きらわれない手段であれば、あらゆる手段を用いて孝太郎に首を縦に振らせるつもりでいた。

「それにしたって、もうちょっとやり方があるだろ」

「わたくしはこれでもかなりの軟なん着ちやく陸りくだと自負しておりますが」

「そうじゃそうじゃ」

「俺おれにもスケジュールくらい教えとけよ。びっくりしたぞ」

「いやじゃもーん！　そなたは教えてくれなかったもーん！」

「もーん、ってお前なあ………」

　ちなみに今回、孝太郎にスケジュールを教えなかったのは単なるティア達の仕返しだった。孝太郎はフォルトーゼから勝手に帰ってしまったので、ティア達の側も最初は勝手にやって孝太郎を驚かせようと考えていたのだ。

「反省しとるか？」

「悪かったよ」

「もう勝手にいなくなったりせんか？」

「しないしない。っていうか、ちゃんと伝えようとしたろう。不十分だったり、伝わったのが帰った後だったりはしたけど」

「んー、それもそうか。よし、許す。この先はそなたも仲間に入れてやろう」

「はっ、ありがたき幸せ」

　だが孝太郎を思い切り驚かせた事で、ティア達の気は済んでいた。そもそも孝太郎が好きだから怒おこったのだし、追って来ている訳なので、本当の意味で意地悪をしたい訳ではない。この辺りが潮時で、またこの先は孝太郎の協力も必要だった。

「それで、これからはどうするんだ？」

「それなんじゃがのう」

　これまでは楽しそうにしていたティアの表情が一気に真ま面じ目めなものに変わる。これまでも何度か見た、彼かの女じよが重要な局面で見せる皇女の顔だった。

「人を行き来させつつ、文化的な交流をする。そなたには実感があると思うが、我らが得体の知れない宇宙人に見えているうちは何をやっても理解は出来まい」

「そうだな。最初はどうしてもそういう風に感じてしまうだろう」

「わらわとそなたのように、殴なぐり合って一気に理解し合うというようなミラクルは期待できんしのう」

「時間をかけて雪解けを待つか………お前の一番苦手な展開だな？」

「そうじゃ。わらわは何もせずに待っているのが一番苦痛じゃ！」

「しかし幸か不幸か、わたくし達には何もせずにじっとしている暇ひまはありません。問題は山積みです。お二人共あちらをご覧下さい。早さつ速そくその第一弾だんがやって来たようです」

　ルースの言葉が終わるのと同時に、教室にある人物が飛び込んで来た。その人物とは吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうで国語教師を務める深山礼菜だった。

「ここにいたんですね、里見さん！」

　礼菜は孝太郎達の姿を見付けると、何時いつになく真しん剣けんな表情で走って来る。

「何かあったんですね？」

　普ふ段だんは教師として生活している礼菜が、孝太郎を『里見君』ではなく『里見さん』と呼び、血相を変えて走って来る。それは特別な何かが起こった証しよう拠こ。彼女の様子にはルースでなくてもはっきりと分かる違いがあった。

「はいっ！　里見さんとキリハさんにお客様がおいでになっています。すぐに進路指導室へおいでになって下さい！」

「分かりました。行くぞ、キリハさん！」

「うむ」

「わらわとルースも参るぞ！　どうせ関係のない話ではなかろう！」

「そうだな、頼む！」

　孝太郎は返事もそこそこに教室の出口へ向かう。そろそろ昼休みも終わる時間だが、教師の礼菜が呼びに来たので問題はないだろう。

「………戻ってきたらぁ、ゆっくりできると思っていたんですけどぉ………」

　ゆりかが残念そうに肩かたを落とした。教室を飛び出していった時の孝太郎達の顔は、ゆりかが大好きなものとは違っていた。地球とフォルトーゼが辿たどる未来は、ここから先の孝太郎達の行動によって大きく変わっていく。ヴァンダリオンとの戦いに比べれば差さし迫せまった危険こそないものの、ここでの判断ミスはあの時以上の危機を招きかねない。それが分かっているから、孝太郎達の顔は戦いの時のそれに近いものとなっていた。

「とはいってもフォルサリアと大地の民の事を放っておく訳にもいかないし………のんびりするのはしばらく先の事かしら」

　静香はそう言うとクッキーを口に運ぶ。少し前まで最高に美味おいしかったそのクッキーも今は何処か味気ないものとなっていた。それだけではない。お茶も、空気も、周りにある風景も。そしてその感覚は残された少女達の誰もが感じている事だった。

「それとも、これが私達の普ふ通つうになっていくんでしょうか………」

　晴海はるみがそう呟くと、少女達の視線が彼女に集中した。日常の非日常化。考えたくはないが、その可能性も十分にあった。日本の世論はもちろん、フォルサリアや大地の民の中でさえ意見の統一が出来ていないのだから、問題が長期化する可能性は高かった。

『………』

　そんな時の事だった。不安そうに晴海を見つめていた早苗の耳に、何者かの囁ささやき声が届いた。それは間ま違ちがいなく誰かの声であるのだが、その内容は伝わってこない。不思議な声だった。

「まただ………一体どこから………」

　早苗はきょろきょろと辺りを見回し、声の出所を探す。だがその出所は見付からない。これまでも繰り返し似たような事があったのだが、その時もやはり声の主は見付からなかった。今回も結果は同じだった。

「早苗さん、どうかしたんですか？」

　早苗の様子に気付き、真希がその顔を覗のぞき込む。その時の真希の顔が心配そうに見えたので、早苗は笑顔を作ると首を横に振った。

「ううん、何でもない。ただの空耳だと思う」

　実はこのところ、謎なぞの声が聞こえてくる頻ひん度どが増えていた。だから当初は空耳だと考えていた早苗も、これは何かの前兆ではないかと考え始めている。しかし声がする以上の情報がある訳でもなかったから、早苗は余計な心配をかけないようにと、その事を自分の小さな胸の中にしまい込んだ。










　進路指導室へ向かった孝太郎達を迎むかえたのは、意外な顔かお触ぶれだった。それはしばらく前に力を合わせて共に戦った五人の若者達だった。

「サンレンジャー！」

「お久しぶりです、男だん爵しやくさん！」

　太陽部隊サンレンジャー。彼かれらは政府が秘ひ密みつ裏りに組織した対侵しん略りやく者しや専門の即そく応おう部隊だ。かつては仕事がなく窓まど際ぎわ部署であったのだが、地底人―――大地の民の問題が持ち上がると状況は一変。最前線で激しい戦いをする事になった。孝太郎達とはその時に出会い、力を合わせて大地の民の急進派と戦った。忘れようにも忘れられない、戦友達だった。

「ん………？」

　五人と間近で向かい合った時、孝太郎は軽い違い和わ感かんを覚えた。五人の気配が、ほんの少しだけ変わっているのを感じ取ったのだ。

「………お前ら、あれから大分修しゆ羅ら場ばをくぐったみたいだな。前よりもずっと強くなってるんじゃないか？」

　それは五人の発している霊れい波はの変化だった。落ち着いた清すが々すがしい霊波を放ちつつも、周囲に対する警けい戒かいは怠おこたりない。孝太郎の経験上、こういう気配の人間とは戦いたくないのが正直なところだ。彼らは明らかに強くなっている。しかもそれが五人もいるのだ。

「分かりますか？」

　リーダーのレッドシャイン―――ケンイチの表情が綻ぶ。彼らは年下ながらも孝太郎の事をヒーローの手本として尊敬しているので、孝太郎に褒ほめて貰えた事が嬉うれしかった。

「ああ。この感じじゃもう俺より強いかもしれないぞ」

　孝太郎が強いのは、あくまで少女達のくれた力による。だから孝太郎は、一対一でお互いに特とく殊しゆな力と装備を使わずに戦った場合は、既にサンレンジャーの実力の方が上であるような気がしていた。

「ヒーローは強いかどうかではありません。男爵さんにはまだまだ及びません」

　ケンイチは胸を張って堂々とそう言い切った。他の四人も同じ気持ちであるようで、笑顔で頷うなずいた。

「お前ら………」

　孝太郎は思わず涙なみだが出そうになっていた。しかしそれを寸前のところで踏ふみ止とどまる。かつては頼たよりない印象だったサンレンジャーだが、今はその印象はない。数々の戦いを潜くぐり抜ぬけた結果、彼らは真のヒーローに相応ふさわしい風格を身に着けていた。

　―――ならば俺もしっかりしないとな！

　彼らが尊敬してくれているなら、それに応こたえられる人間でありたい。孝太郎も彼らを尊敬しているからこそ、その思いは強かった。孝太郎は気を引ひき締しめると、改めてサンレンジャー達と向かい合った。

「だが………そう言えるようになったお前らが会いに来た以上、状況は深刻だな？」

「お察しの通りです。その相談をする為にお会いしに参りました」

　戦いを通じてサンレンジャーは真のヒーローになった。彼らは共に戦った孝太郎達を守る為に、上層部への情報提供を拒こばんだ。その彼らが情報漏ろう洩えいの危険を覚かく悟ごして会いに来た以上は、そこには重大な理由がある筈はずだった。

「日本とフォルトーゼはまず平和的で文化的な交流を持ちます」

「それで間違いないんだな？」

「はい。我が国は長年の国際支し援えんで、技術力に差がある国との接触についてのノウハウを持っています。それを逆に自国に適用するのは皮肉ですが、そこで生じるリスクは十分に理解しています」

「だったらどうしてお前達が来た？」

「確実に起こると分かっているイレギュラーへの対策です」

「イレギュラー？」

「はい。実は―――」

　ケンイチは順を追ってサンレンジャーがやってきた事情の説明を始めた。

　日本とフォルトーゼは、フォルトーゼの技術が日本へ流入する事によって急激な社会変化を起こしてしまうリスクを計算に入れ、まずは人的・文化的な交流に限定した。そして両国の関係と社会の成熟を前提として、段階的に技術を流入させてショックを緩かん和わしようというのだ。

　だが逆に急激な社会変化を起こしたい勢力―――例えばテロリストなど―――は、今すぐにでもフォルトーゼの技術が欲しい。そうなると彼らは何とかしてフォルトーゼの技術を盗ぬすもうと、次々と日本へ入って来るだろう。当然、その活動の中心は宇宙外交の最前線となる吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しに集中する筈だった。

「―――それで汝らがやってきた訳か。そうした問題を防ぐ為に」

　キリハの瞳ひとみがキラリと光った。彼女の優れた頭脳は現在の状況を正確に把は握あくしている。キリハにとってサンレンジャーの目的は明らかだった。そんなキリハの言葉にケンイチは大きく頷いた。

「御ご慧けい眼がんです、ブラックローズさん。政府はフォルトーゼ関連法案の整備を急いでいますが、所属する政党を問わず反発が予想されますから、俺おれ達たちが時間を稼かせぐ必要があるんです」

「今すぐ技術が欲しい勢力や国家と繋つながりがある一部の議員達が抵てい抗こうする………そうなると法が整備されて警察等が対策に動けるようになるまでは、既に法的根こん拠きよがある汝らが頑張るしかないという事なのだな？」

　サンレンジャー達は秘密の部隊ではあるが、あくまで法律に則のつとって運用されている。彼らの役目は対侵略者に用よう途とが限定されていた。しかし今回の問題は異星人に起因する治安維持案件なので、彼らを規定する現行の法律だけで行動が可能だった。結果的に見ると、金食い虫給料泥どろ棒ぼうと言われながらも、侵略者への対策を怠らなかったのは正解だったと言えるだろう。

「はい。そこでとても言い難いのですが、男爵さん達に御ご協きよう力りよくを願えないかと。我々というか国の準備不足である事は重々承知しています。ですが………」

　サンレンジャーが孝太郎達に会いに来たのは、これが理由だった。いち早く動き出したものの、人手は幾いくらあっても足りない。そこで孝太郎達に協力を求める事にしたのだ。孝太郎達の実力はもちろん、その人格的な部分は誰だれよりもよく知っていた。

「それでも見過ごしてはいけない事はある。分かった、協力しよう」

　孝太郎は迷う事無く協力を申し出た。以前は助けて貰ったので、今度はお互たがいの為に共きよう闘とうするのは悪くない。また彼らが誇ほこり高たかき正義の戦士である事も知っている。心強い味方となってくれる筈だった。

「ありがとうございます、男爵さん！」

「やったな、ケンイチ！」

「ほら、僕ぼくが言った通りだったじゃない。男爵さんなら協力してくれるって」

　サンレンジャー達の顔が綻ほころぶ。協力してくれるだろうとは思っていたが、実際に協力して貰える事は嬉しかった。また同時に味方を得た安あん堵ども大きかった。彼らは未知の問題に孤こ立りつ無む援えんで挑いどむような状況だったから。

「我らには一言も相談なしか」

　逆に喜んでいなかったのはキリハだった。彼女は不満げな流し目で孝太郎を見る。しかし孝太郎はその視線には負けなかった。

「必要ないからな。それとも、不満なのか？」

「いや、非常に嬉しい」

　ここでキリハの表情がパッと笑顔に変わる。不発に終わったが、不満げな表情は孝太郎をからかう為の演技。キリハには最初から孝太郎の結論に文句などなかった。

「時には我が物のように扱あつかわれたいのが女というものだ。それに気持ちは同じだ。汝がそうだろうと信じてくれているようにな」

「ああ、助かる」

　孝太郎が相談しなかったのは、キリハ達も気持ちは同じだろうという確信があったからだ。そうでない場合は相談しただろう。要はキリハ達を信じていたのだ。

「よい判断じゃ！　それでこそ我が騎士！」

「わたくしはそれが何であれ、おやかたさまに従うのみです」

　ティアは口元に手を当てて上品に笑う。ルースは直立不動の姿勢で孝太郎に信しん頼らいの眼まな差ざしを送っている。二人共気持ちはキリハと同じだった。そしてそんな孝太郎達の様子を見て、ケンイチは孝太郎達を一枚岩だと改めて感じた。そこでずっと気になっていた事を訊たずねてみる事にした。

「では御協力頂けるという前提で………一つ男爵さん達にお尋たずねしたい事が」

「言ってくれ」

「そちらにおいでのデビル姫ひめさんとお付きの方は、フォルトーゼからやって来られた方なのですか？」

　それは薄うす々うす感じていた事ではあった。かつて大地の民たみの急進派との決戦の時に目にしたティアの武装は明らかに地球のそれを凌りよう駕がする戦せん闘とう能力を秘ひめていた。またそのデザインやマークは、来訪したフォルトーゼ人の乗り物等との類るい似じ性せいが認められる。だからサンレンジャー達は高い確率でそうなのではないかと考えていた。

「その通りじゃ。そこまで分かっていて、よく黙だまっていてくれたのう。礼を言うぞ、サンレンジャー」

　ティアは微笑ほほえむと大きく頷き、隠さずに真実を告げた。

「わらわはティアミリス・グレ・フォルトーゼ。神聖フォルトーゼ銀河皇国第七皇女であり、地球問題の全権を預かっておる」

　ティアがフォルトーゼ人である事は政府も知っている。だが第七皇女という身分と全権委任を受けている事までは知らない。それらはリスク回避の為に伏ふせられたままになっている。政府はティアを外交使節団の一員としか思っていない。これは孝太郎達以外の地球人では、サンレンジャーが初めて知った最高機密だった。

「やはりそうだったのですね。………我々にも全体像が見えてきました。ハヤト、賭かけはお前の勝ちだ」

「………勝ちたくはなかったんだがな」

　話を振られたブルーシャイン―――ハヤトが肩を竦すくめた。孝太郎達が一枚岩でティアがフォルトーゼ人である場合、問題は大地の民とフォルトーゼに関連している可能性が高いのではないか。それがハヤトの考えだった。しかしこの予想が当たったという事は、問題が見えている部分よりも遥はるかに複雑である事を示している。それはサンレンジャー達が苦境に立たされている事をも意味しているのだった。

「厳密には目的が幾つかあるのじゃが………大きく見ると一つにまとめる事が出来るじゃろう。大地の民のようなフォルトーゼ所縁ゆかりの者が、正式に我が国へ帰き還かんする事が出来るように道筋を作りたい」

「大地の民がフォルトーゼ所縁の者っ!?」

　ここでサンレンジャー五人の表情が変わる。地底人の霊子力技術が優れている事は分かっていたし、フォルトーゼと友好関係にある事も想像していた。だがそれがまさか同じ国の人間であったとまでは考えていなかったのだ。

「我が国にもトラブルは絶えんでのう。かつての戦乱の影えい響きようで一部の人間が地球へ流れ着いた。その者達の子孫が故郷へ帰りたいと申した時に、胸を張って帰って来れるようにしてやるのは国家の義務じゃ」

「我が国との国交を求めているのはそれが理由だったのですね。しかし今お話し頂いた内容はまだ政府の方には伝わっていないようですが」

「理由は………ブルーシャイン、そなたなら分かろう？」

「大地の民は優れた技術を持つ少数民族………現段階でその存在とフォルトーゼとの関連を知られては格好の餌え食じきだな」

　フォルトーゼの技術を求める者達は、大地の民の霊子力技術にも興味があるだろう。しかも大地の民は数が少ないので、自分達だけで身を守るのは困難だ。この場合、最も安全なのはその存在を知られない事。日本の政府が『地底人』の情報を一部握にぎっているものの、フォルトーゼとの関連を知られない限りは、雑多な怪あやしい情報の一つとして埋もれ続けるだろう。

「実は大地の民以外にも、似たような状況の者達がおる。彼らは―――」

「待って下さい、デビル姫さん！」

「む？」

「それは本当に必要な時まで、我々にも秘密にして下さい。信用して下さっている事は嬉しいのですが、その方が安全です」

　もちろんサンレンジャーには秘密を漏もらすつもりなどはない。だがどんな事にも完かん璧ぺきはない。盗とう聴ちようやハッキングはもちろん、うっかりミスも機密の漏洩にはありがちだ。だとしたらやはり知らない方が安全だった。

「………重ね重ね礼を言うぞ、サンレンジャー。家臣として召めし抱かかえたいくらいじゃ」

「光栄ですが、俺達はこの国の守護者です」

「そうであったな、忘れてくれ。ふふふ………」

　勇者を尊ぶティアだから、サンレンジャーを召し抱えたいという言葉に嘘うそはなかった。だがそれで安易にティアへ鞍くら替がえするサンレンジャーであって欲しくもない。だからティアは言うほど残念そうではなかった。そんなティアに代わって孝太郎が話をまとめた。

「俺達の当面の目標は、フォルトーゼの技術を盗もうとする者への対処、同時に大地の民の情報を探さぐろうとする者が現れないかどうかの監かん視し、といったところになるだろうな」

「後者は我々の方で対応します。技術を盗もうとする者に関しては、御協力を願う事になると思います」

「そうだな、外部の俺達がやった方が良い事は多いだろう。これからよろしく頼たのむぞ、サンレンジャー」

「こちらこそ！」

　孝太郎とケンイチが固い握あく手しゆを交かわす。幸いな事に孝太郎達とサンレンジャー達の利害は一致していた。今後の方針についても双そう方ほうの意志は一致している。この辺りはやはり、以前一いつ緒しよに戦った経験が物を言った格好だった。これでこの場での会談はおおよそ終わりだった。実務レベルでの協議は必要だが、それは双方がここでのやりとりを持ち帰って議論した後になるだろう。そんな終わりの気配を察した礼菜がキリハに声を掛かけた。

「キリハさん、この後に少し時間を頂けますか？」

「仕方ない、午後の授業は諦あきらめよう」

「助かります」

　礼菜はフォルサリアのエージェントなので、キリハに相談したい事は山ほどあった。特に今はサンレンジャーとの協調に関して話し合う必要があった。孝太郎はそれを横目で見ながら別れの言葉を口にする。
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「それじゃあ、またな、サンレンジャー」

「はい………そうだ男爵さん、最後に一つ良いですか？」

「なんだ？」

「男爵さんはどうして彼女らに協力を？　あなたはこう言っては何ですが………ごく普通の人間である筈です」

　孝太郎の背後関係を調べても、大地の民やフォルトーゼとの繋がりは見えてこない。ごく普通の人間が大地の民やフォルトーゼの為に行動しているようにしか見えないのだ。ケンイチはそれをずっと孝太郎に訊ねてみたいと思っていたのだ。

「友達を助けるのに理由は要いらないだろう？」

「友達………」

　ケンイチは目を丸くする。

「おかしいか？」

「いえ、実に素す晴ばらしいお答えです。我々もブラックローズさんやデビル姫さんは友達だと思っています」

　ケンイチは最後までキリハやティアをショーの役名で呼び続けた。ケンイチ達が出会ったのは地底人でも異星人でもない、ショーの出演者だったから。

「………じゃあな、サンレンジャー」

「はい。また後日」

　孝太郎達の行く手には多くの困難が待ち構えているだろう。しかしそこには仲間が、希望がある。だから進路指導室を後にした時の孝太郎の機き嫌げんは決して悪くはなかった。







変わり始める世界　三月四日（金）







　サンレンジャーが言っていた通り、国会ではフォルトーゼ関連法案の審しん議ぎが始まった。そしてやはり予想通り、与よ野や党とう問わず反発の声が上がった。フォルトーゼが日本のみと国交を持つという前提の法案なので、彼らはあくまで国連か最低でもＧ７以上での合議を求めて反発したのだ。彼らの本音が自分と繋がりがある組織や国家にも先進技術を寄よ越こせ、というものであるのは明白だったが、あたかも平等や正義、人道の名の下もとにそれらが必要であるかのような言い方で反発していた。

「何処どこの国でも一緒ですわね。悪事は善意を盾たてにして行う」

　クランの指し摘てきは辛しん辣らつだった。それはかつて彼女自身がそうであったからだ。かつての自分に対して厳しい視線を向けているが故に、彼女は混乱する日本の政治にも厳しい目を向けていた。

「平等と正義を標ひよう榜ぼうする者が、短い期間でこれだけスパイを入国させてくるとは………呆あきれてしまいますわ」

　クランの眼前を写真の画像が大量に流れていく。それはここ数日で入国が確かく認にんされた各国のスパイのもので、国連加盟国で一定以上の経済力を持つ国家は殆ほとんどが日本へスパイを送り込んでいた。しかもサンレンジャーが確認出来たものだけでこの数なので、実数はもっと多いだろう。それは各国が主張し、それに同調する議員達が口にする平等や正義といったものが、建前である証拠と言えるだろう。

「あんまり怖こわい顔するな、クラン」

　ぽこぽこ

「俺達地球人は、残念ながら原始人なんだ」

　孝こう太た郎ろうは苦く笑しようしながらクランの頭を何度か軽く叩たたく。認めたくはないが、かつての彼女の言葉を認めるしかない状況だった。

「貴方あなた方は原始人などではありませんわ。我わが国と同様に、少しばかり悪党が混じっているだけでしてよ」

「それと未知への恐きよう怖ふを乗のり越こえられない事だ。最初の頃ころの俺とお前みたいにな」

「ベルトリオン………？」

　飛び出だして来た意外な言葉に、クランは目を丸くして孝太郎の事を見つめた。孝太郎の言葉からはクランに対する深い思おもい遣やりが感じられた。

「だからあまり怖い顔はするな、クラン。お前が怒るのはもっと馬ば鹿かな事で良い」

「………ベルトリオン、あなたやっぱり少し変わりましたわ」

　意識が孝太郎に向いたからだろう。クランの表情が幾らか緩ゆるむ。それから彼女はゆっくりと微笑んだ。

「俺だってＴＰＯは弁わきまえるさ」

　微笑むクランが眩まぶしくて、孝太郎は視線を天てん井じように逃にがす。そして居い心地ごこちが悪そうにカリカリと頭を掻かいた。

「それは以前もそうでしたわ。今は―――」

　ぽこっ

「―――ＴＰＯを弁えたって事にしておいてくれないか」

「………。まっ、いいですわ。ふふふふっ」

「お前も変わったよ、クラン」

「わたくしにも、貴方の可愛かわいいお願いを聞いてさしあげるくらいの器量は身に着きましたわ。色々ありましたもの」
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「そうだな。本当にそうだ」

　頷いた孝太郎は、スパイの顔が並んだ映像をじっと見つめる。クランも自然とそれに従った。これまでの多くの出来事が二人を成長させていた。そして恐おそらく、この先にも多くの出来事が待ち構えているだろう。サンレンジャーが届けてくれたこのスパイ情報は、その幕開けを告げるものだった。










　当初は反発も少なくなかったフォルトーゼ関連法案の審議だが、時間が経たつにつれてその声からは勢いが失われていった。その理由は大きく二つあった。

　一つ目は日本とだけ国交を持つという条件を持ち出したのが、フォルトーゼ側であったという事だった。それが難しい場合は時じ期き尚しよう早そうと判断し、彼らは国交を持つのを諦めて帰ってしまうという。そうなっては誰もが損をするだろう。

　二つ目は国民の声だった。宇宙を超こえてやってきてくれたフォルトーゼ人を、無意味に待たせるのは礼を失するとの声が日増しに大きくなっていたのだ。国交を持つのか持たないのか、さっさとどちらかに決めろというのが国民の総意だった。

　これらの意見が合わさった結果、反対派が審議時間を無む駄だにしている現状に、国民は怒いかりの感情を持つに至った。このまま騒さわぎ続けても解散総選挙になって惨ざん敗ぱいするのみ。反対派は世論に押おされるような形で渋しぶ々しぶ審議に応じた。結果として異例の早さで法案は採決に向かう事になったのだった。










　フォルトーゼ関連法案が参議院を通過―――そんな見出しを読んだ孝太郎は、新聞から目を上げて和室をぐるりと見回す。そして目的の人物を発見すると呼びかけた。

「キリハさん、このフォルトーゼ関連法案ってどういったものなんだ？」

「うむ、大まかに三部構成になっている。第一部で異星人を定義し、フォルトーゼを国家として受け入れる為ための基本的なルールを設定する」

「そりゃそうだよな。日本の法律は別の星にある国の存在を前提にした仕組みにはなっていないし………」

　日本の法律はあくまで日本の国土が中心であり、海外ぐらいまでは想定されていても、地球の外に関しては想定外だった。例えばサンレンジャーを規定する法律では侵略者の定義の中に一応異星人も含ふくまれていたのだが、これは異星人を探して宇宙からの信号の分ぶん析せきなどが始まった近年になってから一応追加になった項こう目もくであり、異星人そのものが法的に何たるかは議論されずに来た。誰も信じていなかったのだ。どうせ現れないのだから確認出来てから追つい認にんする形で問題ないし、こんな議論はあらかじめやっても時間の無駄だと、誰もがそう考えていたのだった。

「続く第二部は人間レベルの話で、国こく籍せきに関する法律の変へん更こうなど、フォルトーゼ人が日本を訪おとずれた時に備える新たな枠わく組ぐみだ。無論その逆の場合も論じられている」

「その辺からは俺達にも重要な話になるな」

「概おおむね我々の希望に沿う方向で形になった。関連法が施し行こうされれば、大地の民とフォルサリアの人間は、フォルトーゼに国籍変更が出来るようになるだろう」

　関連法にはフォルトーゼ側の意見がかなり取り入れられているが、それを決める際には大地の民やフォルサリアの都合もこっそりと混ぜ込まれている。中身を考えたのはキリハなので、ぬかりはなかった。

「嫌いやなら諦めて帰ると言えるフォルトーゼの方が発言力は強いからな。三つ目は？」

「第三部は今後の交流へ向けたルール作りだ。日本とフォルトーゼが国交を持っても、当面は人的・文化的な交流が主となる。それ以外を防ぐ為の仕組みや罰ばつ則そくなど、運用面の法律が並んでいる」

「外国やテロ組織はフォルトーゼの技術を狙ねらっているから、この三番目が邪じや魔まで仕方がなかったんだろうな」

「とりあえず取とり締まりの法的根拠は出来た。この先は、どうしてもバタバタする初期の数年間を乗り切れるかどうかがカギとなるだろう」

　一応法律は出来た。早期に成立した事から分かるように、法律やその目的はシンプルで分かり易やすいものだ。既すでにある法律に対して、地球外にある国家の定義を盛り込むだけだからだ。だがそれでも完璧な法律など作れない。法律の穴を抜けてくる者達たちにどう対処するか、そこが勝負の分かれ目となるだろう。

「俺達もしっかりしないとな」

「そうなるな。我らの役目は重大だ」

　孝太郎達たちはサンレンジャーと協力して、そうしたトラブルに対処していく事になる。フォルトーゼが日本に接せつ触しよくした理由は大地の民とフォルサリアが主なので、正しい事だと言える。だが幾ら正しかろうと地球に混乱や戦争を招いては元も子もなくなる。今後の孝太郎達の頑がん張ばりが全すべての者達の未来を握っているのだった。










　フォルトーゼ関連法案が成立した翌日には、孝太郎達の生活に変化が表れていた。孝太郎達が高校に向かって通学路を歩いていると、大型トラックが何台も追おい抜いていく。通学路は大通り沿いも経由するので以前も大型トラックが走っている事はあったが、これほど多くはなかったのだ。

「………早速始まったみたいだな」

「始まったって、何が？」

　孝太郎の呟つぶやきに、早さ苗なえが首を傾かしげる。孝太郎やティアが難しい話をしていると、早苗は最初こそ真ま面じ目めに聞く努力をするのだが、やがて疲つかれて居い眠ねむりを始める。おかげで早苗は一緒に居た筈なのに話の内容を知らなかった。そこでティアは小さく微笑み、早苗に説明してやった。

「フォルトーゼから留学生を受け入れる為の施し設せつを建設したり、既にある施設の拡張工事をするのじゃ。今のままでは受け入れられる人数は僅わずかでの。住居や学習施設の拡かく充じゆうが必要じゃし、警備上の問題も解決せねばならんのじゃ」

「じゃー、あのトラックは寮りようや新校舎を作るんだね」

「うむ！　吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しは世界に先さき駆がけてフォルトーゼの留学生を受け入れるモデル都市となるのじゃ！」

　当初は微笑んでいたティアだが、最後は興奮気味にまくしたてる。危険は潜ひそんでおり、必要に迫られてやった事ではある。しかし同時に、二つの国が新たな一歩を踏み出そうとしていて、それが素晴らしい未来に繋がっているかもしれないというのもまた事実。ティアはその明るい面を誇りたいと思っていた。

「キリハさん、モデル都市ってなんなんですかぁ？」

　ティアの言葉に新たに首を傾げたのはゆりかだった。ゆりかの場合は最初から理解を諦めて漫まん画がを読んでいたので、結果として早苗と同じような状態にあった。

「いきなり日本中に留学生を迎えるのは極きわめてリスクが高い。そこで日本に数ヶか所しよの特区を作り、そこでだけ留学生を迎え入いれる。まずは小さくやって様子を見よう、という事だな。予算の問題もある」

「じゃあじゃあ、そのうちの一つがこの町って事なんですねぇ？」

「そういう事だ」

「んー………なんでぇ、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しになったんですかぁ？」

　ゆりかは何気なく新たな質問を口にしたのだが、実はその質問こそが一番重要な部分であった。だからいつもなら怒り出しそうな内容なのだが、孝太郎は至し極ごく真ま面じ目めにその質問に答えてやった。

「お前がいて、キリハさんがいるからさ」

「ほへ？」

　孝太郎の答えはあまりに漠ばく然ぜんとし過ぎていた為、ゆりかは混乱してぽかんと口を開け、更さらに首を傾げた。ここで自分とキリハが話に絡からんでくるのは奇き妙みように思えたのだ。そんなゆりかの表情を見て省略し過ぎた事を悟さとった孝太郎は、改めて説明を始めた。

「大地の民の本ほん拠きよ地ちが真下にあって、フォルサリアへのゲートがそこかしこにある吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しは外せないって事さ」

「あー、そういう事ですかぁ。確かにぃ、私とキリハさんがいるからですねぇ」

　今度はゆりかにも分かったようで、訳知り顔で何度も繰くり返かえし頷いた。

「注目を集めてしまうリスクは高いが、一番法で守って貰もらわねばならないから、こちらとしては痛いたし痒かゆしというところだろう」

　キリハはメリットとデメリットを比ひ較かくして、幾らかメリットの方が大きいだろうと結論し、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しを特区に指定して貰うようティアに進言した。フォルトーゼ人留学モデル都市として特区の指定を受ければ否いや応おうなしに世界中の注目を受ける。他の特区は大都市やその郊こう外がいの学園都市なのに、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しだけは平へい凡ぼんな地方都市なので、特に奇妙な印象があるだろう。そうなれば当然多くのスパイや工作員が入って来る。クランが嘆なげいていたのは正にこの部分だ。だが一刻も早く手厚く法的に保護して貰いたいのもまた事実。今後の事を考えると、多少のリスクを承知で身を守らねばならなかったのだ。

「これから吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうは留学生受け入れの為に新体制を執とる。教職員の増員、新校舎の建設、周辺環かん境きようの整備とこれからは大おお騒さわぎになる筈じゃ」

　吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こう、ならびに吉祥大学は留学生を受け入れる為に再整備される。主に留学生を安全で快適に受け入れる為の措そ置ちだが、注目度が上がった事で日本人の入学希望者も殺さつ到とうするようになるだろう。そうなれば今の敷しき地ちと校舎、設備では到とう底てい賄まかなえなくなる。大規模な拡張工事が必要だった。

「それに紛まぎれてサンレンジャーを潜もぐり込ませる訳か」

「なかなか良い作戦だろう？」

「おう」

　そしてこの事はトラブル防止の為の作戦でもあった。設備と敷地の拡張工事をすれば当然新規の人員が採用されるので、そこへサンレンジャーを潜り込ませる訳だ。サンレンジャーを問題の中心地近くに配置できれば今後様々な点で行動し易くなる。孝太郎は実に賢いやり方だと感心していた。

「キリハさんの差し金か？」

「いや、クラン殿どのだ」

「陰いん謀ぼうめいた事は芸術的だな、クラン。流石さすがだ」

『大きなお世話ですわっ!!』

　孝太郎は本気で感心していたのだが、当人はそう言われると不服だったようで、身に着けている腕うで輪わからはクランの激しい声が飛び出して来た。

　―――声はいつも通りなんだが………この目は………少し、違ちがうか………？

　しかし声と同時に孝太郎の眼前に表示されたクランの立体映像からは、激しい怒りは伝わってこない。その表情からはむしろ、怒りよりも楽しさがより多く感じられた。そしてクランの立体映像は目を細めて軽く微笑むと、指先で目め尻じりを下げつつ、思い切り舌を出してから消えていった。

「………だんだんやりにくくなってきたな………まったく………」

「どうした、里さと見み孝太郎」

「ん？　ああ………何事も変わっていくんだなと思ってさ」

「その通りだ。汝なんじの希望とは関かかわりなく、な」

　キリハは先日の孝太郎とクランの話を知らない筈だった。だがこの時のキリハの顔を見ていると、孝太郎は彼かの女じよが何もかもを知っているように感じられてならなかった。孝太郎の変化も、クランの変化も。そして恐らく、キリハ自身、そして他の少女達の変化も。この時の彼女の笑え顔がおには、まるで全てを包つつみ込むような優やさしさがあった。

「結果的に吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しは、宇宙外交・宇宙観光の最前線である日本の中にあって、一番の先頭に立つ事になる。当然よからぬ事を考える者達は全世界から集まってくる。蚊帳かやの外に置かれた先進各国、技術利権を狙う不届き者達、兵器が欲ほしいテロ組織。我らの立ち回りは細心の注意が必要になるぞ」

　そして今のティアの表情は、キリハとは正反対の厳しい表情をしている。それは二つの世界の運命を握った者の顔。全ての先頭に立って未来を切り開く、王者の顔だった。

「………改めて見直してみると、お前ちゃんと考えてたんだな」

　キリハが居る場所が正しい答えであるのなら、ティアが居る場所もまた別の正しい答えであるのだろう。この時の孝太郎は、キリハにもティアにも、等しく尊敬の念を抱いていた。しかしティアはそうは取らなかった。

「あああぁあぁぁぁっ!?　そなたわらわ達を馬鹿じゃと思うておったな!?」

「おう。正直そう思ってた」

　ティア達は孝太郎への嫌がらせの為だけに地球に接触した―――ティアは孝太郎がそう考えていると思った。つまり何もかも無策であると。だがもちろんそんな事はない。ティアはきちんと国の事や、フォルサリアや大地の民の事を考えてそうした。ついではむしろ孝太郎への復ふく讐しゆうの方であったのだ。だからそう捉とらえていない孝太郎に目を吊つり上あげた。

「馬鹿はそなたじゃ!!　アライア帝から二千年も経てば、新規に他国と国交を持つ場合のトラブルなぞ慣れっこじゃっ!!」

「だから悪かったって」

「ならば敬愛すべき主君に言うべき事があるじゃろう？」

「大変失礼致いたしました、皇女殿でん下か」

「大好きなティアミリスちゃんにも言うべき事があるじゃろう？」

「大ってお前………」

「違うと？」

　ギロッ

　ティアの恨うらみがましい視線が、白はく刃じんの如き鋭するどさで孝太郎に突つき刺ささる。それを感じて誤ご魔ま化かすのは無理だと思った孝太郎は、頭をカリカリと掻きながら彼女に理解を求めた。

「ええと、どうか寛かん大だいなお心で、当方の立場への配はい慮りよを願います」

「めんどくさい奴やつじゃのう。………いつも仲良しのティアミリスちゃんにも言うべき事があろう？」

「帰りにチョコレートパフェ等はいかがでしょうか？」

「くるしゅうない！　くるしゅうないぞっ！」

　実のところチョコレートパフェで気持ちが変わるくらいなら、ティアは既に許してくれている訳なのだが、そこは指摘しない方が良い事は孝太郎も重々理解している。孝太郎は軽く財さい布ふの中身と相談した後、気持ちと話の内容を切きり替かえた。

「だが………気は抜ぬけないな。地底の霊子力とフォルサリアの魔ま法ほうに関しては、お前達の歴史でも前例はないんだからな」

「やはりそこじゃのう」

　ティアも孝太郎に倣ならい、元の話に戻もどった。彼女はもうパフェの話には未練がない。それだけ大事な話であったし、孝太郎は約束を守ると信じていたから。

「守らねばならんのは我らの技術だけではないのじゃ。しかも霊子力と魔法はフォルトーゼに流出してもまずいと来ておる」

　フォルトーゼの先進科学だけであれば、流出するルートには前例があるので、それを防ぐ事は決して難しくはない。誰もが決まって考える事だからだ。だが霊子力技術と魔法はどうだろうか？　果たして科学技術と同じやり方で流出を防げるのだろうか？　そしてその新たな流出経路に、先進科学の情報も一緒に乗ってしまったら？　霊子力技術と魔法の存在が、ティア達の予測を難しくしていた。地球との接触は、かつてない程ほど困難なものになりそうな気配だった。

「地球にもフォルトーゼに流出しては困る技術がある………フォルトーゼには俺おれ達たちが戦う姿が映像で残っているから、注目している連中は間ま違ちがいなくいるだろうな」

「そうなのだ孝太郎。その意味においても、ティア殿は地球との接触を急がねばならなかった。手を出しあぐねているうちに、ヴァンダリオンと同じような考えの者が内密に地球へ降りたらどうなるか………」

「考える事は当然、霊子力技術と魔法の独どく占せんか。しかも国交がない状態だから、ティア達が大々的に止めに入る事も出来ない―――そうだなティア、お前は正しい」

　こうしてきちんと説明されると、孝太郎はなるほどと思わざるを得ない。孝太郎への仕返しが目立って分かり難かったが、ティア達は地球と国交を開かねばならなかったのだ。フォルトーゼと地球の双方を守る為に。

「褒ほめてくれて嬉うれしいが、実は母上の知ち恵えでな」

　ティアは小さく苦笑する。だがそこには誇ほこらしげな雰ふん囲い気きもある。ティアは自分の考えではない事が残念ではあるが、母親が優ゆう秀しゆうである事は誇らしいのだった。

「エルが………皇こう帝てい陛下の経験ってところか」

「じゃからいずれ母上を褒めてやってくれ」

「そうするよ。気付いてくれていて助かった」

　孝太郎は素す直なおに頷うなずく。確かにエルファリアがこの問題に気付いてくれていた事は、感謝してもしきれない。礼を言っても罰は当たらないだろう。

「直接じゃぞ？」

「ああ」

「言うたな♪　ふふん、これでそなたが一度フォルトーゼへ帰る事は確定じゃっ♪」

「し、しまった!?」

　この他た愛あいもないやり取りをきっかけに、孝太郎達の話題はフォルトーゼと地球の問題から離はなれた。孝太郎とティアはああでもないこうでもないと、年ねん齢れいに見合ったほのぼのとしたやり取りを繰り返している。

　―――やっぱり、こういう方が良いな………皇女様と伝説の英えい雄ゆうとその仲間達なんて、私達の本当の姿じゃないもの………。

　そんな孝太郎達の姿を見て胸を撫なで下おろしていたのが晴海はるみだった。小さな六畳間から始まった事件は別の銀河を巻き込むほどの大騒動に発展し、しかも更に変化を繰り返し、孝太郎と九人の少女達を普ふ通つうの少年少女では居させてくれなくなってしまった。しかし晴海はそれを正しい事だとは思っていない。小さな六畳間へ、平凡な少年少女に戻りたいと願っていた。

「………桜さくら庭ばさん………」

　そんな晴海に真ま希きが心配そうな眼差しを向ける。当初は孝太郎の為に生き、孝太郎の為に死ねば満足だと思っていた真希だったが、今では晴海の気持ちが分かるようになっていた。真希が求めているものも平凡な暮らしと友達なのだと悟ったからだった。

「大だい丈じよう夫ぶです。ただ、思ったんです。フォルトーゼで英雄になってしまった時………里見君はこんな風に感じていたんだろうなって」

「私も………そうだろうと思います………」

　自分達の意志とは関係なしに、世界は孝太郎と少女達に対して、英雄とその仲間達として行動する事を求める。多くの人が不幸になるかもしれないから、放っておくことは出来ない。自分達がやった事の結果であるから特にそうだった。結果的に、非日常が日常になってしまっている。晴海と真希は、それが少しだけ悲しい。そしてだからこそ、彼かの女じよ達たちは何としても平凡な日常を取り戻そうと願うのだった。










　フォルトーゼからの留学生受け入れが決まった為、吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうでは急きゆう遽きよ教員やスタッフの増員が行われた。本来なら増員は四月になってから行われるのだが、今回は状じよう況きようが状況であるだけにスケジュールを前まえ倒だおしにして三月中に生徒達への紹しよう介かいが行われた。先行して生徒と馴な染じませた上で留学生を迎むかえ入れるという考えによるものだった。

『………こちらの向島先生は校医の増員としてお招きしたのですが、実は校内のトラブルの解消に多くの実績をお持ちです。今後本学は人間も敷地も増えていく事を踏ふまえ、そうした実績を重視しておいで願いました』

『ご紹介に与あずかりました、向島恵めぐみですっ！　みんなっ、困った事があったらいつでも保健室に来てねっ、よーろしくぅっ！』

　そしてこの増員メンバーの中に、サンレンジャーの者達が紛れていた。この向島という新任女性校医もそうで、彼女はサンレンジャーのピンクシャイン、メグミだった。彼女の明るく元気な声はマイクとスピーカーを通して増ぞう幅ふくされ、生徒達でいっぱいの体育館に響ひびき渡わたった。

『こちらの松坂健一先生は体育が御ご専せん門もんです。フォルトーゼの留学生の皆みなさんが日本のスポーツを体験したいと―――』

「………あいつら目立ち過ぎじゃないか？　大だい丈じよう夫ぶか、あんなに目立って………」

　他の教師に混じって順番に紹介されていくサンレンジャーの姿を見て、孝太郎は思わず苦笑を漏らした。サンレンジャーは多くの戦いを潜くぐり抜けてきた歴戦の戦士なので、その身体は十分に鍛きたえられ、余計な肉は一いつ切さい付いていない。だからほぼ全員がモデルのような体形をしている。先さき程ほどなどはスカートの裾すそから覗のぞくメグミのすらりとした脚あしが男子生徒を魅み了りようし、女子生徒に溜ため息いきをつかせた。そして今はケンイチの精せい悍かんな顔付きと長身で程よく筋肉の付いた身体が女子生徒達に黄色い悲鳴を上げさせ、男子生徒の危機感を煽あおっている。しかも人格面にも欠点はないと来ているので、時間が経てば経つほどその傾けい向こうが強まっていくであろう事は想像に難かたくなかった。それは注目度が高いという事であり、秘ひ密みつ裏りに行動するには不向きであると言わざるを得ないだろう。

　ちなみにグリーンシャインのコタローは身体の小ささを生かして生徒として潜せん入にゆうする事になるが、状況は他のメンバーと大して変わらない。例外はイエローシャインことダイサクだが、彼かれの場合も結局巨きよ漢かんゆえに目立ってしまっていた。

「ケンイチさん達はぁ、妙みようにカッコイイですからねぇ。大騒ぎする気持ちは分からないではないですぅ。………コスプレも似合うだろうなぁ………」

「いいのよゆりか、向こうに乗り換かえても。里見君は私に任せて」

「真希ちゃん、そういう言い方は意地悪ですよぅ！」

　ゆりか達も周囲の生徒達の気持ちは良く分かった。彼らは明らかに見た目も良ければ中身も良い。もし自分が運命の相手と巡めぐり会あえていなかったら、多少は心惹ひかれたのだろうなと感じていた。

「大事ない。一時的なものじゃ。どうせ異星人がやってくるのじゃからな」

「なるほど、それもそうだな」

　だがティアの指摘を聞くと、孝太郎はなるほどそうだと感じた。確かに今はサンレンジャーが注目を集めてしまっているが、それでも異星人がやってくれば人々の注目はそちらへ移る。注目度では異星人が群を抜いている。地球人同士ではどれだけ条件が整っていても所しよ詮せんはどんぐりの背比べだった。

「そういや、お前ももうそろそろバレる頃だよな。演劇をやっちまってる訳だし」

「うむ。演劇部の連中は既にそれとなく探りを入れて来ている者もおるが、全体に広まるのは新学期頃じゃろう」

　ティアはこれまでヨーロッパのとある小国からやって来たお嬢じよう様さまという設定で過ごして来た。だが演劇では『フォルトーゼ』という単語を使ってしまっているので、その正体がバレるのは時間の問題だ。これはルースに関しても同じだった。

「新学期ならいいか」

「うむ。留学生が一人増えるぐらいの意味しか無かろう」

　ちなみにティアの身分については、留学生には箝かん口こう令れいが敷しかれる事になっている。だがそれで隠かくしおおせる訳はなく、時間の経過と共に表面化していく事になるだろう。しかしその時間のズレがショックを和やわらげてくれる。箝口令は隠す為ではなく、ショックを和らげる為の措置なのだった。

「案外ティア殿がいてくれたおかげで、この吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうでは異星人への理解が早まるかもしれんな」

「そっか、ティアちゃんを知ってる人達は、異星人を怖がらないで済むのね」

「そうじゃシズカ！　それこそがわらわの狙い！　これぞ深しん謀ぼう遠えん慮りよ！」

「………明らかにウソだよな、ソレ。絶対成り行きが上手うまく転んだだけだろ」

「実はホッとしておる。てへっ♪」

「馬ば鹿か野や郎ろう、可愛く笑えば何でも許して貰えると思うなよ！」

　変化は孝太郎達だけでなく、周囲の環境にも起こり始めていた。この先、様々なものが凄すさまじい勢いで変化していくだろう。その変化の波を孝太郎達が上手く乗りこなせるかどうか、そこに数え切れないくらい多くの人間の命運がかかっている。何でも利用して目的を達せねばならない。ティアは誤魔化しのように笑ったが、今後は成り行きが上手く転んでくれる事にも期待せねばならないだろう。

『………』

「ん………？」

　そんな時だった。早苗の耳元に再び何者かの声が届いた。

「誰だれ!?　やっぱり誰かの声がする!?」

『………約束の時が近付いて来ています………貴女あなた方の最大の試練の時が………』

　驚おどろいた事に、これまでは何を言っているのかまでは分からなかったその声が、早苗の耳にはっきりと届いていた。

「約束の時!?　試練って何!?」

　早苗は弾かれたかのように勢いよく立ち上がると、辺りを見回して声の出所を探す。だが早苗には声の主は見付けられなかった。そこには不思議そうに早苗を見ている、友人達の姿があるだけだった。

『………どうか貴女達も祈いのって下さい………たった一つのささやかな奇き跡せきが、起こりますようにと………』

「あんた誰!?　どこにいるのっ!?」

　早苗が幾いくら探しても、どうしても見付からない。何も分からない。それが誰なのか、そして何が目的なのか。分かっているのは、それが女性の声だという事だけ。聞いた事があるような気はするが、誰なのかが思い出せない、そんな不思議な声だった。










　サンレンジャーが吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうに潜入した、まさにその日。サンレンジャーから提供されたリストに掲けい載さいされている要注意人物の一人が、クランの警けい戒かい網もうに引ひっ掛かかった。クランは市内上空に配置した『揺ゆり籠かご』の中から、無人機やハッキングを利用して町の様子を眺ながめていた。すると駅前の監かん視しカメラが、人ごみに紛れて歩いている不ふ審しんな人物を発見したのだった。

「ベルトリオン、行動や動作の分析から高確率で訓練を受けた人間ですわ」

　クランはその不審人物を発見するなり孝太郎へ連れん絡らくを取った。孝太郎は授業中だったので最初不ふ機き嫌げんだったが、内容を聞いて態度が一変した。
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『確かか？』

　通信機から聞こえてくる孝太郎の声にはもう不機嫌そうな様子はない。それは強い意思と責任感が込められた声だ。それはクラリオーサ皇女が愛してやまない騎き士しの中の騎士の声。しかしクランという女の子が愛してやまない平凡な少年の声とは違う声だった。

「ええ。たった今、顔の照合も出来ましたわ。どうやらご近所の国を経由していらっしゃったスパイのようですわね」

『その辺の国とは人の行き来が多いからな。パスポートを偽ぎ造ぞうして入国の踏み台だいにするにはもってこいだろう』

「この方の祖国は紛ふん争そうの最中みたいですわね。そうなると………真っ先に飛び込んでらっしゃいますわね」

　クランの方も普ふ段だんの彼女とは違っている。言いい換えるならばクラリオーサ皇女の顔と言えるだろう。これは危険な問題だと分かっていながら、自国の紛争を解決する切り札を欲ほつするという考え方は理解出来なくもない。だから一方的に悪党と決めつけてしまう事にはいささか抵てい抗こうがある。この時の彼女の言葉には慈じ愛あいと憐れん憫びんの情が滲にじんでいた。

『………クラン、気持ちは分かるが、こいつがお前達の技術を握にぎっても、紛争は解決しないぞ』

「らしくありませんわね………どうしてそう思いますの？」

　孝太郎の性格からすると、クランはこの時の孝太郎の言葉は不思議だった。クラン同様に思い悩なやむのではないかと思っていたからだ。

『こいつが迂う闊かつな奴だからさ』

「迂闊？」

『そもそも町に入って早々に監視カメラに正面から映っちまっているし、顔写真が要よう警けい戒かいのリストに載のっているような奴だぞ。こいつがフォルトーゼの技術を得たら、絶対に漏ろう洩えいして世界的に大変な事態を引き起こすぞ。紛争は終わらん。むしろ泥どろ沼ぬまだ―――って、キリハさんが言ってる』

　実のところ、孝太郎もクラン同様の考えだった。しかしキリハに指し摘てきされ、なるほどそうかと思った。らしくない事を言ったのはそれが理由だった。

「キィの入れ知ぢ恵えですのね………良かったですわ」

『ん？　何の話だ？』

「何でもありませんわ。ふふふっ………」

　クランは少し緊きん張ちようが解け、軽く微笑ほほえんでいた。孝太郎はやはり孝太郎。それを確認出来たのが嬉しかった。それに孝太郎の言葉も正しいと思えた。安易な同情は更に危険な状況を招きかねない。

『ともかく………このまま放ってはおけない。サンレンジャーの方に情報を回してやってくれ』

「ええ、分かりましたわ」

　クランは孝太郎に言われるままサンレンジャー達との通信回線を開く。その時の彼女の顔はやはり皇女様然としたものであったが、彼女自身の気持ちは幾いく分ぶん楽になっていた。










　クランが見付けたスパイを皮切りに、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しには不審な外国人が数多く見られるようになった。吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しは日本の中心から離れた地方都市なので、元々外国人が少ない地域だ。おかげでこれまで居なかった外国人が居れば良く目立つので、スパイや工作員を見付け出すのは比ひ較かく的てき楽だと言えるだろう。だが、キリハが懸け念ねんしているのは彼らではなかった。

「それよりもむしろ危険なのは―――」

　食べ終えたばかりの弁当箱を片付けると、キリハはレジャーシートの上に座すわり直した。この日は天気が良かったので、季節的にはまだ少しだけ早いものの、一同は中庭で昼食を取った。まだ寒さが残っているので、中庭の方が人が少ない。秘密の話をするには、教室よりもこちらの方が都合が良かった。

「―――日本人が何らかの組織の手先として働いている場合だろう。外国人とは違って見ただけでは分からないからな」

　キリハの懸念は日本人の方だった。これは国籍としての日本人ではなく、民族としての日本人だ。同じ人種と文化であれば、外見上の差異がなく、行動でも見分けられない。スパイとしては、見ただけで分かる異国の民族とは比べ物にならない程に危険だろう。

　また外国の組織が送り込んできた者だけでなく、日本の国内にある組織に送り出だされてきた者達もいる筈はずだ。日本がフォルトーゼと国交を持つからと言って、日本の組織がスパイを送ってこないと考えるのは早計だろう。

「私の経験上、見て分かるスパイは目くらましなんじゃないかと」

　真希もキリハの意見に賛成だった。また彼女は元々悪の戦せん闘とう組織に居たので、キリハの言葉のもう少し先まで想像していた。真希は似たような事をして生きてきたから、誰よりもそれが良く分かっていた。

「そうだろうな。だからこそ、彼らはあえてリストに載っているような連中を使う」

　真希の言葉はキリハにも自然に感じられた。派手なパフォーマンスで目を惹き付つけ、本命はこっそりと登場。マジックや詐さ欺ぎの常じよう套とう手しゆ段だんだった。怪あやしい外国人はその一例でしかない。日本人でも強面こわもてであったり、逮たい捕ほ歴れきがあったりと、その手の陽動向きの人材は事欠かない。

「むしろ分かり易いスパイをここへ送り込んできた連中は、本命が別のモデル都市である可能性が高いかもしれません」

「そうだな。同じ場所に陽動と本命を送り込むのは、わざわざ警けい戒かいを高める結果になる。あえてやる意味はないだろう」

「ふむ………マキや、そなたの言う通りだとするとこれは―――」

「はい。一見この町には何も送り込んで来ていないように見える連中こそが、この町に最精鋭を送り込んで来ている、という事になります」

「………良くない傾向じゃの。ルース、各方面に確かく認にんを取るのじゃ。現時点で静観を保っていたり、他のモデル都市にしか人員を配置しておらず、それでいて十分な力のある国や組織をピックアップせよ、とな」

「直ちに！」

「やれやれ………覚かく悟ごしてはいたが、面めん倒どうな事になって来たのう」

　ティアの表情は苦々しい。こうしたいわゆる諜ちよう報ほう戦は、ティアにとって専門外だった。そういう知識が少ないのはもちろん、性格的に合わないのだ。だからキリハや真希の助けや助言は、ティアにとって非常にありがたいものだった。おかげで何とかやっていけているが、この先も続くとなれば気が重い。ティアは逃にげるように頭上を見上げる。すると春の風に乗って、スズメが頭上を飛んで行った。

「おーい！」

　そんな時だった。ティアの耳に聞き覚えがある男性の声が届いた。

「ぬ？」

　ティアが視線を落とすと、丁度真正面の扉とびらから声の主が姿を現したところだった。それはこの高校では松坂健一と名乗っている、サンレンジャーのレッドシャインこと、ケンイチだった。

「コータローや、ケンイチが来よったぞ」

「なんだって？」

　孝太郎はティアの言葉に従って後ろを振ふり返る。するとそこには懸けん命めいに走ってくるケンイチの姿があった。

「本当だ、どうしたんだろう」

　その様子から急用らしいと悟った孝太郎は、素す早ばやく立ち上がりケンイチの方へ向かう。これまでの経けい緯いはどうあれ一応ケンイチの方が年上だし、この高校では教師と生徒。真面目で体育会気質の孝太郎には、座ったまま待っているという発想はなかった。

「男だん爵しやくさ―――」

「ストップ、ケンイチ先生！」

　だがやって来たケンイチが危なっかしい言葉を口にしそうになっていたので、この時ばかりは強めの声でケンイチの言葉を遮さえぎった。まだ三月なので人数は少ないとはいえ、周囲には幾らか生徒達の姿がある。ここで親しげに話をしてしまうのは危険だった。

「そうでし―――いや、そうだったね里見君。少し進路の事について話があるんだが、進路指導室に来てくれないかい？」

「えー、またですかぁ？」

「頼たのむよ。こっちもまだ慣れなくてね。それにフォルトーゼの人達が来る前に君の問題は片付けておきたいんだ」

「仕方ありませんね。………みんな、ちょっと行ってくる」

　あえてフォルトーゼの名前を出したところを見ると緊きん急きゆうを要するらしい―――それを感じた孝太郎は、少女達を後に残しケンイチと共に足早に中庭の出口へ向かった。

「もうちょっと何かを言ってから走り出しても良いんじゃありませんかね、里見君っ」

　そんな孝太郎の背中に不満を投げかけたのは静しず香かだった。実は今日の弁当を作ったのは静香だったのだ。しかもかなりの力作だ。だから既すでに距きよ離りがあって孝太郎には聞こえていないものの、思わず言わずにはいられない静香だった。

「厳しいな、静香。ふふ」

　甘あまえたいのに甘えられなかった。今からまさに褒めて貰えるというタイミングでケンイチに連れていかれてしまった。だが事情が事情なので、行くなとも言えない。そんな静香の気持ちはよく分かる。だからキリハは軽く目を細めて微笑んだ。

「でもでもぉ、最近の里見さんはぁ、ちょっと変わってきた気がしませんかぁ？　なんというかぁ、私達たちに優しくしてくれようとジタバタしてるというかぁ」

　ゆりかは彼女にしては珍めずらしく、孝太郎―――他人の微び妙みような変化を指摘する。少女達はその事に一いつ瞬しゆん驚おどろいたものの、彼女もずっと昔のままではないと思い直した。

『同感ですわ。もっとも………わたくし達が容易たやすく言える事であっても、殿との方がたである事が邪じや魔まをして、なかなか素直に表現出来ないでいるようですけれど………』

　人形のようなサイズのクランの立体映像が腰こしに手を当て、やれやれとでも言わんばかりに苦く笑しようする。以前孝太郎と話をした時、クランは優しい言葉をかけて貰った。孝太郎はそれを『ＴＰＯを弁わきまえた事にしてくれ』と言っていた。その言葉自体が、孝太郎の本音が違うところにある事を示している。それは男性特有の意地であるのだろうし、これまでの事を急に変えるのが難しいからでもある。女性のクランにとっては、わざわざ遠回りをしているようにしか見えない。それでもその遠回りを許すのも良い女の条件であるだろう。クランはそんな風に思っていた。

「だからこそよ！　もうちょっとこう、こう………あるでしょう里見くぅんっ！」

「欲張りじゃのう、シズカは………」

「おやかたさまは頑がん張ばっておいでだと思うのですが」

　孝太郎に非はないし努力も見える。だが頑張って弁当を作った静香の気持ちもよく分かるので、少女達は曖あい昧まいに笑う事しか出来なかった。

『お～～～い！』

　そんな時だった。孝太郎は中庭の出口のところで立ち止まると、少女達に向かって声をかけてきた。

『大家さん、弁当ありがとう～！　美味うまかったッスー！』

　中庭から校舎に入りかけたところで、孝太郎は自分が静香に弁当のお礼を言っていなかった事を思い出した。かつての孝太郎であればそのまま中庭を出たのかもしれない。だが今の孝太郎はゆりかが言うところの『ジタバタ』して、このシンプルな言葉をひねり出した。そして最後に大きく腕うでを振ってから、孝太郎は校舎の中へ消えていった。

「………さとみくん………」

　殆ほとんど諦あきらめかけていたところに、不意打ちのようにやってきたその言葉。静香は驚いて思わず息を呑のんだ。

「静香静香、何かコメントは？」

「やだぁ～もぉさとみくんったらぁ～～～あんな大声出しちゃってぇ～～～みんなが聞いてるじゃないのぉ～～～も～～～♪」

　静香は心底困ったというようなニュアンスの言葉を口にする。だがそれはあくまで口だけだ。これまでの不満そうな顔は何処どこへやら、この時の静香は零こぼれ落おちそうなくらいの笑顔を振りまいていた。それを見れば静香が孝太郎の言葉に喜んでいるのは誰の目にも明らかだった。

「………大満足のようですね」

「そのようですね」

　あまりの静香の変わり様に、真希と晴海は思わず笑い合う。そして二人は共に、自分達も静香と同じように積極的にいこうと心に誓ちかった。

「よ～～～し、次も頑張っちゃうわよ～～～！」

　この一連の騒さわぎは微妙な状況が続いて少し元気がなかった少女達に、明るい笑顔を取とり戻させた。周りはどうあれ、自分達のペースを守る。それは意図したものではないのだろうが―――キリハだけはそうではないかもしれないと幾らか疑いを持っている―――結果的に静香のささやかな恨み節が少女達の役に立ったのだった。










　孝太郎が案内されたのは進路指導室ではなく、校内に幾つかある資料室の一つだった。だが資料室とは名ばかりで、通信装置やコンピューター、そして厳重に鍵かぎのかけられた装備用のロッカー等が置かれている。部屋の中央に置かれた大き目の木製デスクと窓にかけられた厚めのカーテンだけが、この部屋がかつて資料室であった事を主張していた。今のこの部屋の役目は仮設の秘密基地。新校舎の建設が終わればそちらに本格的な秘密基地が出来るので、それまでの仮住まいだった。

「それで、一体何があったんだ？」

　この部屋に入った時から、孝太郎は口調をかつてのそれに戻していた。今は教師と生徒のフリをする必要は無かったし、その為ために余計な気を使うのはお互たがいにとってマイナスだからだ。
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「大まかに言うと、演劇部に注目している連中がいるんです」

「演劇部？　そうか………フォルトーゼという単語を使ってしまっているからな」

「デビル姫ひめさんに辿たどり着つくだけなら良いのですが、そこから別の事に波は及きゆうしていくのが問題で………」

「そうだな、そこからゆり―――いや、漆しつ黒こく王とブラックローズに辿り着かれては困った事になる」

「詳しよう細さいはまだ不明ですが、産業スパイというより、どこかの諜報機関が近いのではないかと想定しています」

「そう考えた根こん拠きよは？」

「コタロー、頼む」

　ケンイチはここで軽く背後を振り返かえった。するとその気配を察してグリーンシャインことコタローがコンピューターを操作、遠くから撮さつ影えいした何枚かの写真をモニターに表示させた。それらは望遠レンズを使って遠くから何者かを撮影したもので、その人物の顔だけでなく、携けい帯たい電話でどこかへ連絡を取る姿や、服の下に僅わずかに覗いている拳けん銃じゆうなどが映っていた。

「男爵さん、この拳銃は旧ザンガーブ連れん邦ぽうの諜報機関で多用されたＭＳＴ－Ａ９」

　ブルーシャインことハヤトは、銃じゆう器きのエキスパートだ。写真にはグリップの部分しか写っていなかったのだが、彼はそれだけで銃の種類を特定していた。

「普通の拳銃並みにコンパクトでありながら、消音装置が組み込まれている特別製です。補給の観点で見ると、銃じゆう弾だんが特とく殊しゆなものなので、元々持っていたと考えるべきです」

　通常の拳銃の場合は、銃じゆう声せいを消そうとするなら銃じゆう口こうの先に大型のパーツを取り付ける必要がある。この銃はそうではなく、最初から銃声がしない特別な構造になっている。もちろんそれを実現するのは簡単な事ではないので、銃弾もその銃専用の特別製を使う必要があった。そしてこの事実が持ち主の可能性を大きく絞しぼり込んでくれる。この銃の専用弾は一いつ般ぱん的てきな銃弾とは仕様が大きく異なっているので、ある程度まとまった数が手元になければ補給が滞とどこおり、作戦行動に支障を来きたす。使っているという事はそうなっていないと考えられるので、本来の持ち主がそのまま利用していると考えるのが自然だった。

「………つまり旧ザンガーブの、独立した西方四ヶか国こくのどれかである可能性が高いって事だよな？」

　孝太郎のこの言葉に、ハヤトは我わが意を得たりと大きく頷いた。

「その四ヶ国はどこも政治や国内が不安定ですから、どの国にも動機があります」

　ザンガーブ連邦はしばらく前に幾つかの国に分ぶん裂れつしている。分裂後の一番大きい国であるザンガーブ共和国は軍備の刷新を繰くり返しているので、八十年代後半から九十年代初頭まで作られていたこの武器を使い続けているとは考え難い。それに比べると独立した他の四ヶ国はザンガーブ共和国に比べると武装の刷新が遅おくれがちで、今もなお当時の武装を使い続けているケースが散見されていた。彼らにとっては七十年代の戦車さえ大事な戦力なのだ。また国内の不安定さゆえにテロ組織も跋ばつ扈こしている。その四ヶ国の者であれば、この拳銃を使っていても不思議はないのだった。

「メグミちゃん、そろそろあれを男爵さんに見て貰もらおうよ」

「はい、ダイサクさん」

　ハヤトの話が一段落したのを見計らい、メグミはコンピューターを操作して先程までのものとはまた別な写真を大型モニターに映し出した。それらは先程と同じ人物の写真であったのだが、今回は主にその行動が撮影されていた。高校やどこかの民家を観察する姿、そして演劇部の人間に声をかけている姿。ケンイチは表示された写真を苦々しそうに見つめた。

「男爵さん、ご覧のように彼らは既に演劇部の人間に接せつ触しよくしています。このまま放置すれば漆黒王さんやブラックローズさんに辿り着くのは時間の問題です」

　漆黒王はゆりか、ブラックローズはキリハ。彼らは孝太郎を悪あく魔ま男だん爵しやくと呼ぶのと同じように、ヒーローショーの時の役名でそのまま彼かの女じよらを呼んでいた。実名は使わないで済むならそれに越こした事はないのだ。

「このスパイと思おぼしき人物は、予期せずフォルサリアと大地の民に接近してきてしまっている訳か」

「そこが厄やつ介かいなのです。フォルトーゼと日本が体制を整える前に、フォルサリアと大地の民が世に知られるようになれば、地球は滅め茶ちや苦く茶ちやになります。魔法にしろ霊子力にしろ、喉のどから手が出るほど欲ほしい技術ですから」

「なるほど、それで俺おれを呼んだ訳か」

「はい。最良の手段は、漆黒王さんとブラックローズさんを、ごく普通の女子高校生に見せかける事だと思ったので」

「俺もそれが良いと思う。こっちにはそういう手段に長じた連中がいるから、何とかやってみよう」

「お願いします。我々はそういうのが苦手で………」

「正義のヒーローだもんな。仕方ないさ」

　問題の人物は脚きやく本ほんを書いた人間―――つまりティアを特定してフォルトーゼの情報や技術を得ようとしている訳なので、別段ゆりかやキリハがターゲットになっている訳ではない。ティアとは違ちがって、ただの女子高校生だと思わせる事が出来れば、ゆりかやキリハは早々に捜そう査さの対象から外れるだろう。そしてティアは近日中にフォルトーゼ人である事を明かすので、わざわざ演劇の関係者を調べる必要はなくなる。留学生が入ってくるとフォルトーゼの情報や技術を得る為の接点が増える事もその傾向を強めるだろう。だからこのタイミングでゆりかとキリハの正体を隠しおおせる事が出来るかどうかが勝負だった。










　情報の隠いん蔽ぺいという難しい課題に挑いどむにあたり、孝太郎は二人の仲間を選び出した。あまり多くの人員を使うと目立ってしまうし、相手は少数だと思われる。また孝太郎達たちがこの仕事の為に不在の間の替かえ玉だまも必要なので、エキスパートを二人連れていくというのが無理のない落とし所だと思われた。だが―――

「………納なつ得とくがいきませんわ」

「だろうな」

「わたくしはこういう後ろ暗い仕事からは引退したいですわ！」

　二人のうち一人は、自分が指名された事に納得がいかない様子だった。それはもちろんコンピューターをはじめとする科学技術においては随ずい一いちの力を持つクランだった。

「里見君、困った時に真っ先に私を選んでくれたのはとっても嬉うれしかったわ。私は里見君の為なら何でもするから」

　もう一人の方は納得しているようで、深い信しん頼らいと強い喜びが混じった視線を孝太郎に向けている。心を操あやつったり幻げん覚かくを作ったりする魔ま法ほうが得意な真希だった。

「本当は藍あい華かさんにはやらせたくないんだ。嘘うそは嫌いやだろうし、君は危ない事をあえて引き受けようとするし」

「いいんです。誰かの為に働いていると、自分が生きてるんだって気がするし………それが正しい事ならなおさらそうだもの」

「分かった、頼む、藍華さん」

「はい！」

「そういう配はい慮りよはわたくしにはないんですのっ!?」

　孝太郎はクランの科学技術と真希の魔法を組み合わせて、情報の隠蔽を行おうと考えていた。そして何かの作業が必要な場合には孝太郎が対応する。またクランと真希は弱くはないので、戦闘になってもそれなりに戦える。隙すきのない布ふ陣じんだった。

「クラン、今回はギャグでも意地悪でもない。ただ、お前が必要なんだ」

「分かっていますわ！　わたくし達の情報を隠す為の行動ですもの！」

　そうした孝太郎の考えが分かっていても、クランには納得出来なかった。自分が愚おろかだった頃ころの事を思い出すからだった。

「そういう割に不機嫌だな」

「分かっていても腹立たしい現実はありましてよ！」

　立派な皇女になりたい。でも現実で求められているのは後ろ暗い仕事だ。変化しようと努力する今のクランの足を、かつての彼女が引っ張るのだ。怒いかりはどちらかと言えば孝太郎よりも自分自身へ向けられている。情けなくて涙なみだが出そうなクランだった。

「だったら終わったら何でも好きな望みを言え。今の腹立たしさを癒いやす為のな」

　やりたくない事をさせているのなら、対価は必要であろう。そして対価の中身を議論している余よ裕ゆうは孝太郎達には無かった。

「………今日はお優やさしいのですわね？」

　思いもよらぬ言葉に、クランの表情が変わる。からかわれたり、我が慢まんしろと言われて終わりだと思っていたのだ。しかし実際の孝太郎の言葉は、クランのやり場のない感情を孝太郎が引き受けるという宣言に等しい。それはかなりのレベルで、孝太郎がクランに踏み込んだ言葉だった。

「それだけ本気だって事だ。それに―――」

　べちっ

　孝太郎の指が勢い良くクランの額を弾く。その音は大きく、甲かん高だかく、理想的な一いち撃げきが叩たたき込まれた事を物語っていた。

「いだっ!?」

「―――そこに紋もん章しようが刻まれている意味を、少しだけ考えるようになった」

「ベルトリオン………」

　クランの目に涙が滲む。それは大半が額の痛みで滲んだ涙であったが、ほんの僅かに、孝太郎の言葉に胸の奥おくを揺り動うごかされてのものが混じっていた。

「………だったら決まりですわね」

　そして同じ理由から、クランは目を細める。やり場のない感情は孝太郎が引き受けてくれる。だから今のクランは笑え顔がおだった。

「どうすればいい？」

「これが終わっても、しばらく今のあなたで居て頂きますわ」

「意外と難しいんだぞ？」

　孝太郎は小さく溜め息をつく。厄介な問題が起きている時ならともかく、何もない時に素す直なおになるのは難しい。だが拒きよ否ひは出来ない。クランに無理を言ってるのは孝太郎の方であるから。

「ええ、存じておりますわ。あなたの愛は複雑ですもの」

「愛って………おい」

「あら、違いまして？」

「………皇女殿でん下か、もう少しソフトな表現を願います」

「殿方は面倒ですわね。でもっ、駄だ目めですわっ！」

　クランの機き嫌げんは完全に元に戻もどっていた。むしろ普段より機嫌が良さそうに見えた。

　―――キリハさんの言う通りかも………時間の問題って、こういう意味なのね。ふふふふふ………。

　孝太郎達のやり取りを眺めていた真希は、クランと一いつ緒しよになって微笑む。孝太郎は既に明確に出ている答えを誤ご魔ま化かす事しか出来ていない。相手だけでなく、孝太郎自身に対しても。強固であったダムには既に小さなひびが沢たく山さん入っていて、そこから水が漏もれて来ている。決けつ壊かいはもうすぐそこだろう―――真希にもそのように感じられた。










　サンレンジャーが集めてくれた情報のおかげで、ティアに迫せまりつつあるスパイの隠れ家がは分かっていた。駅の近くの高層マンション。誰が何時に出入りしていても誰も疑問に思わないし、近所付き合いも殆どない。時代の変化によって生まれた、スパイの隠れ家にはもってこいの場所だった。

「あの奥の部屋か。距離があるからはっきりしないが、多分一人じゃないぞ。部屋の前まで行ってみるか？」

「安易に近付かない方がいいですわよ。監視カメラ、対人レーダー。恐おそらくマイクで音も拾っているでしょうね。あっという間に捕ほ捉そくされますわ」

　孝太郎達はマンションの通路の角から隠れ家の様子を窺うかがっていた。クランが集めた情報によると、明らかに素人しろうとではないレベルの防衛態勢が敷かれているようだった。安易に近付くと危険だった。

「ここは私が行きます」

「危険だぞ？」

「私を誰だと思っているんですか、里見君っ！」

　ボンッ

　突とつ然ぜん真希の姿が変わる。真希の愛らしい姿が、町でよく見かける宅配便業者の姿に変わっていた。それは真希が得意とする幻げん術じゆつの魔法だ。任務で多用されるのでこの魔法は既に熟練の域にあり、生み出された幻げん影えいは素す晴ばらしい完成度を誇ほこる。どこから見ても疲つかれた中年男性にしか見えなかった。

「クランさん、情報を集める装置を」

「あ、そ、そうでしたわね。こちらをお持ちになって」

「はい。行ってきます」

　真希は中年男性の顔で小さく笑うと、迷いのない足取りで問題の部屋へ向かっていく。こうした任務は慣れっこなので、真希には何の緊張もなかった。

「ベルトリオン、あの子はああ言っていましたけれど………」

「分かってる。後でちゃんとフォローしておく」

　真希はダークネイビーの生き方を止め、藍華真希として生きるようになった。しかし器用に変装して情報収集に向かうその姿は明らかにダークネイビーのそれだ。真希は気にしていないと言っていたが、そんな筈はないのだった。

「………あなた、やっぱりあの子にだけ特別に優しいですわよ？」

「多分、藍華さんは逆の事を言うぞ。俺はお前にだけ特別に甘えるって」

　ピンポーン

　孝太郎とクランの話は長くは続かない。真希がインターホンを押おしたところで、二人の話は打ち切られた。そして表情が引き締しめられる。

『山田さん、お届け物でーす』

　真希は中年男性の声でインターホンに呼よび掛ける。その声にも迷いや緊張は感じられない。見事な演技だった。

『ウチは山田じゃないよ』

『六〇三号の山田さんでは？』

『六〇三は一つ下の階だ』

『あっ………大変申し訳ありませんでした、失礼致いたします』

　中年男性の姿をした真希は、インターホンの向こう側にいる人物と幾つか言葉を交かわして頭を下げた後、そのまま手近な階段へ向かう。話の流れ上そうする事が自然だった。真希はそのまま一つ下の階へ降りていく。孝太郎達とは後ほど合流する事になるだろう。

「今ので色々と分かりましたわ」

　真希が持って行った装置は部屋の中の様子を調べ、クランの腕うで輪わ型のコンピューターに次々と情報を送ってきてくれていた。音おん響きようセンサーにより部屋の間取りはもちろん、金属や電気のセンサーによって部屋に何があるのかも予想できるようになっていた。

「こっちもだ。中には三人」

「確かでして？」

「藍華さんがインターホンを押した事で、警けい戒かい心しんが高まったのとバラけてくれたおかげで判別がつくようになった。一人が中央付近に残り、インターホン越しに藍華さんと会話。別の一人は玄げん関かんまで行って武器を構えたようだ」

　孝太郎の方も幾つか情報を得ていた。孝太郎が収集した情報はやはり霊れい力りよくを介かいして伝えられるもので、彼かれらは真希がインターホンを押した事で緊張し、孝太郎はこの距離からでもその所在や動きをはっきりと感じ取れるようになっていた。

「最後の一人はベランダ側に配置した無人機のカメラに映ってますわ。窓の外を警戒しているようですわね。敵てき襲しゆうと脱だつ出しゆつを想定しているのでしょう」

「無人機に気付かれなかったか？」

「平気でしてよ。遠くに配置して最大望遠で監視させていますもの。それと部屋の中の会話も上手うまく拾えましたわ」

「上出来だ。この感じだと怪しまれてはいないようだが、これ以上は直接突つつかない方が良さそうだ。無人機で見張りつつ、クラン、お前の得意分野で攻せめよう」

　大まかな情報は取れたが、孝太郎達が知りたい部分にはまだ手が届いていない。それは彼らが何者で、どういう狙ねらいで演劇部と接触しているのか、という点だった。それを知る一番手っ取り早い方法は室内の会話を盗とう聴ちようしつつ、通信を傍ぼう受じゆすることだ。どちらもクランの最も得意とする分野―――気持ちはともかく―――だった。










　孝太郎達は上空に配置した『揺ゆり籠かご』から丸二日観察を続けた。その結果、問題の一団の正体が掴つかめてきた。彼らはやはり旧ザンガーブ連邦から独立した国家のうちの一つ、メルガーダ共和国が送り込んできたスパイ達だった。その中でもアジア系の人間が選ばれて送り込まれて来ていた。

「メルガーダ共和国というのは、実際どういう国ですの？」

「鉱物資源が豊富なので内戦では最後まで戦場になって国土が荒あれた。そこから復活していく途と上じようで旧ザンガーブが分裂して独立。独立したは良いものの国力が弱っていたから、ザンガーブ共和国の介かい入にゆうを避さける為に他国が主導する同盟や経済共同体への参加を決めたのがまずかった」

「別段、悪い選せん択たくではないように聞こえますけれど」

「最初はな。でも何年かして経済連れん携けいが共通通貨の導入に向かうと状じよう況きようは一変した」

「共通通貨………という事は自国の経済が弱くても、通貨の価値が下がらない。メルガーダは豊富な鉱物資源が生かせない。逆に経済が強い国は本来なら通貨の価値が上がるのに広い範はん囲いで流通する共通通貨ゆえにレートが安定し、いつまでも輸出で勝ち続ける。共通通貨が導入された時の経済構造が維い持じされて、いつまでも覆くつがえせない。逆に富を吸われて差が開く一方………彼らにとっては最悪の展開ですわね」

　メルガーダ共和国という国は非常に運の悪い国だった。旧ザンガーブの分裂が内乱からの復興期に重なった為に、突とつ然ぜん資し金きん繰ぐりが悪化し、しかも鉱物資源を他国から狙われるようになった。そうした危機を避ける為に同盟や経済共同体への参加を推進したのだが、結果的にそれが彼らに止めを刺さす形になった。国際経済の落とし穴に嵌はまったまま、抜ぬけ出せなくなってしまったのだ。

　また問題はそれだけではなかった。世界的に鉱業製品が供給過か剰じよう状態になったり、技術革新によって希土類の価格が暴落したりと、メルガーダにとって不利な事件が幾いくつも連続して発生した。そうやって多くの問題が重なると、もはやどれだけ優すぐれた指導者がいても立て直しは困難だ。真綿で首を絞しめられるかのように、徐じよ々じよに国は痩やせ細ほそっていった。

「そしてつい先日、メルガーダは財政破は綻たんした。今は緊きん縮しゆく財政にシフトして、経済の立て直しに躍やつ起きになっている」

「そんな状態では、フォルトーゼの科学技術が欲しくてたまらない筈ですね。私達フォルサリアの人間には、その気持ちがよく分かります」

　真希達フォルサリアの人間は危機に際して魔法に頼たよった。メルガーダ共和国の場合はそれがフォルトーゼの技術という事になる。自国の特別な力か、他国の特別な力かという違いはあれど、分かりやすい力に頼りたくなる気持ちは真希にはよく分かった。

「国や国民、ひいては家族を守ろうと必死なのですわ。………悪人が相手ではないというのは、複雑な気分ですわね………」

「だが彼らにフォルトーゼの技術が渡わたれば世界は滅茶苦茶になる。魔法でも霊力でも同じだ。悪人が相手ではないというのなら、尚なお更さら彼かれらにそれをさせる訳にはいかない」

　フォルサリアでは魔ま法ほう使つかいが支配階級になり、そこから分裂してダークネスレインボゥが発生した事からすると、フォルトーゼの技術を独どく占せんした者が優位を占しめ、奪うばい合あいが始まる事は目に見えていた。

「そうですね。それだけは………自らのせいで、家族を失うような事だけは………」

　決して悪い人間達ではない。恐らくは本人達も自分達が陽動役である事を理解しているだろう。しかし結果として真実に近い位置におり、放置すれば予期せず世界が滅茶苦茶になりかねない。こんな筈ではなかった―――では済まされないのだ。孝太郎達はそれを防がなければならなかった。

「ベルトリオン、これはまたあの悩なやみですわね？」

　クランはメガネの位置を直しつつ苦笑し、軽く溜ため息いきをつく。それは彼女が自分を情けないと思っている時の顔だった。

「うん？」

「過去の世界に行った時に、わたくし達が誰だれを助けて誰を助けないのか………それを悩んだでしょう？　あれと同じような事が起こっていると思いません？」

　過去の世界において孝太郎とクランは先に起こる事を知っていた。だから不幸な事件の発生を防ごうとすれば防げた。しかし全すべてを防ぐには時間が足りなかった。だから誰を助けて誰を助けないのか、それを選ばねばならなかった。命の重さを誰が決めるのか、その疑問を解決出来なかった孝太郎達は、目の前にやってきた不幸や問題だけを解決するという基準を設けたのだった。

「ああ、確かにな。俺おれ達たち―――いいや、お前達は誰に手を差さし伸のべ誰に差し伸べないのかを、決めなくちゃいけない。あの時と同じだ」

　今回に関して言えば、フォルトーゼはどの国と対話するのかを選ばねばならない。現状では日本だけとなっている。これはフォルサリア魔法王国と大地の民たみの問題を解決する為の措そ置ちだ。それが現時点での目の前にある問題だった。

「ふふふ、『俺達』で合っていましてよ。今いま更さら何を仰おつしやいますの、レイオス・ファトラ・ベルトリオン卿？」

「………そうだな。だがあの時とは違って、これは俺達の日常だという事だ」

「以前のアレはアクシデント………非日常でしたわね。しかも悩みは限られていた」

「今は全ての選択がそこに繋つながっている。言うなれば、俺達の日常がだんだん非日常に侵しん略りやくされてきたって事になるだろう」

　孝太郎達を囲む環かん境きようは目まぐるしく変化していた。普ふ通つうの高校生だった孝太郎が、いつの間にか惑わく星せい間外交の最前線にいる。二年前の自分には想像もつかなかっただろう。あの頃は単に住む場所を、六畳間を守るだけでよかった。今も住む場所を守っているのかもしれないが、その規模は地球とフォルトーゼという絶大なサイズに拡大していた。

「私にとっては、今までも十分に非日常だった気がしますけど」

「早苗が飛んだり藍華さんが魔法を使ったりとは違う。なんというか、そう、気持ちの問題だな」

「………分かる気がします。愛が足りないというか」

「その表現は男の俺には使い難いんだが」

「じゃあ………優しさが足りないとか？」

「その辺で妥だ協きようしよう」

　当初は非日常的と思われた少女達が、どれほど日常的であったか。今になると、孝太郎はそれを強く感じていた。どれだけ奇き妙みように見えても、彼かの女じよ達たちは普通の少女であったのだ。それに比べると今は現実なのに非現実的だ。孝太郎は、いつの間にか奇妙な世界に迷い込んでしまったような気がしてならなかった。







混沌の渦　三月二十九日（火）







　メルガーダ共和国のスパイ達の通信はクランが見張っているが、通信を見張るだけでは孝こう太た郎ろう達の目的は達せられない。それと並行して、スパイ達を騙だます必要があった。その役目を負うのが孝太郎と真ま希き。特に幻影や精神を操作する魔法を得意とする真希の役目と言えるだろう。

「藍あい華かさん、どうしてもという場合を除いて、心の方は操作しないでくれるかい？」

「はい。なるべく幻術だけで対処します。悪い人達じゃないですから、私も心や記き憶おくは操らずに済ませたいです」

「クランには甘いって言われちまうかもしれないけど」

『言いませんわっ！　失礼ですわねっ』

　孝太郎と真希は今、二人きりでスパイの一人を追っていた。スパイ達は行動する時に一人が実際の任務を担当し、残りの二人が近きん距きよ離りと遠えん距きよ離り―――近くに停とめた車と秘密基地のマンションのような―――で通信やバックアップを担当する形を取っている。直接行動する人間は一人か二人なので、孝太郎と真希が工作を仕し掛かけ、クランが通信を操作すれば騙す事が出来る筈はずだった。

「あいつ、校内に入るぞ。大だい胆たんだな」

『来年娘むすめを留学させたいので校内を観みたいというアポイントを入れていますの。そして今日が本命の演劇部への訪問らしいですわ』

「海外からの留学の下見であれば、オープンキャンパスの時期から外れても怪あやしまれないよな。写真を撮とるのも自由だし。異星人が来る事も決まってるから、その手の希望者は増えてるだろうしな。上手い手だ」

「そこはお互い様さまです。この場所なら、私達も制服を着ていれば怪しまれませんから」

「しかも状じよう況きよう的てきにじろじろ見ても怪しまれない訳だな」

「はい。かなり有利だと思います」

　孝太郎と真希は問題のスパイの後を追って吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうへやってきた。スパイは演劇部に乗り込んで情報を集めようとしている。脚本を書いたティアの事はどうしてもバレるだろう。そこからスパイの興味はティアとその交友関係に移る。そうなった時にゆりかとキリハを普通の女子高校生だと思い込ませるのが孝太郎と真希の役目だった。










　スパイは事務室で手続きをして入構証を貰うと、真まっ直すぐに演劇部の部室へ向かった。この日は演劇部の活動日で、彼らは新しい公演へ向けて準備に追われている。早々に新入生に見せて部員を集めようという考えなのだった。だから来年入学する娘の為に活動を見せて貰いたいというスパイの要望は、演劇部にとって望ましいものだった。

「クラン、中はどんな様子だ？」

『スパイに対して一通り挨あい拶さつが終わって、普ふ段だん通りの活動に移りましたわ。部長さんが活動内容を説明しておいでですわ』

「演劇部は彼がスパイだとは知らない訳だから、海外から来た娘思いのお父さんを歓かん迎げいしている訳だな」

『そんな感じですわ。状況が変わったらお伝えしますわね』

「頼たのむ」

　孝太郎と真希は編み物研究会の部室に居た。演劇部と同じく部室棟とうの建物にあるので、待機をする場所としては理想的だった。

「藍華さん、しばらくここで待つよ」

「演劇部の中にはティアさんやゆりかの正体を知っている人はいないんですか？」

「いない。ティアについては演劇マニア、ゆりかに関してはコスプレマニアだとしか思われていない。だからスパイがこの建物を出る時まで、しばらく待機だ」

「はい」

　ティア達たちの秘密を守るという役目があっても、秘密を知らない人間にまで目を光らせる必要は無い。余計な事をして注意を惹ひいてしまうよりは、演劇部の盗聴や通信の傍受をクランに任せて、待機するのが正しい判断だろう―――そう考えた孝太郎はいつも使っているパイプ椅い子すに腰こしを下ろした。

「………」

　そんな孝太郎を見て、真希は一いつ瞬しゆん立たち竦すくむ。そして窓まど際ぎわに置かれている椅子と孝太郎のすぐ隣となりに置かれている椅子―――そこは先日まで晴海はるみの指定席だった―――を見比べた。それからたっぷり十秒以上悩んだ後、真希は幾らか顔を赤らめて、孝太郎の隣の椅子に座すわった。

「どうかしたのかい？」

「い、いえ、別に………」

　幸い真希が何を思ったのかという事には、孝太郎は興味を持たなかった。真希はそれにホッと胸を撫なで下おろすと共に、孝太郎の普段見えない部分に踏ふみ込めたのだという事に胸を躍おどらせていた。

「そういえば藍華さん、フォルトーゼでもあったな、こういう事」

　そんな真希の胸の内を知らない孝太郎は、単純に懐なつかしそうに彼女に笑いかけた。

「あの時は確か………真ま耶や様とエゥレクシスに会いに行ったんでしたよね」

　しかし真希の方は女の子としての感情が強めに出ていたので、その時にも半ばデート気分であった事を思い出だしていた。

　―――駄目ね………しっかりしないといけない時なのに、またこんな風に………。

　真ま面じ目めな真希は自分を戒いましめる。敵は確かに真耶やエゥレクシスには遠く及およばない。それでも命いのち懸がけで挑んで来ている相手の筈だ。そういう相手に気を抜くと手痛いしっぺ返しを食くらう。ゆりかと戦った経験から、真希はそれを痛いほど良く知っていた。

「あいつらどうしたかな………」

　真希が可愛かわいらしい一面を覗のぞかせているにもかかわらず、この時の孝太郎は窓の外へ目を向けていた。まだ夕方の四時だが、三月という事もあって既すでに日が大きく傾かたむいている。孝太郎はオレンジ色に染まり始めた空の向こう側を見ていた。そこに広がる大宇宙、エゥレクシスと真耶が姿を消した、星の海だった。

「心配しているんですか？」

「心配というより、死んでない方がいいな、くらいかな。決して良い奴やつだったとは言えないけれど、潔いさぎよい奴らだったろ？　それに最後は助けてくれたし」

　エゥレクシスと真耶は許せない悪事を少なからずやっている。苦しむセイレーシュに希望を与あたえて操ろうとした事はその最たる例だろう。しかし彼らは筋の通らない悪事はしていなかった。彼らは無差別に人間が死ぬような手段は用いなかった。セイレーシュの場合も皇族で当事者、しかも病びよう床しようの父親の治ち療りようという取り引きであり、あくどいやり方ではあっても一定の正当性はあったのだ。そしてそれと全く同じ理由から、最後の最後で孝太郎達を助けてくれた。だから孝太郎としては、差し引きでややマイナス、死んでない方がいいな、という結論になるのだった。

「藍華さんの場合は真耶には生きていて欲しいんだろう？　お師し匠しよう様だし」

「はい。どうしてもそこは………今ならちゃんと話が出来そうな気がして………」

　ずっと対立してきた真希と真耶。それでも真希にとって真耶は命の恩人であり、師匠でもある。その死を望む筈はなく、そして今の真耶なら話を聞いて貰えるのではないかと感じていた。グリーンを、仲間を救いに来た、今の真耶ならば。

「それじゃあ、俺も生きてて欲しいって事にする」

「里さと見み君………」

「会ったら説教だ。才能があるんだから、もっとまっとうに生きろって」

　真希が必要だというのなら、孝太郎にも必要だった。それで真希が真希らしく生きられるというのなら、是ぜ非ひ真耶達には生きて帰ってきて貰いたかった。

「………あのぉ、そういうの困りますぅ、里見君………」

　そんな孝太郎の言葉を聞いた真希は、心底困り果てていた。そして縋すがるような眼まな差ざしで孝太郎を見る。それでいて少しだけ怒おこっているようにも見える。真希にしては珍めずらしい表情だった。

「ん？　何かまずかったか？」

「里見君がそういう事を言うと、私、今の任務を忘れてしまいそうになって………」

「忘れていいぞ。しばらくは俺が引き受ける」

「だっ、駄目ですぅっ、そんなの！」

　真希は大おお慌あわてで首を横に振ふる。折せつ角かく魔ま法ほう少女や戦士に相応ふさわしい自分でいようと決意したにもかかわらず、その決意は孝太郎の些さ細さいな一言であっけなく粉ふん砕さいされてしまった。それは真希がここにいる理由を失うという事。孝太郎が危険になるという事。真希が一番望む物でありながら、今はそれを拒きよ絶ぜつしなければならない。真希の気持ちは複雑だった。

『お楽しみの所たいへん申し訳ありませんけれど』

　突然、真希と孝太郎の間に仏ぶつ頂ちよう面づらをしたクランの立体映像が現れる。

「きゃあっ!?」

　完全に周囲の事を忘れていた真希は、突然のクランの登場に大きく仰のけ反ぞった。

「どうした？」

『例のスパイが脚本の話を始めましたわ。ティアミリスさんや、その人脈に話が移りますわよ』

「俺達にも聞かせてくれ」

『あら、先さき程ほどのお話を続けて頂いてもよくってよ？』

　クランの恨うらみがましい視線が孝太郎と真希に注がれる。自分が仕事をしている時に、妙みように楽しそうにされてはたまったものではない。この時のクランの反応は正しい。

「お願いします、クランさん！」

『はいはい。まったくもう………』

　しかし真希が真しん剣けんに頼むもので、クランは素直に通信回線を開いてスパイの声を孝太郎達にも聞こえるようにした。クランには真希が悪い訳ではないのだと、ちゃんと分かっていたのだ。

　―――決まりですわ。もうすっごいお願いを聞いて頂きますからね、ベルトリオン！

　だからその分の苛いら立だちは全て、孝太郎へ向かった。










　演劇部によってここ二年余り上演され、高い評判を受けている『白銀の姫ひめと青き騎き士し』という舞ぶ台たいがある。娘がその舞台の噂うわさを聞きつけた事が、彼女が吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうを志望する理由だったのだ―――スパイは演劇部の部長にそのように説明した。そう言われると部長も悪い気はしない。だから部長は上じよう機き嫌げんで、脚本を書いた人間や初回公演のメンバー等について話していった。

「やはりティアミリスさん達に会いに行くようですね」

『こちらの想定通りに動いて下さっていますわ。この調子なら、こちらの罠わなに嵌ってくれるかもしれませんわ』

「よし、後を追うぞ」

　スパイは孝太郎達の情報を手に入れると、早さつ速そくその確かく認にんをすべく行動を開始した。もちろん孝太郎と真希はスパイの後を追う。スパイが真っ先に探したのは、やはり脚本を書いたティアだった。

「応おう援えん団だんの部室へ向かうようです」

「一応あいつが所属しているからな」

　ティアが所属している部活は、一応応援団という事になっている。一年生の時に障害物マラソンで勝つ為ために丸ごと乗っ取ったのだ。だがそれ以降は活動に参加する理由はなく、幽ゆう霊れい団員のような状態になっていた。しかしスパイはその情報を知らず、単純にティアが所属しているからという理由で応援団の部室へ向かったのだった。

『団員達にティアミリスさんの事をお訊ききになっておいでですけれど、まともな回答は得られていないようですわね。どうやら応援団には金色の野や獣じゆうという伝説が残っているだけのようですわ』

「………ロクな事をしてないな、当時のアイツは………」

　ティアが応援団を支配していたのは、彼かの女じよが一番問題児だった頃の事だ。その為、団員との関係も力関係のみで、結果としてティアの秘密は守られていた。実のところティアは時折フォルトーゼ関係の言葉を喋しやべったりしていたのだが、二年近く前のそうした細かい言動を覚えている者はおらず、スパイの望むような情報―――演劇の台本に関するもののような―――は得られなかった。

「ティアミリスさんは既にお帰りになられているんですよね？」

「ああ、キリハさんの指示で帰った。そうなるとスパイは教室にあるティアのロッカーや机を調べたい筈だが、教室にはまだ生徒が残っていて手が出せない。そこでスパイは交友関係を洗う事を優先して、まずはコス研で活動中のゆりか、委員会で残っているキリハさんと話をしようとする筈だ、ってキリハさんが言ってた」

　スパイの行動はキリハによって予測されていた。吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうには何度も立ち入れないので、スパイには時間に制限がある。だから彼はどうしても無む駄だのない合理的な行動を取る必要があり、それだけに行動は予測し易やすかった。

『コス研の方へ向かうようですわ。キィが言っていた通りですわね』

「校舎の方にある委員会室よりは、同じ部室棟のコス研が先………計画性がある奴で良かった。ここからが勝負だぞ」

　孝太郎達たちはゆりかが秘密を守り通せるかどうかに全てがかかっていると考えていた。キリハに関しては自力で言いくるめてくれるだろうからだ。流石さすがにゆりかもフォルサリアや大地の民の事を直接バラしてしまうような事はないだろうが、言って良い事と悪い事を考え考え喋っていると、スパイに疑ぎ惑わくを持たれてしまう可能性が高い。その疑惑を元に詳しよう細さいに尾び行こうされたりすると厄やつ介かいな事になる。自然な受け答えでゆりかは関係ないなと思わせなければならないのだった。

『立体映像の投とう影えいを開始致しますわ』

　そこで孝太郎達が執とったのは偽にせ部室作戦だった。コス研の部室の隣は空いている部室なので、そこに主要な家具や小道具などを用意し、クランが作った立体映像と組み合わせ、完全に実物と区別が出来ない偽のコス研の部室を作り出そうというのだ。そして部屋の名前のプレートを取とり換かえ、スパイを偽のコス研に誘ゆう導どうする。

「藍華さんも頼むぞ」

「はい。お任せ下さい！」

　真希は自信ありげに大きく頷うなずく。だがこの時の真希の顔は彼女のものではなかった。その顔はいつの間にかゆりかのそれに変わっていた。それがこの作戦の肝きもの部分。本来ゆりかと行う筈のやり取りを、真希が代行しようというのだった。










　コス研にやってきたスパイは会長―――の立体映像―――に頼んでゆりかを呼んで貰もらった。厳密に言うとコス研も例の演劇には参加しているのだが、双そう方ほうの代表者同士の繋がりで参加した事は既に分かっている。だから彼はティアと直接交友関係にあるゆりかと話が出来れば良いと考えていた。

「ニジノ・ユリカさんですね？」

「はぁい、そうですぅ。あなたはぁ？」

　本物のゆりかの代わりにやってきた真希の変装と演技は完かん璧ぺきだった。変装に関しては事前に何度も孝太郎達に見せて意見を求め、細部まで仕上げた。ゆりかは実物はもっと可愛い筈だと主張したものの、他の者達は素晴らしいと絶賛。また演技に関しても日ひ頃ごろ見聞きしていたゆりかの言動をそのまま再現している。近距離で感覚をぼやかす魔ま法ほうも併へい用ようしているので、スパイにこの変装を見破るのはほぼ不可能だった。

「申もうし遅おくれました、私はアレクセイ・ベリャーエフ。実は娘が来年この学校への留学を希望していまして、私が仕事で日本に来たついでに代役で見学をしています」

「そうなんですかぁ。それでどうして私を？」

「娘は演劇に大変興味がありまして。この高校を選んだ理由も、ユリカさんが出演なさった演劇の事を聞いたからなのです」

「あー、そういうことでしたかぁ」

　真希はそう答えてしまってから、少し失敗したと反省していた。真希が演じる偽ゆりかは、実物よりも頭の回転がずっと速い。実物のゆりかは娘が演劇に興味があると言われたぐらいでは事情を察しない可能性が高いのだ。真希はその違ちがいを胸に刻み、今後の返答には気を付ける事にした。

「早速なんですが、ユリカさんはどんな役を？」

「私はぁ、幾つかの細々とした役をやっていましたぁ。山さん賊ぞくとかぁ、馬とかぁ、色々やってたので忙いそがしかったですぅ」

　幸い真希には、スパイが偽ゆりかの言動には違い和わ感かんを感じていないように見えた。どちらにせよ初対面なので、そうなって当然かもしれない。逆にここで頭を悩ませていたのはスパイの方だった。いきなりティアの事を訊くと不ふ審しんがられるかもしれないので、最初はしばらくゆりか自身の話をする必要があったのだ。

「………みんな私が真面目にやっているのにぃ、変だって笑うんですよぉ！　酷ひどいと思いませんかぁっ!?」

「ユリカさんのようにキュートな方が山賊役ですから、仕方ありませんよ」

「私ぃ、キュートですかぁっ!?」

「はい、もちろんですとも………ところで、脚きやく本ほんを書いたティアミリスさんという方はどういう方なんですか？」

　スパイがティアの話に切り込んだのは、二人が話し始めた数分後の事だった。真希はその瞬しゆん間かん、スパイの表情が幾らか強こわ張ばったのを見み逃のがさなかった。だから真希はこの先はミスできないと気合いを入れ直した。

「えっとぉ、ティアちゃんはぁ、外国から来た留学生ですぅ。あっ、娘さんとおんなじですねぇ！」

「演劇の脚本は、母国の伝説を参考になさったとか」

「ボコク？」

　真希はゆりかの顔で目を丸くして首を傾かしげる。監かん視しカメラ越しに様子を窺う孝太郎達にもそれが真希だとは思えない。見事なゆりかぶりだった。

「えっと、生まれた国の事です」

　真希の演技にすっかり騙され、スパイは苦く笑しよう気味に説明した。そして苦笑と同じだけ真希を侮あなどっている。いい傾けい向こうだと言えるだろう。

「ああ！　確かにそんな事を言っていましたよぉ。なんかぁ、割と有名な歴史上の人物だとかでぇ。ティアちゃんはその大ファンだったらしいですぅ」

「それでティアミリスさんはどこの国の方なんですか？」

「えーとぉ………あ、あれぇ？　会長さぁん、ティアちゃんてぇ、どこの国の人でしたっけぇ？」

「友達のあなたが知らない事を私が知ってる訳ないでしょう？」

　ちなみに立体映像のコス研の人々の声は人工知能と音声合成プログラムによって作り出されている。どうしても難しい場合には、クランの声をコンピューターで処理してコス研の人間の声に変へん更こうして対応する。ちなみに今は人工知能でも十分に対処できる話題なので、クランの出番はなかった。

「ありゃあ………すみませぇん、ちょっと分からないですぅ。電話して本人に訊いてみましょうかぁ？」

「いえいえ、そこまでしていただく必要は」

「すぐですよぉ？」

「後ほど御ご本ほん人にんにもお会いしようと思っていますので」

「そうですかぁ。なら大だい丈じよう夫ぶですねぇ」

　偽ゆりかがほのぼのとした顔で笑う。少し前の『母国』が分からなかった事もあって、スパイは偽ゆりかがティアの情報を隠かくしているとは考えず、本当に何も知らない呑のん気きな少女だと考え始めていた。

「お気き遣づかい頂きありがとうございます。最後にもう一つだけ」

「なんですかぁ？」

「ユリカさんはどういった経けい緯いでティアミリスさんと出会われたのですか？」

　それは本来なら真希には答えられない質問だった。しかし真希は全く動どう揺ようを見せず、これまで通りの態度で答えた。

「ティアちゃんは一年生の時に留学してきたんですぅ。最初は仲が悪かったんですけれどぉ、そのうち仲良くなれたんですぅ。今では大事なお友達ですぅ。えへへへっ」

　キリハが詳細な想定質問表を作ってくれていた。この時のスパイの質問はその中に含ふくまれていたので、真希は全く悩む事無く返答する事が出来た。

　―――しまった、もう少し返答に間を置くべきだったんじゃ？

　真希はここで再び冷ひや汗あせをかく羽目になった。真希は質問自体に迷う事はなかったが、一いつ瞬しゆんそこに気を取られてゆりかとしての演技がおろそかになった。なりすましている時には演技の一いつ貫かん性せいの乱れは非常に危険だ。相手がプロだと特にそうだった。

「そうでしたか。うちの娘にも同じように友達が出来ればいいのですが」

「んー………きっとぉ、大丈夫ですよぉ！　少なくともぉ、演劇部に入れば大丈夫だと思いますぅ！」

「確かに。娘にはそう伝えておきます。それではユリカさん、私はそろそろお暇いとまさせて頂きます」

「もういいんですかぁ？」

「他にも行きたい場所や会いたい人がいますので」

　しかし真希の心配はここでも杞き憂ゆうだった。スパイにとってゆりかは特別な一人ではなく、念ねんの為に調査する多くの内の一人でしかない。明らかに不審な点でもなければ、疑いは持たない。一人一人の細かい部分を気にしていては、調査の為の時間はあっという間に無くなってしまうからだった。

「ああ、それもそうですねぇ。さようならぁ、アレクセイさぁん」

「はい、それでは」

　真希は安あん堵どの感情を欠片かけらも表に出さず、去っていくスパイを見送る。スパイは最初から最後まで娘を愛する父を演じ切り、真希の方も能天気なコス研の少女を演じ切った。両方ともボロは出さなかった訳だが、結果としては真希の勝利だった。
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　スパイが去っても、真希の仕事は終わりではない。今度はスパイの姿になってコス研を訪おとずれなければならないのだ。そしてスパイが話した通りの事をゆりかに話し、その様子をコス研の人達に見せる必要があった。数分間の時間のズレは生じるが、そうする事で辻つじ褄つまが合うようになる。なるべく急がなければならないので、真希は慌あわただしく隣のコス研の部室へ飛び込んでいった。

『それにしても魔法の変装は便利ですわね。あっという間にユリカからさっきの男に変わってしまいましたわ』

「藍華さんとかくれんぼしたら絶対に捕つかまえられないな………っと、そんな事よりスパイの方はどうなってる？」

『キィがいる部屋へ向かっていますわ』

「キリハさんの場合は放っておいても大丈夫だろうが、念の為に俺おれも近くまで行く。イレギュラーは常にあるからな」

『わたくしは無人機を再配置しますわ』

「頼む」

　真希がコス研へ行っている間、孝太郎達はキリハのバックアップに向かう事になっていた。このスパイへの対応全体を統とう括かつしているのはキリハだし、演技力の点でも全く問題はない。行くだけ無駄かもしれないが、それでも万が一という事はある。また孝太郎はキリハにも弱い面が隠れている事を知っている。だから孝太郎は予定通りにキリハがいる委員会室へ向かった。現在キリハが所属しているのは生活委員会。今日はその月に一度の会議の日だった。

『気を付けて下さいまし、あの男は部屋の中に入っていませんわ』

「おかげで追い付けたが………どうして入らないんだろう？」

　孝太郎が階段から身を乗り出して廊ろう下かの様子を窺うかがうと、スパイは委員会室の傍にある壁かべに寄より掛かかり腕うで時ど計けいを眺ながめていた。コス研の時にはすぐに中に入ったので、この姿は奇妙だった。

『会議中だからでは？　コス研の場合は活動に関する話題でしたけど、委員会だと直接関係ない話題ですし』

「なるほど、それで終わるのを待っている訳か。とはいえ待つという事は、終わるまでそう時間はかからないな」

　時間がかかるなら他の場所で聞き込みをしている筈だろう。この高校に居られる時間には限りがあるからだ。もうすぐ終わると考えているからこそ、スパイはここで待っているのだった。

『そのようですわ。今、議長と思おぼしき殿との方がたが閉会の挨拶をしていましてよ』

「………頼むぞ、キリハさん」

　この孝太郎の言葉が終わるのと同時に、委員会室のドアが勢いよく開いた。すると中から生活委員会に所属する生徒達が飛び出していく。委員会のせいで部活に遅れている者達だった。そんな人の流れを見送ると、スパイは委員会室へ入っていく。その目的はもちろん、部屋の中で資料の片付けをしているキリハだった。

『クラノ・キリハさんですね？』

『はい、あなたは？』

『申し遅れました、私はアレクセイ・ベリャーエフ。実は娘が来年この学校への留学を希望していまして、私が仕事で日本に来たついでに代役で見学をしています』

　キリハと向かい合ったスパイは淀よどみのない流りゆう暢ちような日本語で自己紹しよう介かいを始める。それを盗とう聴ちよう器き越しに聞いていたクランは顔をしかめた。

『………自己紹介が偽ユリカの時と同じですわ』

「大方そういう台本があるんだろう」

『それに日本語が流暢過ぎて、外国人の顔とちっとも合っていませんわ。これではむしろ記憶に残ってしまいましてよ』

「だから彼かれらには技術や情報を渡わたせない」

『実感しましたわ』

　フォルトーゼの技術を先んじて得る事で国を立て直し、家族や隣りん人じんを守らんとする志はクランにも理解出来るが、ツメの甘あまさが目立つ。当初は彼らに同情的であった彼女も、今は情報を渡せば危険だという考えに変わっていた。これでは彼らのところから情報がだだ洩れになってしまうだろう。

「ところで………キリハさん、脚本を書いたティアミリスさんという方はどういう方なんですか？」

「ティアさんは―――」

　クランがぼやいている間にもキリハとスパイのやり取りは続いていく。内容は偽ゆりかの時と同じで、キリハの演劇体験の話から自然とティアの話へ持っていく流れ。そこの自然さを重視する余り、結果的に彼はほぼ同じような質問を繰くり返かえしていた。本命のティアではないからそれほど労力をかけられなかったとはいえ、彼らのツメの甘さはここにも表れていた。










　孝太郎達の予想通り、キリハとスパイの会話は滞とどこおりなく終わった。もともと才女で知られるキリハなので、会話はテンポよく進める事が出来た。のんびり屋のゆりかを再現した真希よりも、かなり楽だったと言えるだろう。

「どうなりましたか？」

　そしてスパイが委員会室を出て別の場所へ向かった直後、物もの陰かげに潜ひそんで観察していた孝太郎の元へ真希がやってきた。上手うまい具合に彼女も、このタイミングでコス研で偽スパイを演じ終えたのだ。

「流石さすがキリハさんってところだな。終始完全に優等生の高校生だったよ」

「考えてみれば、もともと二年間続けてきた演技ですしね」

『ベルトリオン、マキ、スパイが体育館へ向かいますわよ』

「聞き込み再開か………どうやら成功したらしいな」

　孝太郎達の目的はティアを守るというより、ゆりかとキリハの正体を隠す事にあった。ティアはどうせ留学生の到とう着ちやくに前後してフォルトーゼ人である事を公表する。それまでの間にゆりかとキリハが注目を惹いてしまわないようにする必要があったのだ。そしてスパイがティアの情報収集を続けた事で、ゆりかやキリハを普ふ通つうの女子生徒のように見せかける事に成功したものと考えられた。

『そのようですわね。通信している気配もありませんから、単純にお二人に興味を失ってリストの次を調べ始めたのだと思いますわ』

「よかった………無事に任務達成ですね？」

「ああ。よくやってくれた二人とも。だが、彼が帰るまでは一応追つい跡せきを続けよう」

『イレギュラーは常にある？』

「そういう事だ」

　目的は達したものの、孝太郎達は警けい戒かいを緩ゆるめず引き続きスパイの後を追った。スパイはそれから早さ苗なえや静しず香か、そしてクラスメイトなど、ティアの交友関係を当たっていった。しかし誰だれもが別段特別な出身だったりする訳ではないので、比ひ較かく的てき気楽に見ている事が出来た。早苗や静香の時に能力が出てしまわないか少しばかり心配した程度だった。

『最後はやはりティアミリスさんの私物のようですわね。あなた達の教室へ向かっていますわ』

　キーンコーンカーンコーン………

　下校時刻の五分前を告げる予よ鈴れいが鳴っていた。それをきっかけに、スパイは孝太郎達の教室である二年Ａ組に足を向けた。この時間なら教室に残っている者はいない。巡じゆん回かいの警備員が来るまでは十数分間の余よ裕ゆうがあるので、ティアの机やロッカーを調べるには十分な時間だった。

「後はこの最後の仕掛けに引ひっ掛かってくれると良いんだが………」

「こればかりは運ですね。幸運を願いましょう」

『苦手ですわ、神かみ頼だのみは………』

　無人の二年Ａ組の教室に入ったスパイは、迷う事無くティアの机へ向かった。既に事前の調査で席順は分かっているのだ。スパイは手慣れた様子でティアの机を探さぐる。だが机には辞書や物差しなど、教室に置いたままでいい教材が詰め込まれているだけで、スパイが欲ほつしているようなものは入っていなかった。

『くそっ』

　スパイは悪態をつきながら慎しん重ちように荷物を元の状態に詰つめ直なおす。教室が無人である為、彼の小さな呟つぶやきは窓の外に配置されているクランの無人機でも十分に拾う事が出来る。そしてスパイは続いて教室の後方にあるロッカーへ向かう。

　ガシャッ

　スパイがロッカーの戸を引いても開かなかった。戸には鍵かぎがかかっていたのだ。そこで彼は細長い小型の工具を幾いくつか取り出して、戸の鍵かぎ穴あなに突っ込む。教室に置かれているロッカーは比較的古い普ふ及きゆう品ひんなので、鍵の構造は単純だ。本職の鍵職人ではない彼にも十分に何とかなる代しろ物ものだった。

　カチャッ

　鍵が開くまで僅わずか十数秒。彼は工具をしまうと改めてロッカーの戸に手をかけた。

　カコンッ

　今度はさほど手て応ごたえ無しにロッカーは開いた。そして彼は教室を見回すようにして近くに人の気配がない事を確認すると、ティアのロッカーを調べ始めた。

『ここに何かあれば助かるんだが………』

　ティアのロッカーに入っていたのは防寒着や折おり畳たたみの傘かさ、持ち帰り忘れた体操服などありきたりなものばかりだった。今回も空から振ぶりであったか―――スパイがそう落らく胆たんしかけた時、その指先が何かに当たった。

『これは………!?』

　彼の指先に当たったのはロッカーの奥おくに仕し舞まい込まれていたプラスチック製のファイルだった。逸はやる気持ちを抑おさえ、彼はファイルを引っ張り出す。

『白銀の姫と青き騎士、初版原げん稿こう！　それとこっちはアイデアノートか！』

　ファイルを開けた彼の目に飛び込んで来たのは、演劇の台本とそれを書く上で必要としたノートやメモの数々だった。スパイは思わず握にぎり拳こぶしを作り、喜びを露あらわにする。

『やったぞヨハン！　ソフィア！　これで俺おれ達たちは国を救えるかもしれない！』

　彼は息子むすこと妻の名を呼びながら、大急ぎでアイデアノートのページをめくっていく。もしティアの正体が予想通りフォルトーゼの人間であるなら、その人脈を辿たどってフォルトーゼの技術を先んじて手にする事が出来る。それは破は綻たんした祖国を救えるかもしれないという事。また結果を出せば階級も上がり、息子と妻に良い生活をさせてやれる。彼の胸は希望で強く高鳴っていた。しかし―――

『バルサーガ、バルタリン、フォルサーガ、フォルトーゼ、バルトーゼ、フォルタリン、タリンバル………？』

　しかしノートの最後の最後で、彼は希望とは違うものを見付けてしまった。それはティアが演劇の舞台となる国の名前を検討していた痕こん跡せきだった。ティアは幾つもの名前を書いては消し、書いては消しを繰り返している。また名前の前と後ろを入いれ替かえてみたり、他の名前のパーツと取り換えてみたりしている。そしてその中から五、六個の候補を選び出し、最後にフォルトーゼに花丸が付けられていた。もしティアがフォルトーゼ出身であったなら、こんな事をする筈はずはない。そうする必要はどこにもないのだから。だとしたら可能性はただ一つ。

『ただの偶ぐう然ぜんだというのか!?　語感の良い言葉を組み合わせていたら、偶然フォルトーゼという単語になったと!?』

　それはキリハによって考え出された策だった。スパイはティアとフォルトーゼの繋つながりを示す証しよう拠こを探す筈。そこで繋がりがあるように見えていたのは気のせいだったという方向へ誘導する。国名を考える内容をアイデアノートに書き足し、それをスパイに発見させる。こうすれば幾らか時間が稼かせげるだろう。稼げる時間は僅かかもしれないが、新学期が始まるまでもたせればいいのだから十分だろう。

『納なつ得とく出来るかぁっ!!　俺達は偶然に振り回まわされてここにいるっていうのか!?　俺達には結局国は救えないっていうのかっ!?』

　アイデアノートはキリハが期待した通りの効果を生み出していた。スパイは自分の捜そう査さがふりだしに戻った事を悟さとった。そして同時に、彼の希望は粉々に打うち砕くだかれた。遂ついに異星人の手て掛がかりを掴つかんだ、これで悲運の祖国・メルガーダ共和国を救える、家族に楽をさせられる―――希望が大きかっただけに、その衝しよう撃げきも同じだけ大きかった。それは絶望感と無力感とで立っていられなくなり、思わず近くの机に手を突ついて身体を支えたほどだった。










　ティアのアイデアノートを見た後のスパイの姿は、まるで夢遊病者か映画に出てくる生ける屍しかばねのようだった。力なくよろよろと歩き、激しい落胆と絶望に苛さいなまれている。必要だったとはいえ、見ている孝太郎達が申し訳なく感じてしまう程ほどだった。

『長く続いた祖国の苦境がそうさせるのでしょうね。やっと見付けたフォルトーゼと繋がりがあると思しき人物。しかし繋がりに見えていた部分は単なる偶然の産物であり、実は全くの無関係。セイレーシュさんの時もそうでしたけれど………希望とは時に残ざん酷こくですわね』

　渇かわきに苦しむ家族と祖国の為にダムに小さな穴を開けようとする者がいる。だが一度穴が開けば水はそこから噴出してダム全体を破は壊かい、下流に住む人間を全すべて滅ほろぼすだろう。願いが正しくても、行こう為いが正しいとは限らない。ダムに穴が開く危険を理解していない者は安易にそれをしようとしてしまうのだ。水源とダムの管理者であるクラン達たちには、彼らを止めるしかない。だが自分達が正しいと分かっていても、クランにはその願いの純じゆん粋すいさが理解出来る。自分達もその為に戦ってきたから、なおさらだった。

「全てを救えると思うのは傲ごう慢まんだぞ、クラン。俺達は人間だ」

『あなたがそれを言うと重みがありますわね』

「お前だってそうだったろう？」

『そうでしたわね。忘れておりましたわ』

　だが共に過去の世界を過ごした孝太郎の言葉で、クランは表情を和やわらげた。何が起きるか分かっていても、手持ちの時間には限りがある。無限の選せん択たく肢しと限りある時間。だから二千年前のクーデターや、もっと身近な孝太郎の母親やクランの祖母の事も含め、分かっていて救えない命は少なくなかった。それは孝太郎とクランが人間である証あかしだった。

「俺達に出来る事は、全てを救いたいと願う事だけだ」

『ベルトリオン………』

　そう願うのは良い。その願いがより多くの人間を救うだろう。だが孝太郎は、それを出来ると思ったり責任に感じたりするのは、傲慢だと思っている。それをクランにも分かって貰いたかった。そしてできれば、今まさにその事で苦しんでいるスパイにも。

『………ベルトリオン、わたくしはあなたを愛しています』

「へっ？」

　孝太郎は目を丸くする。クランの言葉は直前の話題と大きくかけ離はなれていたから。しかも普ふ段だんはなかなか彼女が口に出来ない、直球ど真ん中の本音。そうしたくなるくらい、この時のクランは孝太郎の言葉から慰なぐさめを受けていたのだ。

「………分かってる。そんな事はちゃんと分かってるから、今は黙だまって働け」

　孝太郎はクランを茶ちや化かしたりしなかった。彼女の様子から、そうしてはいけない時だと感じ取っていたのだ。そして同時に、孝太郎は自分を守るサグラティンの力を一瞬だけ活性化させた。サグラティンは『揺ゆり籠かご』に格納されたままだが、その力は距きよ離りを置いても孝太郎を守り続けている。すると孝太郎と話をしているクランの立体映像の額が、ほんの一瞬だけ輝かがやいた。

『………はい。お任せ下さいまし』

　クランは輝きを追うように自分の額に手を当てると、大きく頷いた。孝太郎の言葉はぶっきらぼうであったが、そこに額の紋もん章しようが輝いた事を足すと別の意味になる。クランが一番大好きな人は、彼女の事を分かってくれている。突き当あたった難問だけでなく、それに対する葛かつ藤とうも。それがきちんと分かったので、クランにはもう迷いはない。彼女は最後に信しん頼らいの眼差しと愛情に満ちた笑え顔がおを残し、自分の作業へ戻っていった。

「まったく………あいつはもう………」

　照てれ臭くさくなった孝太郎は頭上を見上げながら、何度かカリカリと頭を掻かく。真希はそんな孝太郎の姿を微笑ほほえましい気持ちで眺めた後、腕うで輪わを操作してクランを呼び出だした。そして実に楽しそうに腕輪に囁ささやきかける。

「………クランさん、ちゃんと里見君から特別扱あつかいされているじゃありませんか？」

『マ、マキ………あの………えっと………』

「ふふふ」

　クランは真っ赤になって答えに詰まる。真希はそんなクランに笑い掛けると、先を行く孝太郎の背中を追う。孝太郎が言っていた通り、そろそろ任務に戻らねばならない時間だった。

「止まってくれ、藍華さん」

「里見君？」

　孝太郎は横に並んだ真希を制止し、自らも足を止める。不思議に思った真希がその顔を覗のぞき込むと、直前までとは違って、孝太郎は厳しい表情を浮うかべていた。それはまるで敵でも現れたかのようだった。

「嫌いやな感じがする。これはまさか………」

　孝太郎と真希はクランのバックアップを受け、今もスパイを追っている。彼は人目に付かない寂さびしい道を選んで、例のマンションの隠れ家がへ帰るところだった。そしてスパイが日が届かない公園の森を抜ぬける遊歩道にさしかかった時、孝太郎は彼の気配が大きく変化するのを感じ取った。それは明らかに普通の気配ではない。様々な悪意を混ぜ合わせたような、不快なもの。そしてその中でスパイの個としての意思が曖あい昧まいになり始めていた。

　キンッ

「里見君、サグラティンとシグナルティンが!!」

　その直後、まるで孝太郎と真希を守るかのように、眼前に二本の剣けんが出現する。

「俺は呼んでないぞ！」

「私もです」

　所有者である孝太郎と、契けい約やく者しやの一人である真希には、距離に縛しばられる事無く二本の剣を呼び出す事が出来る。だがこの時二人は剣を呼ばなかった。クランにも同じ事が出来るが、無人機越しではまだ状じよう況きようを把は握あくできていないだろう。つまり二本の剣は孝太郎を守る為に勝手にやってきたのだ。

「という事は………やはりあれはあの渦うずなんだな!?」

　孝太郎は二本の剣が現れた事で、それを確信した。スパイの気配の変化は、ヴァンダリオンやタユマのそれとよく似ていた。それは早苗が言うところの、灰色の気持ち悪いぐるぐる―――混こん沌とんの渦の力の現れだった。そして孝太郎の考えを肯こう定ていするかのように、二本の剣はひとりでに合体してナルファラウレーンに変わる。何色ともつかない不快な渦とは対照的に、ナルファラウレーンははっきりとそれと分かる九つの光で輝いていた。
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「里見君、剣を頼たのみます！」

「藍華さんが使った方が良いんじゃないか？」

　かつてシグナルティンでは所有者と契約者が違う事で様々な問題が起きた。ナルファラウレーンを生み出す際に契けい約やくは書かき換えられているので、孝太郎はまさかその弱点をわざわざ継けい承しようしているとは考えていなかった。

「実はそれ、またしても里見君専用なんです」

　しかし自身の杖つえを構える真希は、苦笑気味にそのまさかを口にする。それと同時に真希の杖は赤い魔ま力りよくを帯びて長大な剣へと変化していく。彼女はあくまで自分の力で戦うつもりでいた。

「………馬ば鹿かだろう、お前ら」

「全会一いつ致ちでらぶいずおーるでした」

「知ってるよ！　それを馬鹿だと言ってるんだ！」

　孝太郎が金と銀で美しく装そう飾しよくされた剣を手に取ると、剣を包つつむ九つの光がより一層強く輝く。それは孝太郎を絶対に守り、望む道を歩ませんとする、少女達の断固とした意志の表れだった。










　ナルファラウレーンの出現に呼応するように、スパイは背後を振ふり返った。そしてどろりと濁にごった瞳ひとみで孝太郎を凝ぎよう視しする。

「………グ、ガガ………きさま………またキサマか………」

　既すでに太陽は沈しずみかけ、周囲は夕ゆう闇やみに包まれている。しかも光が届きにくい森の遊歩道なので、周囲は暗く、そんなスパイの姿は曖昧にしか見えない。

「………どうして………いつも俺の邪じや魔まをするのだ………憎にくい………憎いぃ………」

　だが曖昧なのは目で見た感じだけではない。実際に男の姿は、その輪りん郭かくを曖昧にしつつあった。彼の姿は曖昧な風景の中で、少しずつ元とは違う形に変化し始めている。だが男にはその自覚はない。意識が既に混沌の渦の影えい響きよう下にあるのだ。自己の認にん識しきは薄うすれ、渦の中に取り込まれている別の意識との境界は曖昧になっていた。

「どんな事をしても国や家族を救いたい、そういう強過ぎる願いに惹ひかれたか」

「あるいは絶望を切きっ掛けに、国中の悪意を呼んでしまったのかもしれません」

　自身の願い、周囲の期待、希望と絶望。自己の限界を超こえた望みは、容易に欲望へと変化し得る。それが愛や責任感から来たものであったのだとしても。過去の世界で孝太郎とクランは踏ふみ止とどまったが、スパイはそう出来なかった。崩ほう壊かいしつつある祖国を見てきた事や、周囲の期待が大き過ぎた事で、止まれなかったのだ。きっと誰かが彼に言ってやれば良かったのだ。一人で背せ負おい込む事はないのだと。出来ない事はあるのだと。孝太郎とクランが互たがいにそうしたように。だがスパイという孤こ独どくな環かん境きようのせいで、そうならなかった事が彼の不幸だった。

「だがその願い、叶かなえさせる訳にはいかない！」

　男の願いは純粋だ。国の為ため、家族の為、仲間の為にどんな事でもする。しかしその部分が渦を引き寄せてしまった。他者を踏み付つけにしてでも目的を果たそうとする意思に呑のまれてしまったのだ。だから孝太郎は彼に剣を向ける。目的は正しくても、認めてはいけない手段はあるのだから。

『ベルトリオン、鎧よろいを着ていないのですから十分に気を付けて！』

　孝太郎と真希の周囲に、前まえ触ぶれもなく何機かの無人機が出現する。それらは『揺り籠』にいるクランが送って寄よ越こしたものだった。孝太郎が万ばん全ぜんの状態ではないので、防ぼう御ぎよ力りよくを補う必要があったのだ。

「分かってる、俺がやられるとお前らが何をしでかすか分からんからな」

『その通りですわ。宇宙最強・無敵の超ちよう騎き士しになりたくなかったら、我わが身みを守る事をお勧すすめ致いたしますわ』

「ぞっとするな、そいつは。気を付けよう」

　ただでさえ少女達はナルファラウレーンを作り出す為に命を懸かけた。次に孝太郎がやられそうになったら、果たして少女達は何をしようとするのか。その時、何を犠ぎ牲せいにしようとするのか。それを避さける為には、孝太郎は自分の事も守らねばならないのだった。

　―――よく自分一人の身体じゃないんだから、もっと自分を大事にしろって言うけれど………つまりはこういう事なんだろうな………。

　それは孝太郎も他人には言った事がある言葉だった。例えば真希が自分を犠牲にしようとした時などに、それに類する言葉を言っている。だがそれは自分にも当てはまる事なのだと、この時改めて感じていた。

　―――しかし………あれを相手に、無傷で勝てるのか………？

　剣の切っ先の向こうに、半ば形を失いつつあるスパイの姿が見える。

「………何故なぜだぁ………何故お前だけが全てを持っている………恨うらめしい………全てが欲ほしい………そうすれば救える………国を、全てを救えるのだぁ………」

　孝太郎が感じる霊れい力りよくからすると、スパイはヴァンダリオンほどの力は持っていない。しかし今の孝太郎にはナルファラウレーン以外の支し援えんが殆ほとんどない。『青騎き士し』だけでなく鎧さえないのだ。またかつて剣が圧あつ倒とう的てきな力を発揮したのは、フォルトーゼの人々の意思の力が集中していればこそだ。つまり混沌の渦だけではなく、孝太郎の方も大おお幅はばに弱体化している。孝太郎の感覚で言えば、無傷で勝てる相手ではなかった。

「大丈夫です、里見君。貴方あなたが勝ちます！　私が勝たせます！」

「藍華さん………そうだな、俺達が勝つ！」

「はいっ、行きます！」

　今の真希にとっては孝太郎の勝利が全てだ。その為に出来る事は全てやるつもりでいる。それは一見スパイと同じ事をしているようにも見える。だが実際はそうではない。今の真希には孝太郎にとっての勝利の条件がよく分かっている。孝太郎の勝利とは、孝太郎と真希とクランが笑顔で一〇六号室へ帰る事。それが真希とスパイを全く違うものにしていた。その意思―――恐おそらく早苗ならそれを愛と呼ぶだろう―――を切っ先に込め、真希は思い切りスパイに切り掛かった。

「気をしっかり持ちなさいっ！」

「じゃぁぁまだぁぁぁぁぁぁっ!!」

　真希の必殺の一いち撃げきをスパイは軽々と受け止める。しかも素す手ででだ。混沌の渦の影響で身体が異常に大きく膨ふくれ上あがったスパイは、腕わん力りよくや魔力では真希を圧あつ倒とうしていた。そのまま真希を跳はね飛とばすかに思われたが、真希の攻こう撃げきは終わってはいなかった。

「他人の力ではなくっ、貴方の力で戦いなさいっ！　祖国と家族の為にっ！」

　ヴァヴァヴァヴァッ

　真希は剣と魔ま法ほうを組み合わせて戦う。彼かの女じよは魔法で杖を剣に変えただけでなく、そこに攻撃の為の魔法を充じゆう填てんしていた。充填されていたのは彼女が得意とする心術系の魔法で、脳からの信号をブロックして身体の自由を奪うばう魔法だった。

「こんなもので俺を止められるものかぁぁぁっ!!」

　真希が剣と併へい用よう出来る魔法は中級程度までのものに限られる。その為、スパイを完全に行動不能にするところまでは至らなかった。混沌の渦が吐はき出す膨ぼう大だいな魔力が、早々に掻き消けしてしまうのだ。結果的に真希がスパイを止める事が出来たのは、ほんの僅かな時間だけだった。

「だったらこれでどうだぁぁぁっ!!」

　しかし隙すきは一瞬で構わない。真希は一人ではないからだ。その一瞬を利用して、孝太郎がナルファラウレーンを振り下おろした。身動きが取れないスパイは、孝太郎の一撃をまともに食くらった。

　バシュゥゥゥゥゥゥッ

　この時、スパイが身に纏まとった無む秩ちつ序じよの力が、ナルファラウレーンが放出する調和の力と接せつ触しよくした。二つの力は互いを打ち消し合いながら強力なエネルギーの波動を放出し、周囲を薙なぎ払はらった。

『お下がりなさいっ、ベルトリオンッ!!』

　エネルギーの波動は孝太郎にも襲おそい掛かった。だがそれが身体を打ち砕く前に、クランが操あやつる無人機が集合して孝太郎の目の前にバリアーを展開した。二つの力の対消しよう滅めつによって生じたものは純粋な衝しよう撃げき波はと熱エネルギーなので、無人機のバリアーでも十分に防ぐ事が出来た。

「た、助かったっ！　済まない、クラン！」

『本当に気を付けて下さいまし！』

「里見君！　力を一気に使うのは危険よ！」

　二つの力の対消滅によって生じる危険なエネルギーの波動は、いつもの孝太郎なら通常の手段で防ぐ事が出来る。防ぼう御ぎよ用のバリアー、金属製の装そう甲こうといったものだ。少なくともヴァンダリオンと戦っていた時はそうだった。しかし今はそれが出来ない。鎧を着ていない以上、全力でいくのは危険だった。

「そういう加減は苦手なんだがな」

　ナルファラウレーンの力そのものでは孝太郎は傷付かない。この剣は孝太郎を守る為の力を与あたえられているからだ。しかし対消滅による衝撃波や熱は孝太郎を傷付ける。だからナルファラウレーンの力を下げねばならなかった。だが下げ過ぎると今度はスパイの防御を破れない。そのぎりぎりのラインの見み極きわめが必要だった。

『でもやるしかありませんわよ！』

「分かってる！　もう一回行くぞ、二人とも！」

「はいっ！」

『お任せを！』

　孝太郎は力を一気に放出させるのを止めて、力を抑え込みつつ刃は先さきに集中させる方法を取った。対消滅を逆手に取り、対消滅そのもので渦を斬きろうというのだ。これなら攻こう撃げき力りよくはそれほど低下しないし、対消滅のエネルギー波で傷付く事もないだろう。

『まずはわたくしが！』

　ドンドンドンドンッ

　まずはクランの無人機が一いつ斉せいに銃じゆう撃げきを開始する。混沌の渦の力が守っているので、遠えん隔かく攻撃は決定打にはならない。だが男の動きを止めるには十分だった。

「これでどうかしらっ!?」

　クランの攻撃が始まるのと同時に、真希は左手を剣から離して、そこにオレンジ色の魔力を集中させた。それは変性系に属する魔法を発動させる時に特有の光景だ。彼女が発動させたのは空気の成分を変化させる魔法だった。

『お上手ですわっ、マキッ!!』

　ドンドンドンッ

　クランは真希の考えを察すると、より一層攻撃の手を強めた。無人機の銃撃は雨あめ霰あられのようにスパイに降り注ぐ。しかしそれでもダメージは与えられない。銃じゆう弾だんはスパイの身体の表面で弾かれ、虚こ空くうへと消えていった。

　ボンッ

　だがそこで驚おどろくべき事が起こった。スパイの身体が突とつ然ぜん紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれたのだ。これは真希が直前に放った魔法のせいだった。真希は魔法で、スパイの周辺にある空気の成分を、酸素と可燃ガスに変えた。そこへクランが銃弾を撃うち込む事で着火したのだ。その結果、スパイは巨きよ大だいな火球に飲み込まれる事となった。

「ぐあああぁあぁぁぁぁっ!?」

「上手いぞっ、二人ともっ！」

　スパイの視界は爆炎が何秒か塞ふさいでくれた。それに対して孝太郎は霊れい波はが見えるので爆炎の影響は受けない。孝太郎の目は爆炎に焼かれて身をよじるスパイの姿を正確に捉とらえ、そこにナルファラウレーンを叩たたき込んだ。

　ザンッ

「ぎゃあぁぁぁぁっ!?」

「いける！」

　今度の一撃は狙ねらい通りの結果を生んだ。巨きよ大だい化かしたスパイの身体は殆どが混沌の渦の力そのものなので、ナルファラウレーンが接触すると刃先を覆おおった力が男の身体と連続的に対消滅を起こし、右みぎ腕うでを切断する事に成功した。切断された右腕はまるで生き物のようにのたうち回った後、バラバラになって消滅していった。

「………おっ、おのれぇ、あ、青騎士ぃぃぃ………またしてもぉぉぉ………」

　だがヴァンダリオンがそうだったように、切断された部分はすぐに再生してしまう。まるで切られた単たん細さい胞ぼう生物のように肉が盛り上がり、それが粘ねん土どのように腕うでの形へと変わっていく。スパイが抱かかえた負の感情は、混沌の渦から更さらなる力を引き出そうとしていた。

「青騎士だと!?　お前まさかっ、ヴァンダリオンと混じっているのか!?」

　混沌の渦の力をより多く引き出そうとした結果、かつて渦と接触した者の感情が逆流してスパイに流入している。自己の認識さえ混沌として曖昧な今の彼にとって、その感情は我が物に等しかった。あるいは最初の孝太郎達たちへの敵意さえ、渦から逆流した感情が与えたものだったのかもしれない。

「しっかりしろ！　自分を取とり戻せ！　お前は誰だっ！　何の為に戦っている!?」

「お、俺おれは………アレク………いや、ヴァンダ………？　どっちでもいい！　俺は貴様を倒たおし、全てを手に入れる！　世界を我が手に！　力を、もっと力を!!」

　孝太郎達が距離を取って見つめる中、スパイの形が粘土をこね合わせるかのように無造作に、強ごう引いんに変化していく。身長三メートルの巨きよ人じんから、二足歩行の竜へ。それはヴァンダリオンが操る真竜弐に式と非常によく似た姿だった。

「そうじゃないだろうっ、アレクセイ・ベリャーエフ！　お前は家で待つ家族と、傾かたむいた祖国の為に戦ってきた筈だ！　世界を手に入れたいのはお前じゃない！　自分が何をしたかったのか、それを思い出せ！」

「がああぁあぁぁぁっ!!　うるさいっ、うるさああぁあぁぁぁぁぁいっ!!」

　バキンッ

　死してなおヴァンダリオンの意思の断だん片ぺんは渦の中で自己主張を続けている。その強過ぎる野心のおかげで混沌の中でも形を保っているのだ。ヴァンダリオンは全てを支配せんとする男だったから、断片に触ふれたものに対する支配力も強い。だが孝太郎の言葉で息子や妻、そして飢うえる国民の姿を思い出すから、その狭はざ間までスパイは苦しむ事となった。その苦しみから逃のがれようと、彼は手足や尻尾しつぽを振り回して暴れ始める。それは孝太郎を倒そうというより、苦痛から逃れられない事への苛いら立だちを目の前にいる存在にぶつけているような状態であった。

「………まだ何とかなるかもしれない！　藍華さん！」

　だがその事に孝太郎は希望を持った。孝太郎が八つ当たりを受けているという事は、スパイはまだ完全に混沌に飲まれた訳ではないという事になる。ゆりかがパープルの時にやったように、彼を救い出す事が出来るかもしれない。孝太郎はそこに賭かけた。

「グレーターフォースフィールド!!」

　真希は孝太郎の剣が輝き始めたのを見て孝太郎が何をしようとしているのかを察した。危険極きわまりない行為だが、真希が愛してやまない人は何を言ってもそれを実行するに違ちがいない。だとしたら最高に効率よく支援してやる事が、その安全を守る事に繋がる。だから真希は孝太郎に防御の魔法をかけた。それから真希は鋭するどい視線でスパイを睨にらみつけ、自身の杖を両手でしっかりと構える。孝太郎の考えが真希の想像通りなら、勝負のカギは彼女が握っていた。

「勝負は一いつ瞬しゆんだ！　二人とも、機会を見み逃のがすなよ！」

『ええ！』

「任せて下さい！」

　激しい輝きを放ち始めた剣を手に、孝太郎は全力でスパイに向かう。それだけの輝きで斬りかかれば、対消滅で発するエネルギーはかなりのものだ。それを覚かく悟ごの上で孝太郎は勝負に出た。手段は間ま違ちがっていても、スパイはまだ死ぬ程の罪は犯おかしていない。見殺しには出来なかった。

「うおぉおおおぉぉぉぉっ!!」

「ヘイスト！」

　ナルファラウレーンを大きく振り被った直後、孝太郎の動きが急激に加速する。それは真希の魔法によるものだった。孝太郎に言われた訳ではないが、必要だと思ったのだ。孝太郎の方も自分の身体が加速した事に戸と惑まどいはない。真希なら何かしてくれるだろうと思っていたからだった。

「死ねぇええぇぇぇっ、今度こそ殺してやるぅぅぅぅぅぅっ!!」

　剣の輝きに危険を感じ取り、竜に変じた男は孝太郎を近付けんと口から火か炎えんを吐き出した。それは文字通りの意味での火柱で、孝太郎を薙ぎ払おうと大きく振り回された。

「藍華さん―――」

「クイックキャスト・フォースフィールド！」

「―――足場！」

　ガンッ

　孝太郎が要求を言い終えた時には、既にそれは出来上がっていた。孝太郎は目の前に出現した魔力の盾たてを足場として使い、思い切り跳躍した。身体の動きが加速していた事もあり、火炎の柱は孝太郎の髪の毛を掠めただけで終わった。

「里見君―――」

「頼む、剣よ！」

「―――目くらましを！」

　孝太郎の剣が激しい閃光を放つ。自然とその閃光を直視してしまったスパイは視界を奪われ立たち竦すくむ。

「がぁっ!?　くっ、くそっ、目がぁッ!?」

「ひゅっ」

　真希は短く息を吐くと、立ち竦んだ男の隙を突いて大きく前に出る。先さき程ほどまでとは違って、遠えん距きよ離りでの攻撃が出来るようになったスパイだから、何か隙を作らねば前に出るのは難しいのだ。そして真希が前に出た事で、彼女と孝太郎、二人が無事にスパイの前に肩かたを並べる事となった。

「おのれえぇええぇぇぇぇぇっ!!」

　ゴッ

　スパイは長大な尾を振り回して孝太郎と真希を薙ぎ払う。だが男の尾はまるで何の手応えもなく二人がいる場所を通り抜けてしまう。この二人は立体映像だったのだ。

「むぅっ!?」

　尾の一撃が空振りに終わった為、スパイは身体を半回転させた状態でバランスを崩しかけた。その瞬しゆん間かんを待っていたのがクランだった。

『何の為の閃光だと思っていますのっ!?』

　ドガァッ

「グハッ!?」

　クランが操る無人機のうちの一機が、勢いよくスパイに激突した。通常なら弾き返されたのだろうが、バランスを崩しかけている今はそうならなかった。スパイは大きくバランスを崩し、その場に膝を突いた。

「やっぱりお前は天才だっ、クラァンッ!!」

　そこへ両手で剣を構えた孝太郎―――今度は本物だ―――がやってくる。そして動きを止めているスパイの大きな身体に向かって、光り輝くナルファラウレーンを全力で振り下ろした。

『もっと他の事で褒めなさいっ、この馬鹿ぁっ!!』

　男の纏う混沌の渦の力と、ナルファラウレーンの力が反応し、強力な熱と衝撃波が発生する。至し近きん距きよ離りにいる孝太郎はこのままでは大怪我を負ってしまう。だが真希の防ぼう御ぎよ魔ま法ほうと体当たりを仕掛けたクランの無人機が張ったバリアーが孝太郎を守ってくれた。おかげでダメージを受けたのはスパイだけだった。

「グレーターディスペリングッ!!」

　そして最後に動き出したのが真希だった。スパイを救うには、混沌の渦と男の間にある魔法の絆を断つのが手っ取り早い。だが混沌の渦の力が十分な状態では、守りが強固で絆を断つのは難しい。しかも真希はゆりかほどの魔法の天才ではないから、難易度は更に上がる。だから孝太郎が剣の力で渦の力を弱める必要があったのだ。

「………家族の元へ帰って、アレクセイ・ベリャーエフ。そしてあなた自身の力で、精一杯家族や友達、国を守って………きっと、あなたにも出来るから………」

　魔法を分解する力を帯びた真希の剣は、スパイを傷付ける事無く、混沌の渦との間にある魔法の絆だけを断ち切った。すると存在の拠り所を失った渦は、急激にその勢いを弱めて何処どことも知れぬ場所へと消えていった。
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　混沌の渦が消え去ったのと同時に、スパイは元の姿に戻っていた。孝こう太た郎ろう達が考えていた通り、スパイには自分に対するしっかりとした認識が残っていたのだ。おかげで彼かれは元の姿に戻る事が出来た。それはやはり妻や子供、そして故郷を愛する強い気持ちがあればこそだった。

「藍あい華かさん、彼はどんな感じなんだい？」

「あまり良くない状態です。一時的にあれを心の中に受け入れてしまったせいで、心への負担が大きかったようで………」

　真ま希きが魔法で分ぶん析せきしたところ、スパイは人の姿に戻れたものの、混沌に接触してしまった事で心に大きな傷を負っていた。制御されていない無秩序な力は、やはり人の心には余るのだ。それらが心の中で好き勝手に暴れまわった結果、男はまともな精神状態ではなくなってしまっていた。今は彼が目覚めるかどうかすら怪あやしい状況にあった。

「悪ければ植物状態、だが仮に目覚めたとしても………という事か」

「パープルのように精神の修行と魔法による防御があれば、ここまでにはならなかったのでしょうが」

『何とかなりませんの？』

「無断でやるのは気が引けますが、あれと接触する時点まで遡って記き憶おくを消すのが良いのではないかと思います」

　彼を元に戻すには、魔法によっていわゆる洗脳をするしかないだろう。今回は混沌が原因なので、接触前まで遡ってそれにまつわる記憶を全て消去する事になる。かつてならドライに実行した真希なのだが、今の彼女はそこで迷う。混沌に侵されているとはいえ、この問題が人の尊厳にかかわる事だと理解しているからだった。

「元々あれのせいで心が壊れてしまったんだろう？　だったら微び妙みように誤差があっても元の形に近い方が良い。少なくとも、このままよりはずっとな。放っておけば死ぬまで悪夢の中を彷徨さまよう事になるんだから」

　孝太郎は記憶の消去を実行すべきだと考えていた。尊厳を守っても、この先ずっと続く悪夢は心を食い潰す。つまり結局は心が捻じ曲がってしまうだろう。ここから更に悪い方に捻じ曲がるか、それとも元に近いと思われる方に捻じ曲がるかなら、後者の方が良いに決まっている。本人にとっても、家族にとっても。それが孝太郎の考えだった。

「残念ながら、全てを完かん璧ぺきに救う事は出来ない。やってくれ、藍華さん。命令だ」

「………命令してくれてありがとう、里さと見み君………私は最近、とても弱くなってしまったから………」

　孝太郎達と出会い、他人を大切に思うようになってから、真希は様々な悩なやみに直面するようになった。今もそうで、理り屈くつではどうすればいいのか明らかな事でも、本当にそれでいいのか、より良い解決法があるのではと悩むようになっていたのだ。そんな彼女には孝太郎の命令が救いとなる。今の真希にとって、孝太郎の望みは彼女の望みだ。そして孝太郎はその逆を思ってくれている。そういう確信があるから、真希は愛用の杖を両手でしっかりと構えた。

「責任は俺が持つ」

「いいえ、責任は私達に」

『そうですわ。わたくしもあなた方の行動を支持致しましてよ』

　そこから真希は幾いくつかの魔法を連続して使い、スパイの心を癒していった。負荷となっている記憶を消し、破壊された部分を修復し、なるべく元の彼に近くなるようにと細心の注意を払って治ち療りようを加えていった。幾らか迷いがあった真希だが、一いつ旦たん治療が始まるとその行動には少しも迷いはない。孝太郎はその事に安あん堵どしていたのだが、治療を眺ながめているうちに、今度はそれとは別の事が気になり始めた。それはこれまでに何度か戦ってきた混沌の渦に関する疑問だった。

　―――そもそもあの不快な渦は、何故なぜ俺おれ達たちの周辺でばかり具現化する………？

　混沌の渦の性質からすると、地球の裏側や宇宙の果てで具現化し、宇宙規模の問題を引き起こしてもおかしくはない筈はずだ。だがどのケースでも混沌の渦は孝太郎達の近くで具現化し、孝太郎達の敵を強大なものへと変えていた。渦は常に孝太郎達の近くで生じていたのだ。

『浮かない顔ですわね、ベルトリオン』

　孝太郎の表情に気付き、クランの立体映像が近付いてきて顔を覗き込む。

「んー………ああ。ちょっと考え事をな」

『考え事？　なんですの？』

「早さ苗なえが言う変なぐるぐると、頻繁に遭遇するなあって思っただけだ」

　変に隠かくすような話題ではなかったので、孝太郎は深く考えずに疑問を口にした。

『言われてみれば、最近多いですわね。でもどれも一応、フォルサリア関係と言えない事はありませんし、自然とそうなるのではありませんの？』

「そんな感じもしなくはないな。今回もこの町だから、ダークネスレインボゥの活動の中心地だった訳で」

　クランのこの考え方は孝太郎の感性にもうまくフィットしてくれた。魔法や霊力の使い過ぎが渦を呼び込むなら、孝太郎達の周りに渦が現れる事も不思議ではない。孝太郎達はいつも力の濫用と戦ってきたのだから。

「それにあれだ、お前らが大々的に地球へ来ちまった事に比べたら、あれぐらい大した問題じゃないしな」

『失礼ですわね！　あんな迷惑な代しろ物ものと一いつ緒しよにして貰もらっては困りますわ！』

「分かってるって、重要度だけの話だ」

　孝太郎はここで笑ったが、内心では気持ちを引き締めていた。もしクランが考えた通りであれば、魔法と霊子力技術の拡散は、混沌の渦の拡散をも意味する。それは非常に重大な危機を招く事になるだろう。だからそれらを避ける意味においても、孝太郎達にはより一層の努力が必要となっていくに違いなかった。










　真希による治療が済んだ時点で、孝太郎達は今回の事件をサンレンジャー達たちに引き継いだ。これは元々そうする予定ではあったのだが、記憶を消したスパイがどうなるのかを観察しつつメルガーダ共和国の動向を探さぐるには、多くの人手が要いるという事情が大きかった。また継続的に通信に介かい入にゆうして情報を操作していくにも多くの手間がかかる。つまりサンレンジャー達やその上部にある組織の、組織としての力が必要となるのだった。

「そうでしたか………あの時の怪物が………」

　ケンイチは孝太郎から報告を受けると厳しい表情を作った。サンレンジャーはタユマとの戦いを経験しているので、混沌の渦の事を知っている。状況が容易ならざる方向へ進みかねない事を理解した彼は、既に頭の中でこの先の対応を考え始めていた。

「レッドシャイン、やはり早々に連中の移住を進めた方がいい」

「そうですね。日本は―――というより、地球には彼らを守り切れる国がない」

　日本は大地の民やフォルサリアの人々を隠すには狭過ぎる。そして地球には彼らの独自技術を欲しがる者達は少なくないだろう。放っておけば魔法と霊子力技術が拡散し、世界中でトラブルを起こし、そして混沌の渦を呼ぶ。よくない状況だった。

「あっちには開拓惑わく星せいがある。誰だれにも手の届かない場所は作れるだろう」

「その方がみんなが助かりますね。その方向へ向かうように上を誘ゆう導どうしてみます」

「頼む」

　国との間にサンレンジャーが入ってくれているのは、孝太郎達には非常に有あり難がたい事だった。彼らは状況を理解してくれているので、色々と便宜を図って貰えるのだ。とはいえこれはお互い様さまだろう。サンレンジャーの方もフォルトーゼとの間に孝太郎達が入ってくれているのは有り難いだろうからだった。

「レッドシャイン、今と比べるとお前達と肩を並べて戦っていた頃ころは楽だったな」

「そうですね。お互いに前に出て戦う一兵卒で良かったですから」

　二人は顔を見合わせて苦く笑しようする。かつては二人とも仲間達を率いて戦うぐらいで良かった。だが複雑な状況が彼らを一人の戦士にはしておかなかった。どちらかと言えば身体を動かしている方が得意な二人だから、今の状況には苦笑する他はなかった。

「ここからそうなって貰っても困るのが辛いところだが」

「はい。この状況が続く位で終わって欲しいものです」

　ガッ

　話が済んだ孝太郎とケンイチは、最後に軽く拳こぶしを合わせて別れた。それはかつて共に戦った戦士に対する挨あい拶さつ。それぞれに地位は上がってしまったが、お互いへの強い信しん頼らいは今も健在だった。

「おかえりなさい、里見君」

「………もう、よろしいんですの？」

　ケンイチと別れた孝太郎を迎むかえたのは、少し離はなれた場所で待っていた真希、そしてクランだった。二人は何歩か前に踏み出だして、孝太郎に笑い掛ける。

「ああ。慣れない仕事は終わりだ。帰るぞ、二人とも」

　必要な仕事は一通り終わった。ゆりかとキリハをただの女子高校生に見せかける事に成功し、ティアのアイデアノートも予定通りスパイ達の手に渡った。戦いが起こったのは予想外であったが、問題のない範はん囲いに収めた。この先の仕事は孝太郎達向きではないので、サンレンジャー達に引き継いだ。後は一〇六号室へ帰るだけだった。

　孝太郎は二人の少女を連れて家路を急ぐ。既に日は落ち、辺りは真っ暗。公園の森を抜ぬける遊歩道なので、十数メートルおきに立っている街灯の明かりだけが頼たよりだった。

「里見君、向いてないとはいえ、この先はこういう仕事が多いと思いますよ。少しずつでも慣れていかないと」

「サンレンジャーも嘆なげいていたよ、その辺は」

「確かかなり出世されたとか」

「怪しい連中との交戦経験で言えばあいつらがトップだからな。指示を出す側にさせられて難儀していたぞ」

「その辺を言い出すとベルトリオン、貴方なんか無関係の他国の一般市民から最高司令官でしてよ」

「原始人扱あつかいから最高司令官だもんな。皇女殿でん下かとの関係も随分変わりました」

「またそれを言う!!」

　周囲は暗かったが、孝太郎達を包つつむ空気は明るく穏やかだ。面めん倒どう事が片付いて心の余よ裕ゆうが戻ってきたのと、全員が無事で済んだ事が三人の気分を明るくしてくれていた。きっと一〇六号室へ帰りつけば、彼らの笑え顔がおはもう少し明るいものになるに違いないだろう。

「ウホッ、ウホウホッ」

「………あなた、いつか本当に殺しますわよ？」

「ウホッ？」

「ムキィィィィィィィッ!!」

「ほらほらクランさん、バナナをあげますから落ち着いて」

「マキッ、最近あなたの言動には悪意がありましてよ!?」

「なるべくそうなるよう努力をしています」

「必要ありませんわっ、そんな努力っ！」

「藍華さん、もっと言ってやれ！　友達の務めだぞ！」

「う、うほっ？」

「あなたねぇっ!!」

　二年前は誰もこんな時が来るなどとは思ってもいなかった。孝太郎は一人きりで一〇六号室に住み、クランは他の皇女を陥れようと策を練り、真希は他人を信じる事が出来ずにいた。誰もがこういう風に、誰かと笑い合っているとは想像もしていなかったのだ。

「冗談はさておき」

「勝手に終わらせるんじゃありませんわ！」

「この先の戦いは、敵を倒したらハイ終わり―――って事にはならない。俺も藍華さんが言う通りだと思う」

「倒すだけでは代わりが来るだけです。しかも倒す度にアプローチが変わる。だから早々に発見して泳がせ、泳ぐ範囲を把は握あくし、コントロールしていくしかありません」

「そんな訳だから、今後はお前が頼りだ、クラン」

「急にそんな事を言っても許しませんわ！」

「知ってる。だから怒おこらせたんだ。お前が真顔だと言い難いんでな」

「………ひねくれものっ、不敬者っ、甲斐性なしっ！」

「どちらかというと、優やさしくして貰っているように見えるのですが」

「知ってますわ！　それが腹立たしいんですものっ！」

「あらら」

　今後は大変な事が沢たく山さん起こる事だろう。だがこの仲間達と一緒なら乗のり越こえられる。そして問題が解決すれば、あっという間に元の生活に戻れる。この二年間で、孝太郎達にはそんな強い信頼と深い繋つながりとが生まれていた。だからこそ非日常的な出来事の中でも、孝太郎達は笑い合っていられるのだろう。

「どうして素す直なおに出来ませんのっ!?」

「素直にやると、こう、アレだ」

「アレって何ですの!?　言ってごらんなさいな!!」

「素直にやるとな、そろそろお前らには、冗談では済まない事をしたり、言ったりしなきゃなんないんだよ」

「さっさとそれをなさいっ！」

「お前はアホかっ!!　出来るかそんな無責任な事っ!!」

　怒鳴り合う孝太郎とクランの姿を見ながら、真希は思う。孝太郎とティア専用のコミュニケーションは殴なぐり合いだが、孝太郎とクラン専用はこの怒鳴り合いなのではないかと。どれだけ相手を罵倒しても、まったくその後に影えい響きようせず、関係は少しも揺らがない。しかも怒鳴り合っている間は相手の事しか見ていない。それが真希には完全にティアとの殴り合いと同じに思えるのだ。だから真希は笑って見ている事が出来る。そして真希がそう出来るようになったのも、孝太郎達との関係が深まったからこそなのだろう。

「里見君、私にも何かきついのをお願いします」

「藍華さんは大事だから駄だ目めだ」

「それを何故なぜわたくしには言えませんのっ!?」

「お前に言うと変な感じになるだろうが！」

　真希は自分と孝太郎の関係は、孝太郎とクランのそれに比べると、まだ少しだけ距きよ離りがあるように感じていた。しかしそれは僅わずかなもので、もしかしたらその時々における変動分かもしれないとも思う。また額に刻まれた紋もん章しようのおかげで、とても気持ちが楽になっている。本当に関係に差があったとしても、所しよ詮せんは時間の問題だと信じる事が出来るのだ。

　―――こんなに幸せでいいのかな、私………たった二年ほど前は、氷のような目をした邪悪な魔法少女だったのに。嘘うそみたい………。

　この先にも困難が待ち構えているのは分かる。危険な事もあるだろう。時には笑っていられないような事も。だがそういった事を差し引いても、真希は幸せだった。不足も過か剰じようもない。居るべき場所に居ると、心の底から思えるから。

「藍華さんは遠慮するから言ってやらないと駄目なんだよ！」

「別に遠慮ではなくて、私はこういう風にするのが好きみたいです。出しゃばらず、見守っていたい、待っていたい………という、こう、表現しにくいのですが………」

「わたくしにも同じように言えませんの!?」

「お前はいつも要求するから良いんだよ！」

「ぬぅぅ、ああ言えばこう言うっ!!　もぉっ!!」

　自分が欲ほしいものは全すべて与えられ、同時に全てを与えてやりたい相手がいる。真希はそれが全てだと思っている。他には何も必要なかった。

　―――私はきっと、今死んでしまっても何も後こう悔かいしないな………。そしてきっと、何度でも生まれ変わって、また里見君の元へ………。

　恐れる必要は無い。たとえ死が不本意な結末をもたらしても、真希は自分の力できっと愛する人の元へ辿たどり着つく。アライアが既すでにやって見せてくれている。今の真希に同じ事が出来ない筈はなかった。

「それにしても………お金が大好きで、俺に色々と要求した藍華さんは何処へ行ったんだろうな？」

「まだここにいますよ。今になると分かるんです。お金は分かり易やすい他人との繋がりだっただけ。今はもっと分かり易いものがおでこに刻まれていますから」

「………それは結果であって繋がりそのものではないぞ」

「はい。それでも、女の子は形があった方が安心するものですから」

「………今は藍華さんから女の子って言葉が自然に出てくるようになっただけで、満足しておくか」

「わたくしは不満ですわ！」

「しつこいなぁ、お前も………」

　何度目かの口論を始めた孝太郎とクラン。真希はそれを見て軽く微笑ほほえむと、空に浮かぶ月を見上げた。

　―――クリムゾン、私は今とても幸せよ。あなたはどう？　そっちのみんなと上手うまくやれてる？　あなたの事だから、意地を張ってみんなを怒らせていない？

　真希は月を見上げながら、遠くにいるかつての友人を思う。孝太郎とクランの口論を聞いていて、かつての自分にも一人だけ友達がいた事を思い出したのだ。

　―――グリーンを助けに行ったあなた達だから、もうそんな心配は要らないかしら。出来れば今度会った時に、そういう話を聞かせてちょうだい。ふふふ………。

　そして真希はその人物の幸福を願う。今の真希には多くの他人を思おもい遣やれるだけの心の余裕があった。彼かの女じよの愛は決して自分達だけに集中しているものではなく、周囲にある世界にも向けられていた。それは彼女が一人の人間として、十分な完成に至ったという証あかしと言えるかもしれない。かつての彼女にとっては大きな飛躍だった。そして同時にそれは、今の彼女にとっては当たり前の小さな一歩だった。

　―――あれっ………？

　そんな時の事だった。不意に真希の身体が柔らかな藍あい色いろの光に包まれた。何の光なのかを確かく認にんしようと手を広げて顔の前に持ってくると、手が透けてその向こう側にいる孝太郎とクランの背中が見えるようになっていた。真希の身体は藍色の光の中でゆっくりと、まるで溶けるかのように存在を失い始めていた。

　―――さとみく………

　真希は反射的に最愛の人の名を呼ぼうとした。何とかして貰おうと考えた訳ではない。ただ消える前に言葉を交かわしたかったのだ。その人が酷く悲しむと分かっていたから。だがどれだけ叫ぼうとしても、ほんの数メートル先にいるその人に声は届かなかった。彼女の身体は既に藍色の光の中に消え去ろうとしていた。声を出す為ための喉のどが、もはや機能していなかった。

　―――そっか………約束の時が来たのね………私達の最後の試練の時が………。

　だが真希には恐きよう怖ふはなかった。この藍色の光に包まれた時から、彼女には全てが理解できるようになっていた。どうして自分がここにいるのか、どうして消えようとしているのか、その先で一体何が起こるのか、そしてその意味。全てを理解した真希は、ただ一心に祈いのった。

　―――どうか私達が、最後の試練を乗り越えられますように………。

　全てはこの為にあったのだ。これまでの長い長い侵しん略りやく者しや達たちの旅路は、この最後の試練においてたった一つのささやかな奇き跡せきを起こす為にあった。あらゆる要素がその瞬間へ向けて収束し始めている。しかしそれでも、真希には祈る事しか出来なかった。奇跡を起こすのは彼女ではなかったから。

　―――大好きよ里見君。あなたもそう思ってくれていると、信じているわ………。

　その祈りを最後に、真希は光と共に消えていった。彼女は消え去る最後の時まで信じていた。自分と仲間達と、最愛の人との間にある絆の強さを。

「………藍華さん？」

　真希が消えた直後、孝太郎は突とつ然ぜん背後を振ふり返かえった。実はこの時、孝太郎は真希に呼ばれたような気がしたのだ。
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「あれ？」

　しかしそこには真希の姿はなかった。周囲に視線を巡めぐらせても、真希の姿は見付からない。そこには寒々しい風が渦うずを巻いているだけだった。

「どうしましたの？」

「藍華さんがいない」

「何処へ行かれたのかしら？」

「藍華さんの事だから、怪しい奴やつでも見つけたのかもな」

　やがてクランも孝太郎と一緒に真希の姿を捜し始める。だが二人が幾ら見回しても、真希の姿は見付からなかった。







試練の始まり　三月二十九日（火）







　当初は真ま希きが怪しい人間でも見付けたのだろうと軽く考えていた孝こう太た郎ろうとクランだったが、やがてそうではないらしいと気が付いた。待てど暮らせど真希が戻ってこない。連れん絡らくもしてこない。そして孝太郎達が連絡を取ろうとしても繋がらなかった。

「携けい帯たいは圏外みたいだ」

「重力波通信もあの子の腕うで輪わに届いていませんわ。電源を切っているか、通信妨害を受けているか、そのどちらかだと思いますわ」

「どういう事だ？　藍あい華かさんは何処へ行ったんだ？」

「連れ去られたとは考え難いですわね。情勢的にも、技術的にも」

　現在の状じよう況きようからすると、ピンポイントで真希が敵に連れ去られたとは考えにくい。重力波通信が通じていないので、彼女を連れ去る事が出来るのはフォルサリアや大地の民、フォルトーゼの人間に限られる。だがその三者にはいきなり真希を連れ去る理由がない。それらの反政府集団がかかわっているとしても、もっと狙ねらうべきターゲットは別にいるからだ。フォルサリアならゆりかの方が適当だろうし、大地の民ならキリハだろう。そうした点からすると真希は自分から姿を消したと考えるのが妥当だった。

「お前のメカが録画したりしてないのか？」

「無人機は返してしまいましたし、コンピューターが自動でやっているデータの取得は緊きん急きゆう時を除けば主にわたくしの視線を追尾していますから………」

「仕方ない、心当たりを回ってみよう」

「ちょっとお待ちになって下さいまし。ティアミリスさん達の方にもマキを捜さがすように伝えますわ」

「頼たのむ」

　前まえ触ぶれもなく、突然姿を消した真希。連絡が付かないので、孝太郎達たちは手分けして彼女の事を捜す事に決めた。孝太郎はこのままクランと一緒に真希が立ち寄りそうな場所を巡る。既に夜になってしまっているので、他の少女達も二人か三人でまとまって行動する事になっていた。確率は低くても真希が誘拐された可能性は無視出来ないので、一人で行動しない方が良いという判断だった。










　孝太郎とクランが最初に向かったのは吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうだった。孝太郎とクランが一番高校に近い場所に居たという事はあるのだが、真希と出会った経けい緯いを考えると、孝太郎が最初に捜す場所はやはりここ。とりわけ一年Ａ組が使っている教室だった。

「………マキとはどんな風に出会いましたの？」

「藍華さんは一〇六号室に集中している力を狙ってやって来たんだ」

「シグナルティン？」

「結果的にそうだったんじゃないかと思う。そして正体を隠す為にこの高校へ転校して来たんだ」

「無職の若い女の子より、高校生の女の子の方が、街を歩いていても自然ですわね」

　真希はダークネスレインボゥに所属する悪の魔ま法ほう少女だった。彼女は来るべきレインボゥハートとの決戦において戦いを有利に進める為に、一〇六号室に集中している膨ぼう大だいな魔ま力りよくを狙っていた。その為に高校生の身分を利用しようと、転校して来たのだった。

「それとコス研だな。コス研に入っている限りは、魔法少女の格好をしていても誰にも文句は言われない」

「………言われてみれば確かにそうですわね。バカバカしくて誰もやらないでしょうけれど、効果は絶大ですわ」

　真希は敵対するゆりかの真似をして、コスプレ研究会に入会した。ゆりかが正体を隠す隠れ蓑みのとしてコス研を利用していると勘違いしたのだ。だが勘違いとはいえ、その効果は絶大だ。まさか本物の魔法少女がコス研を利用しているなどとは誰も考えない。魔法少女の格好で出歩いていても、時と場所を選ばないはた迷惑なコスプレイヤーぐらいにしか思われないのだった。

「実際藍華さんも最初は度肝を抜かれてたぞ。ゆりかが大ポカでいきなり悪の魔法少女だってクラスの人間に紹介しちまったから」

　孝太郎は今もその時の真希の顔をよく覚えている。いきなりゆりかが真希は魔法少女だと口を滑らせてしまい、真希は驚愕に顔を引き攣らせていたのだ。

『里さと見みさん里見さんっ!!　ほらぁっ、見て下さいっ!!』

『どうしたゆりか』

『どうしたもこうしたもありませんよぉっ！　来たんですぅっ！　遂ついに来てくれたんですぅ！』

『何が？』

『敵ですぅ!!　悪の魔法少女が来てくれたんですぅぅぅっ!!』

『なっ!?』

　当時はその顔をコスプレ仲間だと暴露されて困っているのだと思っていたのだが、今にして思えばそうではなかった事に気付かされる。真希とゆりか、双そう方ほうが絶対に秘密にしておきたい筈の魔法少女という正体。それをゆりかが前触れもなく暴露してしまった事に、彼女は激しく動どう揺ようしていたのだった。

「でもその頃は既にユリカがコス研の人間だと周知されていたから、全く問題にならなかったと」

「ああ。誰も一ミリも疑わなかった。ゆりかは度が過ぎたコスプレイヤーで、真希はかつてのコスプレ仲間だ、ってな」

　孝太郎が見ているのは真っ暗な教室だった。だが今の孝太郎の目には、そこに立つ真希の姿がはっきりと見えている。彼女はゆりかの言葉に驚おどろき顔を引き攣らせ、身体を大きく仰け反らせている。そして真希は今の彼女とは違って、攻こう撃げき的な意思に満ちていた。

「良いんだか悪いんだか………」

「結果からするとそれが良かったんだと思う」

「良かったんですの？　そうは聞こえませんけれど………」

「俺達がまとまって行動していたから、戦いが長期化して藍華さんはしばらく普ふ通つうの高校生としてこの学校へ通う事になったんだ。それでどうやら藍華さんの心境に変化が起こったみたいでさ」

「………その辺はわたくしと同じかもしれませんわね」

「ん？」

「わたくしの場合は貴方あなたと過去に飛ばされてしまったでしょう？」

「ああ………やむにやまれぬ事情で仲間が増えて、その中で気持ちが変わった。確かにお前と同じかもしれないな」

　真希は最初、孝太郎達の敵として姿を現した。それに関しては勘違いがどうあれ、動かし難い事実だ。そんな彼女の気持ちを動かしたのは、任務の為に繰くり返した吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうでの平へい凡ぼんな毎日。つまりダークネイビーではなく、藍華真希の毎日だった。










　不幸にして高校の教室には真希の姿は見当たらなかった。念ねんの為にコス研の部室も覗のぞいてみたものの、やはり真希の姿は見当たらなかった。

「他にマキの立ち寄りそうな場所はありませんの？」

「あるけど、どちらも少し遠い」

「心配ありませんわ。『揺ゆり籠かご』で参りましょう」

「そうか、あいつがいたか」

「そうですわ。主人であるわたくしを裏切り、勝手に貴方を地球へ連れて行ったあの『揺り籠』ですわ」

「そろそろ許してやれよ。あいつが悪いんじゃないだろ」

「そうですわね、悪いのは百パーセント貴方ですわ」

「そろそろ俺おれも許してくれよ」

「嫌いやですわ。貴方がわたくし達に素直に気持ちを明かして下さるまで、度々持ち出していびるつもりでおりますの」

　続いて二人が向かったのは、高校一年生の冬に行われた研修旅行の行き先であるスキー場だった。だがスキー場と言っても今は殆ほとんど雪が見られない。そろそろ四月になろうかという時期なので、とっくにシーズンは終わっているのだ。しかしそれでも、この場所は孝太郎と真希にとって特別な意味を持っている。ここでの出来事が、孝太郎と真希の関係を大きく変化させたからだった。

「………次はもっといい時期に来たかったですわね。それと出来れば昼間に」

「そうだな。だが、ここで藍華さんを捜すならこの時間帯で合ってる」

「ここで何がありましたの？」

「こっちだ。道々話そう」

　孝太郎はクランを連れてスキー場の林道コースへ入っていく。真希に関する騒動が起こったのは、林道コースから更さらに奥おくへと分け入った急斜面だった。

「あの時、藍華さんは急に姿を消してしまった。後になって分かったんだが、フォルサリアから来た魔物がこの先に棲み付いていたようでな。仲間にしようとしていたらしい」

「魔物を仲間に………そうか、心理操作の魔法がお得意でしたものね」

「ああ。でも俺達はそういう事情を知らないから、クラスメイトの一人が行方不明になったと捜し始めたんだ」

「それはまあ、そういうものでしょうね」

「だが誤算があった。その魔物はどうやら俺の事を知っていたらしくてな、俺の接近に気付いて、ファトラファトラと恐慌状態に陥おちいってしまった」

「グレバナス達に使役されていたうちの一匹だったんですのね」

「ゆりかが凍結されて捕つかまったり、藍華さんが大怪我を負ったりで散々だった。そして俺が怪我をした藍華さんを運び込んだのが………この小屋だ」

　ギィィィィィィ

　小屋の入口に鍵かぎはかけられていない。コースから大きく外れていて本来は人が来ないような場所なので、最初からかけられていないのだ。埃っぽい粗末な作りの部屋、裸電球。転がっている雪かきの道具や暖房用の薪。小屋の様子は一年ちょっと前に訪おとずれた時と何も変わっていなかった。

「………ここで、何がありましたの？」

　ただ心配そうにしていた孝太郎の眼まな差ざしが、小屋に入った辺りから幾らか優しいものへと変化していた。真希の不在を案じながらも、この場所を懐かしんでいる。クランにはそんな風に感じられていた。

「藍華さんは重傷で、放っておけば死んでしまいそうだった。だから俺はシグナルティンを呼んだ」

「ああぁあぁぁぁぁぁぁっ!!　思い出しましたわぁぁぁっ!!　あれはその時でしたのねぇっ!?」

「ん？」

「貴方が強ごう引いんに剣けんを呼んだおかげで、研究室は散々でしたのよぉっ!!」

「ああ、そうか、そうだったな」

　当時は孝太郎が過去の世界から戻ってきたばかり。孝太郎が青騎き士しだった事はクランしか知らず、それゆえシグナルティンは彼女の宇宙船『揺り籠』にあった。クランはそれを研究していた訳なのだが、大型の検査装置にかけていた時に孝太郎が強引にシグナルティンを召喚、装置は大破した。そして彼女がその原因をきちんと知ったのは、この時が初めてだった。

「三分待ってと言ったのにぃっ!!　また『揺り籠』はわたくしを裏切って!!」

「三分待ったら藍華さんは死んだぞ？」

「ウッ」

「まぁ、そういう訳なんだ」

「………マキの命には代えられませんわ。許して差し上げます」

　当時は孝太郎もまともにクランに説明していなかったし、仮にしていたとしても敵の為に検査装置が大破した事になるので、クランは納なつ得とく出来なかっただろう。それから時間が経ち、全員の関係が変化したからこそ、許せる事だった。

「悪かったな、クラン」

「もういいですわ。それからどうなったのです？」

「シグナルティンで藍華さんを治療した。その時に不思議な事が起こったんだ。シグナルティンが藍華さんの孤こ独どくを俺に教えてくれたんだ。藍華さんが言うには、その逆も起こっていたらしい」

　シグナルティンが治療の為に解放した光の中で、孝太郎は幼い頃の真希を見た。そして真希も同様に幼い頃の孝太郎を見た。それにより双方が互たがいに欠けたものを知り、互いを救わんと一歩ずつ歩み寄ったのだった。

「それはシグナルティンがというより、アライアさんが、でしょうね」

「俺もそう思うよ。あの方には世話になりっぱなしだ」

「敵いませんわ、アライアさんには………同じ皇女ですのに、どうしてあの方とわたくしはここまで違うのか」

　クランは軽く俯いて目を伏せ、自分の髪を弄いじりながら自嘲気味に笑う。アライアの皇女然としていた姿を思い返すと、今の自分が恥ずかしくて仕方がない。圧あつ倒とう的てきな差が感じられるのだった。

「お前とアライア陛下が同じである必要はない。お前にはお前の良いところがある」

「ベルトリオン………」

　クランは慰なぐさめの言葉を期待していた訳ではない。だがこの時の孝太郎の言葉には大きく慰められた。そして同時に理解する。自分は誰かに―――出来れば孝太郎に―――そう言って貰いたかったのだろう、と。

「お前の代わりにアライア陛下がもう一人増えても、フォルトーゼは救われなかった。もっと自信を持て。お前は皇こう帝ていになるつもりなんだろう？」

「………今日は妙みように優しいですわね。いつもならもっと色々と言うでしょうに」

「そういう約束だったろう？」

「そうでしたわね………嫌いじゃありませんわ、あなたのそういう律儀なところ」

「それに、今はそういう状況じゃない」

「そうですわね、マキは何処どこへ………」

　孝太郎とクランだけではなく、ティア達も真希の事を捜している。だがその誰もが未だに真希を見付けられずにいた。真希がキリハやルース、早さ苗なえやゆりかの追つい跡せきから完全に逃れているというのは信じられない事だ。それだけに大きなトラブルの発生が予想されつつあった。しかしそれがどんなものなのかは想像もつかない。孝太郎達は言いようのない漠ばく然ぜんとした不安を抱かかえたまま、真希を捜し続けた。










　この日、孝太郎とクランが最後に訪れたのは吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しの海浜地区にある大型のテーマパークだった。だが厳密には用があるのはテーマパークそのものではなく、その近くにある倉庫街だった。

「ここで見付からなかったらお手上げだ。居てくれると良いんだが………」

「この場所は覚えていますわ。ええと………何でしたっけ………」

　孝太郎がクランを連れて訪れたのは、倉庫街のある路地裏だった。クランにはその場所に見覚えがあったのだが、すぐにはその理由が思い出せなかった。だが地図のデータに記録が残っていたので、程ほどなく見覚えがあった理由に気が付いた。

「そうか、貴方の鎧よろいを転送した場所でしたわね」

「ああ。ダークネスレインボゥが総攻撃を仕し掛かけてきた時だ」

「いきなりパルドムシーハから救難信号が来て、何事かと思いましたわ」

　孝太郎と真希がこの場所に来たのは、ダークネスレインボゥの悪の魔法少女達の攻撃に関連した事情からだった。ダークネスレインボゥは孝太郎達を分断して襲った。それに気付いたクランがこの場所に鎧を転送し、孝太郎が鎧の飛行能力で仲間達のところへ帰れるように手て筈はずを整えたのだ。

「ここでお前が送ってくれた鎧を着る筈だったが、思わぬ邪じや魔まが入った」

「マキ、ですわね？」

「ああ。藍華さんは悪の魔法少女だったんだ」

　この場所で鎧を着ようとした孝太郎を、真希が邪魔した。彼女はダークネスレインボゥの一員、ダークネイビー。その日の彼女の任務は、孝太郎をテーマパークに足止めする事だった。

『………アクティベート・エンゲージ。生命維い持じに関する特例条項を適用、セーフガード起動。里見君を歩けなくして』

『なっ、なんだっ!?　足が動かないっ!?　一体何が起こっているっ!?』

『………里見君と私を結んでいる契けい約やくを活性化したの。あなたを守る為であれば、契約は無制限にあなたを拘束してくれるわ』

　孝太郎と真希の間には、シグナルティンが真希の怪我の治ち療りようのついでに作り出した、魔法の絆があった。その絆を利用する事で、真希は孝太郎の自由を奪った。真希は孝太郎達がダークネスレインボゥに勝てるとは思っていなかった。戦えばきっと殺されてしまう。だから孝太郎を守る為に、真希は足止めの任務を実行したのだった。

「藍華さんは俺を守る為に戦いから遠ざけようとした」

「でもあなたはみんなを守りたかった。どうやって自由になりましたの？」

「説得した」

「それでこそわたくしの青騎士ですわ」

　自由を奪われた孝太郎は、自由にしてくれるよう真希を説得しようとした。だがそれは簡単な事ではなかった。真希が孤独を恐れる気持ちが、足止めをすると決めた彼女の決断の裏側に隠かくれていたからだった。

『解放したって、戦う必要はないだろうっ!?　戦いなんて止めればいいっ!!　君は戦いをするような子じゃないっ!!』

『駄目よっ！　絶対に敵になってしまうわっ！　あなたを解放するという事はっ、契約を破棄するという事っ！　そうしたらっ、あなたは私を大事に思わなくなるっ！　私はあなたを大事に思えなくなるっ！　きっとただの敵にしかっ、見えなくなるっ！』

　真希が恐れていたのは敵でも死でもない、孤独だった。孝太郎との魔法の絆を失う事でかつての孤独な自分に戻るのが恐ろしかったのだ。それに比べたら孝太郎に恨まれる方がずっと良い。彼女にとっては、孝太郎の怒いかりと憎悪に焼かれる事になっても、孤独の寒さよりはずっとずっとましだったのだ。

「あの頃ころの藍華さんには、もうちゃんと友達がいてさ。それに気付かせてやるだけで良かったんだ。決して俺の力じゃない。藍華さんは自分で自分を救ったんだよ」

「全く………馬ば鹿かですわねぇ………」

「馬鹿じゃないだろ。大事な事だ」

「違う違う、馬鹿なのは貴方ですわ」

　クランは呆れた様子で孝太郎の鼻先に指を突つき付ける。孝太郎は目を丸くした。

「なんでだよ？」

「女の気持ちが何も分かっていないからですわ！　マキは貴方に救われたとしか思っていませんわ！　本当に馬鹿ですわね、あなたって人はっ！」

　つんつん

　クランの指先が繰り返し孝太郎の鼻の先端に触れる。呆れ半分、羨うらやましさ半分。クランは何も分かっていない孝太郎に呆れながら、同時に真希の劇的な大恋愛を羨ましく思っている。それもまた、彼女が言う女の気持ちという部分なのだろう。

「俺にはお前らの考え方は難し過ぎる」

「馬鹿ですわね………たった一つ、認めればいいだけですのに………マキも苦労したでしょうねぇ、この馬鹿が相手では………」

「あんまり馬ば鹿か馬鹿言うなよ。最近自分でも気にしてるんだ」

「そうでしたわね………。ふむ、それより今はマキですわ」

　話が一段落したところで、クランは腕輪を操作して上空に配置した無人機に情報を収集させる。するとクランの周囲に立体映像の表示が幾いくつも現れ、無人機が観測した多くの情報が表示されていった。

「どんな感じだ？」

　孝太郎にも同じものが見えていたが、フォルトーゼの現代語は殆ど分からない。クランの説明が必要だった。

「近くには居ないようですわね。音声、熱源、電波、重力波………考えつく限りの方法で観測しましたけれど、マキに特有のパターンは見付かりませんでしたわ。あなたの方はどうですの？」

「藍華さんの気配は感じられないな。多分、ここには来ていないだろう」

　クランの科学的な観測にも、孝太郎の霊れい力りよくによる捜索でも、真希がいた痕こん跡せきは見付からない。完全に気配を断っているのでなければ、真希がここへ来た可能性は全くのゼロと言わざるを得なかった。

「参りましたわね………」

「ああ。藍華さんは何処へ………」

　心当たりは捜し尽くした。それでも真希の足取りは掴めない。不安だけが心に募る。姿を消しただけではなく、本当に真希に何かがあったのではないか。孝太郎達はますますそんな不安を強くしていた。そして二人がその事に肩かたを落とした、その時。孝太郎とクランの腕輪がけたたましい呼び出だし音を鳴らした。

　ピリリリリリッ

『孝太郎っ、メガネっ子、聞こえるっ!?』

　そして呼び出し音が鳴り終わる前に、孝太郎とクランの前に半透明の早苗の顔が浮かび上がる。幽体離脱ではない。腕輪の通信装置を介した、立体映像による通信だった。

「早苗、どうした!?　藍華さんが見付かったのか!?」

『その逆！　真希が見付からないの！』

「だから捜してるんだろう？」

『そうじゃなくて………えっとね、あたし達は念の為にあんた達が真希を見失った場所に来たの。それでね、みんなで色々やって調べてみたんだけど、真希はここで前触れもなくいきなり消えちゃってるの！　魔法でも霊力でも科学でもない！　何の痕跡もなく、突然なの！　何の手て掛がかりも見付からないんだよ！　おかしいよ、こんなの！』

「なんだって!?」

　真希の失踪は、文字通りの消しよう滅めつ。全ての痕跡が森の遊歩道で突然消え失せている。歩き去ったなら足跡が残る。それと同じように、時空に穴を開ければ重力に異常が残るし、魔法なら魔力が、霊力なら霊力の異常がその場に残る。何の痕跡もなく一人の人間がいなくなるなど、あり得ない事だった。

「クラン、後から誰だれかが痕跡を全て消す事はできるのか？」

「出来なくはありませんけれど、こんなに素す早ばやくは出来る筈がありませんわ。痕跡を消そうとした痕跡が僅かに残ってしまいますから、色々面めん倒どうですの。あの子達に気付かせない精度で、こんなに素早くは到とう底てい無理でしてよ！」

　誰かが完かん璧ぺきに痕跡を消したというのも考え難い。痕跡を探した少女達は、その道のエキスパートなのだ。

「どういう事だ、一体………」

「今の状態では何とも………」

　早苗の報告に、孝太郎とクランは頭を混乱させる。だが報告はそれで終わりではない。早苗の立体映像は消え、ルースのものに入れ替わった。

『おやかたさま、クラン殿でん下か、公園の監かん視しカメラの映像が見付かりました！』

「お手柄ですわよ、パルドムシーハ！」

「見せてくれ！」

『はい！』

　機転を利かせたルースは公園の管理事務所のコンピューターに侵入。監視カメラの録画データを見付け出した。ルースはそこから現場近くのカメラの録画データを選び出して再生を開始。タイムカウンターを真希が消えたと思おぼしき時刻に合わせた。すると孝太郎とクランの目の前に、数時間前の自分達の姿が映し出された。

「まだ藍華さんの姿はあるな………」

「でもこの場所ですわよ。貴方が振り返るのはこの辺りですから、その前に―――」

　そしてそれは始まった。突然、真希の身体が藍色の光に包まれる。

「なんだこの光は!?」

「マキッ!!」

　真希は困こん惑わくした様子で自分の手を見つめた後、先を行く二人の方に手を伸ばした。同時にその口が動き、何かを言っているようだった。だがその声は録音されていない。マイクに届かないほど声が小さかったか、あるいは声自体が出ていなかったのだろう。

「消えたっ!?　本当に消えたぞっ!?」

「なんですのこれはっ!?　これではまるで初めから居なかったかのようですわ!?」

　前触れは藍色の光に包まれたというだけ。それ以外は本当に何もない。跡形もなく真希は消え失せていた。まるで初めから居なかったかのように。あるいは、まるで夢でも見ていたかのように。そして孝太郎達が真希が消えたショックから立ち直る前に、次の異変は始まっていた。

「クランッ、お前その光は!?」

「えっ―――」

　いつの間にか、クランの身体は橙だいだい色の光に包まれていた。クランがやっている事ではない。クランの身体が勝手に光を発していたのだ。

　―――そうかっ、これはそういう事だったんですわね！

　クランが光の存在を自覚した瞬しゆん間かんから、彼女にも今の状況が良く分かるようになった。これは起きるべくして起こった事。約束の時が訪れたという事。自分達にはもう殆ど時間が残されていないという事。そしてもはや祈るしかないという事も。

「ベルトリオンッ！　あなたねぇっ、最後の最後で意地を張ったりしたらぁっ―――」

　真希と同様に、クランの存在が失われていく。だからこの時のクランの言葉はどんどん小さくなっていった。

「クランッ!?」

「―――絶対に許しませんわよぉぉぉぉぉっ………!!」

　だが真希よりも幾らか気付くのが早かったおかげで、クランはその言葉を最後まで言う事が出来た。そして彼女は消えかけたその腕うでを孝太郎の首に回す。

　―――どうか、どうか奇跡を………わたくし達の願いに応えて………。

　クランは両腕で孝太郎を引き寄せ、最後に自身の唇を孝太郎のそれに押おし当てた。だがその時にはもう、クランの身体は殆ど実体を失っていた。だから孝太郎には、クランの唇の感触が伝わらなかった。







[image: ]







　そこは薄暗い石造りの部屋だった。その壁かべには曲線を多用した美しい彫刻が施されており、そこが特別な意味を持つ部屋である事を雄弁に語っていた。だがその優美な彫刻も降り積もった埃のせいで幾らか魅力が半減している。長い間忘れ去られていた、何も起こらない、時間が止まった部屋だった。

　だが、数時間前からその部屋には変化があった。それは突如として部屋を満たした藍あい色いろの輝かがやきだった。その控えめな輝きは部屋の中央付近に現れた。中央には九本の柱が円形に配置されており、柱のてっぺんには一つずつ透明な球体が置かれている。そのうちの一つが藍色に光り始めたのだ。

　そして藍色の光が現れた事で、九本の柱が描く円の中心に、一体の石像が置かれているのが見えるようになった。その石像が人間の形をしている事は分かる。だが藍色の光が照らし出しているのは像の背中側なので、誰なのかは判別がつかなかった。

　だがそこへ、更なる新しい光が現れた。それはあたたかな橙色の輝きで、やはり球体の一つが輝いていた。その球体は藍色の球体から石像を挟んだ反対側にあったので、その光が石像の正体を明らかにしてくれた。

　藍色と橙色、二つの光に照らし出されたのは一人の少女だった。少女の髪は長く、和服や巫女みこのそれに似た服を纏まとっている。彼かの女じよの二つの目は閉じられ、胸の前で手を組み、まるで何かを一心に祈いのっているかのようだった。




　彼女はそこで待っている。ある人物が再びこの場所を訪れる、その時を。




　そしてやはり、祈っている。




　―――幾百億の刻と、幾千億の道程の果てに、ささやかな奇き跡せきが顕あらわれる事を。
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あとがき







　御ご無ぶ沙さ汰たしております、作者の健たけ速はやです。今回のあとがきはまたしても最大三ページとの事。早々に話を進めたいと思います。そうそう、今回のあとがきはネタバレありなので、本編を読んでからこの先を読んでください。




　今作もこの巻で遂にシリーズ三十冊目。それを記念する意味もあって今作の企画を作った時に考えていた最終エピソード―――その後十年近くが過ぎて今ではその先もある訳なのですが一応企画時における最終という意味です―――に着手しました。

　しかしプロットを作成してみるとどうやっても一冊に収まってくれず、最低でも一冊半必要になる事が分かりました。そこでハミ出てしまう分と、先の話からエピソードを先取りしたものを合わせて一冊の本になるようにしました。そういう訳であのもどかしいところでこの巻は終わっています。




　この作品は長編としてデザインされていながら、当初は長編としてのゴーサインは出ていませんでした。それが出たのは確か十三巻が出るかどうかの頃だったかのように記憶しています。アニメ化が決まる少し前ぐらいでしょうか。そういった事情でしたので、このエピソードは七巻や十三巻の直後に挿入される事も想定されていました。物語の構造としてはそれで問題ないようになっているのですが、一つだけ懸念がありました。それは果たして読者の皆さんは、真ま希きやクランが消えた時の孝こう太た郎ろうの気持ちを上手く想像できるのだろうかというものでした。

　もしこの作品が七巻や十三巻の直後にこのエピソードをやって終わる場合、皆さんが孝太郎の気持ちをきちんと想像出来たかという事には、あまり自信がありません。七巻では孝太郎と少女達の関係が親友の枠に収まりますし、十三巻ではその枠を突破したくらい。また期間的にも読者の皆さんと登場人物達との付き合いが浅くなりますから、二人が消えた時に感じる事には今とは幾らか違いが出てしまう筈です。

　ですから当初こちらが必要十分であると考えたこのタイミングで、きちんと皆さんにこの話を届ける事が出来る事を、大変嬉しく思っています。だからこそ、この巻のラストではあえて孝太郎の気持ちには触れませんでした。今の皆さんになら書かずとも伝わるだろうと信じているからです。そして恐らく、きちんと伝わっている方には納得いただける結末を次の巻でお届けしたいと思っています。もどかしい数ヶ月になるかもしれませんが、そのまましばらくお待ち下さい。




　あとがきは三ページという事で、あっという間に使い切ってしまいました。これ以上書くと製本上の都合で次は十六ページ先まで書かないといけないそうなので、この辺で終わりにします。詳しい話は次の巻に回そうと思います。




　それでは最後にご挨拶を。この本を出版するにあたって御ご尽じん力りよく頂いた編集部の皆様、最近ぐいぐい来ているイラスト担当のポコさん、そして今も変わらず御支援頂いている読者の皆様に心より御礼を申し上げます。




　それでは二十九巻のあとがきでまたお会いしましょう。





二〇一八年　二月　

健速　
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